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第１０４条 コース再進入の禁止････････････････････････ 

第１０５条 同伴フィニッシュ････････････････････････ 

第１０章 罰則（ペナルティ）････････････････････････ 

第１０６条 罰則の適用････････････････････････ 

第１０７条 罰則の種類････････････････････････ 

第１０８条 指導････････････････････････ 

第１０９条 指導の手順････････････････････････ 

第１１０条 タイムペナルティ及びストップ・アンド・ゴー････････････････････････ 

第１１１条 タイムペナルティの手順････････････････････････ 

第１１２条 ストップ・アンド・ゴーの手順････････････････････････ 

第１１３条 失格････････････････････････ 

第１１４条 失格の手順････････････････････････ 

第１１５条 資格停止････････････････････････ 

第１１６条 追放････････････････････････ 

第１１章 オフィシャル････････････････････････ 

第１１７条 オフィシャル････････････････････････ 

第１１８条 審議委員会････････････････････････ 

第１２章 抗議（プロテスト）････････････････････････ 

第１１９条 抗議････････････････････････ 

第１２０条 制限事項････････････････････････ 

第１２１条 抗議の手続････････････････････････ 

第１２２条 抗議の期限････････････････････････ 

第１３章 上訴（アピール）････････････････････････ 

第１２３条 上訴････････････････････････ 

第１２４条 制限事項････････････････････････ 

第１２５条 上訴手続････････････････････････ 

第１２６条 上訴申立書････････････････････････ 

第１２７条 預託金････････････････････････ 

第１２８条 上部団体への上訴････････････････････････ 

第１４章 仲裁････････････････････････ 

第１２９条 仲裁････････････････････････ 

附 則････････････････････････････････････････････････ 

参考資料  

競技種目･･････････････････････････････････････････････ 

誓約書の内容例････････････････････････ 
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トライアスロンと関連マルチスポーツ（ＩＴＵ特定競技実施ルール） 

1.インドア・トライアスロン 

2.ミドルとロング大会 

3.チームリレー 

4.パラトライアスロン 

5.ウィンタートライアスロン 

6.クロストライアスロンとデュアスロン 

7.予選ラウンド形式での競技 

8.タイムトライアル予選形式での競技 

9.アクアバイク 

 

附則 A： レース距離と年齢要件････････････････････････ 

附則 D： 用語の定義･･････････････････････････････････ 

附則 E:： 資格とランキング基準 

附則 F1： ユニフォーム規則 

附則 F2： 権利と責任 

附則 G： パラトライアスロンクラス分け規則 

附則 I： ITU 関連マルチスポーツ 

附則 J： ITU 競技大会と ITU 競技カテゴリー 

附則 K:： 違反と罰則 

附則 L： リザルトとスタートリストサンプル 

附則 M： 選手同意書 

附則 N:： 技術的不正 

附則 P： 非伝統的、または非日常バイク承認過程 

附則 Q： PPE－事前参加評価 
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競 技 規 則  

 

公益社団法人日本トライアスロン連合定款第４条第５号の規定に基づき競技規則を制定する。 

 

第１章 総則 

 

 （目的） 

第１条  

この規則はトライアスロン、パラトライアスロン、デュアスロン、アクアスロン及びそれらの関連マルチスポーツ

（以下、これらを総称して「トライアスロン」という。）の実施において、必要な事項及び選手の権利・義務に関する

事項について規定することによって、公平かつ安全に実施するための競技環境を整えるとともに、誰もがトライ

アスロンをはじめとするスポーツを謳歌(おうか)することができるようにすることを目的とする。 

 

 （競技規則の基本的理念） 

第２条 選手は一人の社会人である。従って、この規則のほかに、道路交通法などの国内法規、各所轄機関並

びに団体の規則、道徳及びマナーを理解し、遵 守
じゅんしゅ

するとともに第２章に掲げる選手規範の精神を尊重するも

のである。 

２ トライアスロンをはじめとするスポーツの普及・振興や大会の発展を促し、より良い競技環境づくりのために、

自由闊達
かったつ

な意見交換を行うものとする。 

 

 （定義） 

第３条 この規則に関する規定の解釈については、他に定めがある場合を除き、次の定義に従うものとする。 

（１） 「トライアスロン」とは、スイム（水泳）、バイク（自転車）、ラン（ランニング）の順に行う複合競技（異なる種

目を連続して行い総所要時間を競う競技をいい、「マルチスポーツ」ともいう。以下同じ。）をいう。 

（２） 「デュアスロン」とは、第１ラン、バイク、第２ランの順に行う複合競技をいう。 

（３） 「アクアスロン」とはスイム、ランの順に、又は第 1 ラン、スイム、第２ランの順に行う複合競技をいう。 

（４） 「ウィンタートライアスロン」とは、ラン、マウンテンバイク、クロスカントリースキーの順に行う複合競技を

いう。 

（５） 「関連複合競技」とは、トライアスロンの競技形態を基本に、種目又は競技用具を変更して行う複合競技

であり、以下のとおりとする。 

ａ） インドア・トライアスロン 室内特設コースにおいて行うトライアスロン 

ｂ） 模擬トライアスロン プール、エルゴメーター、トレッドミルで行うトライアスロンの模擬競技 

ｃ） カヌー・トライアスロン カヌー、バイク、ランの順に行う複合競技 

ｄ） マウンテンバイク・トライアスロン マウンテンバイクを使用するトライアスロン 

ｅ） リレー・トライアスロン スイム、バイク、ランをそれぞれの種目ごとに異なる選手が行いリレーを行

うトライアスロン 

ｆ） トライアスロンチームリレー 複数の選手でチームを組み、それぞれのチームごとに一人の選手が

トライアスロンを行って同チームの次の選手に受け継ぎ、総所要時間を競う競技 

ｇ） その他関連複合競技 ａからｆに掲げる関連複合競技のほか、トライアスロンの競技形態を基本に、

種目又は競技用具を変更して行う複合競技 

（６） 「大会」とは、トライアスロン等の競技会をいう。 

（７） 「大会スタッフ」とは、大会役員、運営スタッフ、審判員、ボランティアなど大会にかかわるスタッフの総称

をいう。 

（８） 「大会期間」とは、会場における選手受付開始の日など大会公式行事が始まる日から始まり、大会終了

の日又は表彰式・閉会式など大会公式行事が終了する日までのいずれか遅い方の日までの期間を

いう。 

（９） 「大会規程」とは、大会の開催、出場資格、その他大会出場に関する諸条件の規定をいう。 

（10） 「公式大会」とはＪＴＵ又は加盟団体が公式大会と認めた大会をいう。 

（11） 「ＩＴＵ公認大会」とは、世界選手権、ワールドカップ、その他国際トライアスロン連合（以下「ＩＴＵ」とい
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う。）イベント大会をいう。 

２ 前項第１号から第５号に定める複合競技は、競技形態や競技を行う際の環境などの制約により、種目変更

のためのインターバルを設けることができる。 

 

 （規則の適用） 

第４条 この規則は、国内で開催される大会において適用される。 

２ 練習中など大会期間以外であっても、この規則の規定を尊重し、守るものとする。 

 

 （国際競技団体との関係） 

第５条 この規則は、ＩＴＵ競技規則（Competition Rules）に準拠し、制定される。 

２ ＩＴＵ競技規則の改定があったときは、これを準用する。 

 

〔参考〕 

ＩＴＵホームページ https://www.triathlon.org/ 

 

 （規則の補足） 

第６条 大会固有の環境又は条件を補足するため、必要に応じ、この規則を基準とした「ローカルルール」を策

定することができる。 

２ ローカルルールは、競技開始前に選手へ通知しなければならない。 

３ この規則及びローカルルールに規定されていない事案が生じた場合は、トライアスロン等に関連する種目の

競技団体の規則を準用する。 

 

第２章 選手規範 

 

 （基本精神） 

第７条 選手は、次の各号に掲げる基本精神を尊重する。 

（１） スポーツマン精神とフェアプレイの精神により競技を行うこと。 

（２） 日ごろの鍛錬により競技力の向上と体力の増進をめざすこと。 

（３） 選手一人一人がこの規則を守り、違反を行ってしまったときは自ら申告する精神を培うこと。 

（４） スポーツ活動を通じて社会人としての健全な精神の育成をめざすこと。 

（５） 勝利を至上とすることなく、主義主張を越えて理解しあい、友好を結ぶこと。 

（６） トライアスロン等に対する、スポーツとしての品格と社会認識を高めること。 

 

 （協力と理解） 

第８条 選手は、トライアスロンをはじめとするスポーツの総合的な発展のために、次の各号に掲げる事項につ

いて理解し、協力することが求められる。 

（１） 選手の保護と育成を目的とする競技団体の活動 

（２） 性別、年齢を問わず、生涯にわたってスポーツを謳歌できるようにするための環境づくり 

 

 （安全管理） 

第９条 選手は、競技上の安全を確保するため、次の各号に掲げる事項を守るものとする。 

（１） 自らの安全に責任をもち、競技を行うこと。 

（２） 他の選手の安全に配慮すること。 

（３） コース及びその周辺に存在するすべての人及びものに対して安全の配慮をすること。 

（４） 自らの競技能力、体調、経験及び周辺状況や環境に応じ、的確な判断をもって競技すること。 

 

 （大会期間中の言動） 

第１０条 選手は、大会期間中、次の各号に掲げる事項を守るものとする。 

（１） 社会人として責任ある言動に心がけること。 

（２） 身だしなみを整え、大会公式行事には節度ある態度で臨むこと。 

（３） 道路交通法などの国内法規を守ること。 

https://www.triathlon.org/
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（４） 大会会場付近の住民の方への感謝の気持ちを持つこと。 

 

 （交通ルールの遵守） 

第１１条 選手は、練習中又は大会会場への移動中であっても、道路交通法をはじめとする交通ルールを守り、

特にバイクに乗車するときは次の各号に掲げる事項を守るものとする。 

（１） ヘルメットをかぶること。 

（２） キープレフト（道路の左端を走ること）を守ること。 

（３） 周囲への注意を怠らないこと。 

（４） 併走を行わないこと。 

（５） 安全な車間距離を保つこと。 

（６） 信号を守ること。 

（７） 歩行者を優先すること。 

（８） 他の車両に注意すること。 

 

第３章 選手の資格等 

 

 （ドーピング） 

第１２条 ドーピング行為は禁止する。 

２ 禁止物質、禁止方法及び検査方法などアンチ・ドーピングに関する規定は、ＩＴＵアンチ・ドーピング規則（ＩＴＵ 

Anti-Doping Rules）及び世界アンチ・ドーピング機構（ＷＡＤＡ）の定める世界アンチ・ドーピング規定（The 

World Anti-Doping Code）による。 

 

〔参考〕 

ＩＴＵホームページ https://www.triathlon.org/ 

WADA ホームページ https://www.wada-ama.org/ 

公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構 ホームページ https://www.playtruejapan.org/ 

ITU アンチ・ドーピングホームページ https://www.triathlon.org/anti-doping/ 

 

（大会出場資格） 

第１３条 大会に出場するときは、大会規程の出場資格を満たさなければならない。 

２ ＪＴＵ公式大会への出場はＪＴＵの登録会員でなければならない。 

３ 外国籍の選手は、所属国の競技団体から登録選手資格と出場許可証明書を得てＪＴＵに提出することにより

ＪＴＵ公式大会に出場できる。ただし日本に６ヶ月以上居住し、ＪＴＵの登録会員となっている場合は、これらの

書類の提出を要さない。 

４ 出場停止となっている選手は、どの競技大会にも参加できない。 

 

 （国外の大会への出場） 

第１４条 国外で開催される大会に日本を代表して出場する場合は、所属する加盟団体を通じてＪＴＵから資格

証明書の発行を受けることとする。 

２ 日本を代表しないで国外で開催される大会に出場する場合であっても、大会主催者から大会に出場する資

格証明を求められたときは前項に準ずる。 

３ 前２項の資格証明書は、大会が開催される国の競技団体によって承認された大会のみ発行される。 

４ 出場停止となっている選手は、どの ITU 競技大会にも参加できない。ITU 加盟団体による競技大会や ITU 

競技規則に基づいて実施される大会にも出場することができない。 

５ 選手の年齢は、大会該当年の 12 月 31 日時点の年齢になる 

６ 15 歳から 17 歳の選手は、ユース部門に出場する資格がある。 

７ 16 歳から 19 歳の選手は、ジュニア部門に出場する資格がある。 

８ 18 歳から 23 歳の選手は、U23 部門に出場する資格がある。 

https://www.triathlon.org/
https://www.wada-ama.org/
https://www.playtruejapan.org/
https://www.triathlon.org/anti-doping/
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９ 異なった出場資格基準は、附則 E に記されている。コンチネンタル選手権出場資格は、ITU コンチネンタル

連合によって確立されており、www.triathlon.org に掲載されている。 

10 主な大会や公認大会に関する特定の出場資格については www.triathlon.org に掲載されている。 

11 選手はスタンダードディスタンスやそれよりも長い距離の大会に参加した時は、36 時間以内にトライアスロン

や関連するマルチスポーツ(附則 I 参照)に１つ以上参加することができない。例外は、スーパースプリント

(16.1.a 参照)で定義されているチームリレーと、PTVI 選手とガイドとアクアスロンがある。 

12 年齢制限：選手は附則 A で示した通り、ITU 大会に参加する最年少年齢を満たしていなければならない。

コンチネンタル競技機関は、コンチネンタル選手権や、スーパースプリント大会のあるコンチネンタルユース選

手のために、年齢制限を別途設定するかもしれない。附則 A で示した年齢制限は変えることができない。 

13 年齢に合致しない部門に参加した選手や、36 時間内に許可されない距離の大会に参加した選手は、大会

参加が無効となる。いかなる賞、賞金、ポイントもはく奪される。 

14 性転換手術を受け、いずれかの競技に参加を希望する選手は、参加する前に IOC(国際オリンピック委員

会)や WADA が確立している現在の状態や基準に合致していなければならない。性転換手術を受けたことを

表明した上でいずれかの競技への参加希望は、参加を希望する大会日の少なくとも 30 日前に ITU メディカ

ル・アンチ・ドーピング委員会へ意思表示をしなければならない。ITU メディカル・アンチ・ドーピング委員会は

現在の IOC や WADA の基準に合致しているかどうかを決定し、選手に書面で理由を記した決定を与える。

いかなる参加資格の決定もレベル 3 アピール(13 章参照)として訴えられる。 

15 可能性のある高アンドロゲン血症が原因で女性選手の資格が疑問視され、正式な書面による要求がそう示

している場合、ITU メディカル・アンチ・ドーピング委員会や他の専門家は、女性のアンドロゲン過剰症の疑い

がある事例を評価する。そうすることで、ITU メディカル・アンチ・ドーピング委員会は、リクエストされた時点で

有効な女性アンドロゲン過剰症に関する現在の IOC 規則を尊重し適用すべきである。次に ITU メディカル・ア

ンチ・ドーピング委員会は、当該選手に決定理由を書面で通知する。いかなる出場資格の決定もレベル 3 の

アピール(13 章参照)として訴えられる。 

16 ITU 傘下で競技する選手は、国内競技団体の関わる大会に移ろうとしている性で参加する。そのような選

手は、表彰、賞金、ポイントの点で、他のどの選手とも同様の権利を有して競技する。 

 

 （未成年者の大会出場） 

第１５条 大会当日において未成年者の大会出場には、法定代理人（保護者など）による大会出場の同意を必

要とする。 

 

 （大会出場資格の譲渡の禁止） 

第１６条 大会出場資格を他の選手に譲渡することは禁止する。同様に、他の選手から譲渡された出場資格で

大会に出場することも禁止する。 

 

 （誓約書の提出） 

第１７条 大会規程に定めがある場合は、大会出場に対する誓約書を提出しなければならない。 

２ 前項の誓約書には提出する日の日付を付すものとし、かつ、選手本人による署名又は捺印を必要とする。 

３ 大会当日において未成年者の大会出場には、前項の署名のほか、保護者による署名又は捺印を必要とす

る。 

 

 （身分証明書の提示） 

第１８条 大会出場にあたっては、写真付きの身分証明書を提示するものとする。 

 

 （大会保険） 

第１９条 選手は、大会主催者が契約している保険の内容を十分理解し、了承した上で大会に出場するものと

する。 

２ 大会主催者が契約している保険以外については、選手本人が対応するものとする。 

 

 （応援活動） 

第２０条 選手は、その選手個人に対する応援者が、この規則に反する応援又は支援を行わないよう配慮しな

https://www.triathlon.org/
https://www.triathlon.org/
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ければならない。 

２ ＪＴＵ公式大会においては、選手の応援旗、スポンサー表示旗又はこれに類するものを使用する場合、事前

に大会主催者の承認を受けるものとする。 

３ ＪＴＵ公式大会以外の大会であっても、選手の応援旗、スポンサー表示旗又はこれに類するものの使用は、

大会スポンサーに配慮しなければならない。 

 

第４章 大会 

 

 （競技部門の設定） 

第２１条 大会規程により、年齢に応じた競技部門を男女平等に設けるものとする。 

２ 選手権大会の部門は、男女別のエリート部門と男女別年代別のエイジグループ別選手権部門とする。 

３ 前項のエイジグループ選手権部門は大会が開催される年の１２月３１日現在の年齢を基準とし、５歳ごとに

区分する。 

４ 選手権大会以外の大会であっても、前３項の規定に準じ、エリート部門とエイジグループ部門を設けることが

望ましい。 

５ 前項のエイジグループ部門は、参加者の人数に応じて区分を統合することができる。 

６ ジュニア部門の区分は男女別に次の表のとおりとする。 

区分 対象 

ジュニア（小学生低学年部門） 大会当日において小学校１年生から３年生の者 

ジュニア（小学生高学年部門） 大会当日において小学校４年生から６年生の者 

ジュニア（中学生部門） 大会当日において中学生の者 

ジュニア（高校生部門） 大会当日において高等学校、高等学校に準ずる学

校又は高等専門学校の第１学年から第３学年に在

籍し、かつ、大会が開催される年度（毎年４月１日に

始まり３月３１日に終わるものとする。）において満１

６歳から満１８歳となる者 

ＩＴＵ ジュニア部門 大会が開催される年の１２月３１日現在の年齢が、

満１６歳以上満１９歳以下（中学生を除く。）の者 

７ アンダー２３部門（Ｕ２３部門）は、大会が開催される年の１２月３１日現在の年齢が１８歳以上２３歳以下の者

によるものとする。 

 

 （表彰） 

第２２条 表彰及び賞品の授与は男女平等に行わなければならない。 

２ エリート部門及びエイジグループ部門それぞれの区分ごとに上位３名にメダル、トロフィー又は盾を与え栄誉

を称えるものとする。ただし小学生及び中学生の部門ついては学年ごと、高校生の部門については大会が開

催される年度に迎える満年齢ごとに表彰するものとする。 

３ 団体競技は上位３チームを表彰するものとする。 

４ トライアスロンの発展に関し特に顕著な貢献が認められた選手には特別表彰を行うものとする。 

 

第５章 競技共通事項 

 

 （コース等の把握） 

第２３条 選手は、コース及び競技環境を事前に把握し、かつ、自らの責務でコースを確認し、競技を行うものと

する。 

 

 （コース離脱と復帰） 

第２４条 コースを離脱したときは、離脱した地点に戻って競技を再開するものとする。 

 

 （逆走・停滞の禁止） 

第２５条 正当な理由がある場合を除き、コースの逆走及びコース上で停滞をしてはならない。 
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 （指示・注意） 

第２６条 選手は、大会スタッフ及び警察官の指示に従い、自ら安全を確認しながら競技を行わなければならな

い。 

２ 大会スタッフは、次の各号に掲げる事項について選手に対して注意を与えることができる。 

（１） ルール違反が起こることが予想されるときであって、違反をする前に改善を求めるとき。 

（２） 安全確保のため選手に指示を与える必要があるとき。 

（３） 軽微なマナー違反やモラル欠如に対して改善を求める必要があるとき。 

３ 選手は、注意が与えられたときは速やかに大会スタッフの指示に従わなければならない。 

 

 （個人的援助の禁止と外部からの支援） 

第２７条 大会スタッフや審判による支援は許可されるが、その支援は技術代表または審判長の承認を前提に、

飲み物・栄養物、メカニック支援、医療支援に限定される。 

２ 応援者又はコーチが特定の選手と伴走又は追走することは個人的援助とみなす。 

３ 応援者又はコーチが、拡声器を使って特定の選手に対し応援、指示又は他の選手との時間差を伝えること

は個人的援助とみなす。 

４ 同じレースで競技する選手は、エイドステーション通過後の栄養サプリや水、空気入れ、替えチューブラータ

イヤ、インナーチューブやパンク修理キットなど、互いに支援できる。 

５ 同じレースで競技する選手は、本人がレースを続けることができなくなるような物や機材を提供しあうことは

できない。この品目には、靴、自転車一式、フレーム、ホイールとヘルメットなどがあるが、これに限定されな

い。これによる罰則は、両選手ともに失格となる。 

６ 選手は、コースのどこにおいても、他の選手の前進に関する物理的手助けをすることはできない。両選手が

失格となる。 

 

 （交通ルールの遵守と安全確保） 

第２８条 選手は、競技中であっても道路交通法をはじめとする交通ルールを守り、次の各号に掲げる事項につ

いて注意して安全を確保しながら競技を行わなければならない。 

（１） 交通規制の状況を理解し、これに応じて競技を行うこと。 

（２） バイク及びランではキープレフトを保ち、車両に注意して競技を行うこと。 

（３） 観客や通行人のコース横断に注意して競技を行うこと。 

（４） 緊急車両の通過があるときは、左端に寄って徐行又は停止して進路を譲ること。 

（５） 交通規制されている場合を除き交通標識を守ること。ただし、別に指示がある場合はこれによる。 

 

 （優先進路） 

第２９条 選手は、他の選手の優先進路（競技を実施するにあたり想定される進路をいう。以下同じ。）を速やか

に判断し、競技のスムーズな流れを確保するよう努めなければならない。 

２ 他の選手の優先進路を妨害する行為（以下「ブロッキング」という。）をしてはならない。 

 

 （時間の厳守） 

第３０条 大会規程による選手受付、競技説明会、ボディナンバーの記入、スタート地点への集合、その他公式

催事（以下、これらを総称し「大会プログラム」という。）は決められた時間を守らなければならない。 

２ 大会プログラムに出席できない場合又は遅れて出席する場合は、あらかじめ書面で申請し、書面により許可

を得なければならない。ただし、緊急な事由により書面で申請できない場合は、電話等で大会本部に連絡し、

正当と判断され、かつ、運営上の対応が可能なときに限り、あらかじめ書面で申請することを免除される。 

３ 競技のスタート時間を遅れて大会に出場することはできない。 

 

 （レースウェア） 

第３１条 競技の際に着用するレースウェアは、機能性、安全性に優れ、競技にふさわしいものを使用するもの

とする。 

２ 仮装すること及び公序良俗に反するレースウェアは使用してはならない。ただし、大会規程により仮装を認め

る場合は、競技に著しい支障をきたすもの及び公序良俗に反するものを除き仮装することができる。 

３ バイク及びランでは上半身及び下半身ともレースウェアをしっかりと着用しなければならない。レースウェア
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がまくれ上がった状態で競技をすることはできない。 

 

 （レースウェアへの表示） 

第３２条 ウェアへの文字及びロゴの表示は、別にこの規則又は大会規程に規定がある場合を除き表示できる。

ただし、レースナンバーを容易に確認できなくするようなものであってはならない。 

 

 （ＩＴＵ大会におけるユニフォーム） 

第３３条 ＩＴＵ大会におけるユニフォームの規定は次の各号によるものとする。 

（１） ＩＴＵ大会に参加する全ての選手は、ＩＴＵ認定識別ガイドラインに準じたユニフォーム競技規則(附則

Ｆ参照)に準じたユニフォームを着用しなければならない。 

（２） ＩＴＵ認定識別ガイドラインは商業的ロゴを含む選手のユニフォームのスペースの制限を設ける。 

（３） 選手は競技中や表彰式でユニフォームを着用する。長袖や長ズボンは表彰式で着用してもよい。 

（４） ユニフォームは胴前面全体をカバーしなければならない。ただし、上半身背面はカバーしなくてもよ

い。 

（５） ウエットスーツ禁止のスイム以外で、ミドルとロング大会では腕は覆われていてもよい。異常な気象

状況を除き、スタンダード、またはそれよりも短い大会では、腕はカバーしてはならない。この場合に

おいて、長袖を着用可とするか、必須にするかは技術代表又はメディカル代表（参加している場合

に限る。)と相談し、決定する。 

（６） ウェットスーツ着用の場合、腕を覆うことはできるが、手を覆ってはならない。 

（７） スーパースプリント、スプリント及びスタンダードトライアスロンを除く、ＩＴＵ大会に参加する選手は、

肩までのユニフォームは着用できるが、肘を覆ってはならない。 

（８） PTWC1 と PTWC2 クラスでパラトライアスロン競技をする選手は、総てのＩＴＵ大会において肩までの

ユニフォームは着用できるが、肘を覆ってはならない。 

（９） ウェットスーツ禁止時のスイムでは、ひざ下を覆うユニフォームを着用してはならない。 

（１０） ワンピース型ユニフォームが好ましい。ツーピースを使用する場合は、上と下のあいだの素肌が見

えないようにすること。選手はレース中、胴体全体をユニフォームで覆っていなければならない。 

（１１） スーツのジッパーは背面になければならず、この長さは 40cm 以内とする。(ミドルやロング大会を除

く。) 

（１２） ユニフォームは競技中、両肩の上にかかっていなければならない。 

（１３） エリート、U23、ジュニア、ユース、パラトライアスロンの選手は、スタンダート及びそれよりも短い大

会ではスタートからフィニッシュまで同じユニフォームを着用してなければならない。 

（１４） ミドルとロング大会と技術代表が認めた場合は、雨天用ジャケットを着用できる。この場合において、

雨天用ジャケットはユニフォームと同じデサインと同色か、または透明な素材でなければならない。 

（１５） ユニフォームに関するＩＴＵ競技規則に準じていない場合、選手は、ＩＴＵ提供のトライアスロンスーツ

を着用しなければならない。技術代表は選手に対し、競技規則に準じていないユニフォーム上のロ

ゴを、消えないマーカーやあるいは他の方法で、きっちり隠すよう要請できる。もしレース中や表彰

式で、選手が競技規則（ITU 認定識別に関するガイドライン）に準じていないロゴのついたユニフォー

ムを着用した場合、その選手は失格とする。 

（１６） 宗教上の理由で、選手は次の要件を満たした場合、(顔を除く)全身をカバーすることができる。ユニ

フォーム素材は FINA(ウェットスーツ禁止スイムで適用できる素材)が承認したものであること。この

ユニフォームはバイクメカニズムに支障がないこと。エキストラレースナンバーは、技術代表の指示

に従ってユニフォームに取り付けなければならない。 

 

 （日本選手権等におけるユニフォームへの表示） 

第３４条 日本選手権及び世界並びにアジア選手権選考大会におけるユニフォームへの表記は、第３３条の規

定を準用する。 

 

 （レースナンバーの割り当て） 
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第３５条 レースナンバーの割り当て 

（１） 選手のレースナンバーは、前の同様の大会の結果に基づいて、最も関連のあるランキングやポイント

リストをつかって、割り当てられる。 

（２） エリート男子とエリート女子の大会は、ミドルやロング大会を除いて、数字の 1 から番号を付す。 

（３） 13 番は使用しない。 

 

２ 特定大会のナンバーリング基準 

（１） 世界トライアスロンシリーズ(WTS)とグランドファイナル 

・第１基準：現在の WTS ランキング 

・第２基準：ＩＴＵ世界ランキング 

・第３基準：ランダム 

（２）U23 世界選手権 

・第１基準：現在の WTS ランキング 

・第２基準：ＩＴＵ世界ランキング 

・第３基準：ランダム 

（３）ジュニア-いずれの大会も 

・第１基準：ＩＴＵ世界ランキング 

・第２基準：適応できるコンチネンタル(ETU や CAMTRI など)ジュニアランキング 

・第３基準：ランダム 

（４） 世界大会 

・第１基準：ＩＴＵ世界ランキング 

・第２基準：ランダム 

（５）大陸別コンチネンタル大会 

・第１基準：ＩＴＵ世界ランキング 

・第２基準：同じ大陸内のコンチネンタルポイントリスト 

・第３基準：ランダム 

（６）エリート大陸別コ選手権 

・第１基準：前年の関連したコンチネンタル選手権のクラシフィケーショントップ 10 

・第２基準：ＩＴＵ世界ランキング 

・第３基準：ランダム 

（７）U23 大陸別選手権 

・第１基準：ＩＴＵ世界ランキング 

・第２基準：ランダム 

（８）マルチスポーツ-すべての大会 

・第１基準：ＩＴＵの関連するランキング 

・第２基準：ランダム 

（９）エイジグループ-すべての大会 

・第１基準：年齢別のエイジグループ 

・第２基準：主催国を最初にし、以降はアルファベット順に国ごとのグループ化 

（１０）パラトライアスロン-すべての大会 

・第１基準：上記の順番の、選手のメダルイベント別 

・第２基準：パラトライアスロンランキング 

・第３基準：ランダム 

（１１）チームリレー-すべての大会 

・第１基準：国ごとに１つのチーム 

・第２基準：前年と同じチーム大会 

・第３基準：ランダム 

３ 予選ラウンドフォーマットを伴い大会の決勝のレースナンバーは、決勝でのナンバーは、第一基準として、準

決勝での順位に基づき割り当てる。第二基準として、準決勝のタイムに準じる。第三基準では、ＩＴＵポイント

リスト順位、そして第四基準はランダム配分とする。 
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（予選でのナンバーリングと選手の配分） 

第３６条 予選でのナンバーリングと選手の配分 

レースナンバーは ITU 競技規則 2.10 章に則って選手を割り当てる。 

２ 選手は降順で、予選でタイムがかかった順に一人ずつスタートする。 

３ 選手がスタートしない場合またはレースナンバーがいくつかが割り当てられなかった場合、使用されなかった

ナンバーに割り当てられたその時間に選手がスタートしているとみなし、スタートを連続して進める。 

４ スタートリストは以下のモデルにように作られる。 

   

Race number First Name Last Name NF Start time 

102 Grzegorz Zgliczynsk POL 09:00:00 

101 Andrew Farrell USA 09:00:30 

100 Todd Martin AUS 09:01:00 

99 Gervasio Da silva BRA 09:01:30 

 

（予選スタートシステム） 

第３７条 予選スタートシステム 

ＩＴＵ競技規則 4.7 に設定されている原則を適用する。 

（１） 選手は時間にスタートラインに居る責任がある。 

（２） ビデオカメラが全てのスタートを記録するために使用される。 

（３） スタート審判は自身の時計とタイム記録係の時計を一致させる責任がある。 

（４） スタート審判は全ての選手が正しい時間にスタートできるように機会を提供しなければならない。アシ

スタントはスターターの近くに居て、何かの違反の詳細を記録する責任がある。選手の正確なスター

トタイムは、選手が不可抗力な理由でスタートが遅れたことを審議委員が決めるケースのために、電

子的装置と手動で記録されなければならない。 

（５） 選手はスタート順に並ぶ。選手は自身のスタート時間の少なくとも 2 分前にプレスタートエリアで待機し

なければならない。 

（６） 選手は、スタートの 15 秒前と 5 秒前に、スタートまでの残り時間をスターターによって知らされる。 

（７） スタート審判は電子/手動ホーンを用いてスタート時間を知らせる。 

（８） スタート時間前にスタートした選手はスタートラインに再び呼ばれる。再びスタートラインに戻らなかっ

た選手は失格となる。スタート時間後にスタートした選手はスタートするためにスタート審判に承認を

得なければならない。これらの選手のスタート時間はすでに設定されたスタート時間になる。 

 

（決勝レースナンバーの割り当て） 

第３８条 決勝へのレースナンバーの割り当て 

決勝のレースナンバーは予選のタイムを第一基準として割り当てられる。予選で最も速いタイムが決勝でレ

ースナンバー１番を受け取る。同着の選手はランダムにナンバーを振られる。 

 

（ボディマーキング） 

第３９条 大会規程による指示に従ってボディマーキングを受けるものとする。 

２ 指定されたナンバー以外を身体に書き込むことは禁止する。 

３ 指定又は許可されたシール以外のものを身体に貼り付けることは禁止する。 

４ 大会実行委員会はボディマーキング転写シールを配布する。選手は競技開始前に貼らなければならない。 

５ ボディマーキングは、競技説明会でＩＴＵの技術代表による特別な指示が無い限り、それぞれの腕と脚に付け

なければならない。 

６ 複数の数字を使用するボディマーキング、または転写シールは、上下になるようにし、横並びとしない。 

７ エイジグループとオープンパラトライスロン 

（１）ボディマーキングはＩＴＵ技術代表が競技説明会で特別な指示をしないかぎり、両腕に施す。 

（２）複数の数字を使うボディマーキング、または転写用シールは横並びではなく上下で配置する。 

（３）片方のすねに、もしユニフォームでカバーされていなければ、選手のカテゴリーと性別をマークする(例えば、

M25 は男性の 25 から 29 歳カテゴリー、F25 は女性の同じカテゴリー)  
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 （競技用具の安全管理） 

第４０条 競技用具は、製作メーカー指定の取扱方法を守って使用するものとする。 

２ 競技用具の整備は、選手自らの責任で行い、常に整備された状態で使用するものとする。 

３ 競技中の転倒などで競技用具に損傷を受けたときは、選手自ら適切な処置を行うものとする。ただし、処置

を行った場合であっても、危険が予測されるときは競技を中止するものとする。 

 

 （使用禁止用具） 

第４１条 次に掲げる用具の使用は禁止する。 

（１） 危険を生じさせるおそれがある用具（ガラス製品、ヘッドフォン等）及び装飾品 

（２） 無線機、携帯電話、ナビゲーター等の通信機器。ただし、大会規程において緊急時の使用が認められ

ている場合を除く。 

 

 （使用条件付き競技用具） 

第４２条 ワセリン、オイル類、保湿クリーム及び日焼け止めなどは、無色のものに限り使用できる。ただし、ボ

ディマーキングを受ける前に使用してはならない。 

２ スプレー類は、他の選手に影響を与えないように使用するものとする。 

３ ウォーターバッグは、レースナンバーが隠れないように使用しなければならない。 

４ ベルトタイプの冷却材は、頭部と首にそれぞれ１個を使用できる。ただし、見苦しくないこと及びフィニッシュの

手前で取り外すことを条件に複数個使用することができる。 

 

 （新技術を用いた競技用具） 

第４３条 新技術又は革新的な技術を用いた競技用具は、事前に許可を受けなければ大会で使用することはで

きない。 

 

 （競技用具の検査） 

第４４条 大会規程に定めがある場合は、指定された競技用具の検査を受けなければならない。ただし、この検

査は、この規則に適合しているかどうかを確認するものであり、競技用具の安全性を保障するものではない。 

２ 前項の検査を受けた後に、競技用具の変更及び改造することはできない。ただし、変更又は変更予定のあ

る競技用具も同時に検査を受けた場合は変更できる。 

３ 大会当日、競技用具の故障又は天候の急変により検査を受けた競技用具が使用できない場合は、審判長

の許可を受けて変更することができる。 

４ 大会規程により指定のあった検査のほか、大会スタッフから指示があったときは、事前検査の有無に関わら

ずいつでも検査に応じなければならない。 

 

 （貸与品） 

第４５条 タイミングベルト（計測器具）などの貸与品は指示に従って使用し、競技終了後は返却しなければなら

ない。 

 

 （計測される時間） 

第４６条 トライアスロン等の記録として計測される時間は、スタートからフィニッシュまでに要した時間とし、トラ

ンジションエリアにおいて次の種目に移行する時間も含まれる。ただし、大会規程により、種目変更のための

インターバルが設けられる場合は、種目変更のための時間は計測される時間に含まれない。 

 

 （競技の一時停止） 

第４７条 選手は、危険回避、体調保全又は競技用具の整備のために、競技を一時的に停止することができる。

この場合において、一時停止している時間は計測される時間に加算される。 

 

 （競技の中止・棄権） 

第４８条 大会スタッフは、選手が過度の疲労、競技力不足又は事故等により競技の続行に支障があると判断

したときは、選手に対し、競技の中止を指示することができる。 

２ 大会スタッフに競技の中止を指示されたときは、これに従わなければならない。 
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３ 選手は、競技続行に不安があると感じたときは、自らの意思で競技を棄権するものとする。 

４ 競技を棄権したときは、大会本部にその旨申告しなければならない。この場合の申告方法は、大会規程又は

大会スタッフの指示による。 

 

 （制限時間） 

第４９条 制限時間内に各種目のフィニッシュライン又は指定箇所（関門）を通過できなかった場合は、競技を中

止しなければならない。ただし、運営上の問題がないと判断された場合に限り競技の続行が許可されることが

ある。 

２ 制限時間内に完走できなかった場合の記録は DNF（未完走）とする。 

 

 （エイドステーションでの補給） 

第５０条 エイドステーション付近では、安全な速度まで減速し、周囲に十分注意して補給を受けるものとする。 

２ 補給を受けるときは次の各号に掲げる方式による。 

（１） 受取方式  大会スタッフより補給物を直接受け取る方式。手を上げるか口頭で受け取ることを合図し

て受け取る。この場合において、大会スタッフは止まって補給物を渡すことを基本とする。 

（２） 取上げ方式 テーブルに置かれた補給物を選手自ら取り上げる方式 

（３） ピット方式 ピットにエイドステーションが設けられる方式。この場合において、選手は一旦停止して補給

を受けるものとする。 

 

 

第６章 スイム（水泳） 

 

 （スイムコース） 

第５１条 スイムは、海、湖沼、河川又はプールなどに設定されたコースで実施する。 

２ スイムの距離は泳ぐ距離を基準とし、スタート、周回コースにおいて一旦陸上に上がる部分及びスイムフィニ

ッシュ（スイムの終了地点をいう。以下同じ。）前後の走る距離を含まない。 

３ スイムで計測される競技時間は、スタートからスイムフィニッシュのラインまでに要した時間とする。 

 

 （スイムの競技方法） 

第５２条 スイムは、状況に応じた最良の泳法により競技することができる。 

２ プールでのスイムは、状況により水底に足を付けてもよい。ただし、歩き、又は水底を蹴りながら推進しては

ならない。 

 

 （小休止） 

第５３条 危険回避や体調保全のため、競技を一時停止してブイ、コースロープ、フロート類及び停止中のボー

トにつかまるなどの方法により小休止をとることができる。ただし、これらを利用して推進することを禁止する。 

 

 （緊急時の心得と合図） 

第５４条 スイムでは、緊急時に備えて余力を残して競技し、自ら安全を保てるよう心がけなければならない。 

２ 救助を求めるときは、図のように、競技を停止し、片手を頭の上で振り、声を出して救助を求める。 

 

３ 一度救助された選手は、原則として競技を再開することはできない。 
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 （禁止行為） 

第５５条 スイムでは、次に掲げる行為を禁止する。 

（１） 不正スタート（フォールス・スタート） 

（２） スタートエリア外からのスタート 

（３） ブイ又はコースロープなどによって示されたコースの内側をショートカットして泳ぐこと。 

（４） コースロープなどでコースが区切られている場合は、このコース外を泳ぐこと。 

（５） 危険行為（肘打ち、蹴る、のしかかるなど） 
 

 （着用義務用品） 

第５６条 スイムでは、支給されたスイムキャップ及び指定用品を着用しなければならない。 

２ スイムキャップを２枚使用しようとするときは、内側のスイムキャプはブランド名のないものでなければならず、

選手がラインナップ手順を開始した瞬間以降、公式キャップは外側に身に付けなければならない。 

３ スイムキャップへのスポンサーロゴは、ＩＴＵ/大会実行委員会が定めたもの以外は許可されない。 

４ 選手はいかなる場合でもスイムキャップを変更することはできない。 

５ 公式スイムキャップの無着用、または公式スイムキャップの変造は、失格を含むペナルティの対象とする。 

６ 選手は、ウェットスーツ禁止の場合は、承認されたトライスーツを着用しなければならない。選手が複数のトラ

イスーツ着用を選択した場合、いずれも規定に準じていなければならない。また、外側のトライスーツは、ユ

ニフォーム規則に準じていなければならず、競技中の全般にわたり脱ぐことはできない。ただし、ミドル及び

ロングディスタンス大会を除く。 

７ トライスーツには、いかなるネオプレーン(合成ゴム)の部分があってはならない。 

８ ウェットスーツ着用禁止のときは、肩よりも下の腕の部分や膝下の脚部を衣服で覆うことを禁止する 

９ プリントロゴは認められたスペースのみに配置することができる。 
 

 （使用禁止用品） 

第５７条 スイムでは、次に掲げる用品の使用を禁止する。 

（１） 足ヒレ又はパドルなど推進を補助する効果が得られる用具 

（２） 浮力を得られる用品 

（３） グラブ、ソックス、シュノーケル及びガラス製品 

（４） 保護のための耳栓を除き耳の中に挿入又は耳全体をカバーするヘッドホン、ヘッドセット、イヤホン 

（５） 他の選手や自身を傷つけると思われる宝石(選手はそれらを取り外す様要求される場合がある) 

（６） 禁止時にウェットスーツを着用、ウェットスーツの一部を利用すること 

（７） 承認されていないスイムスーツ 

（８） レースナンバー(ウェットスーツ禁止スイムの場合)  
 

 （ウェットスーツの着用） 

第５８条 ウェットスーツは安全のために有効であり、着用を推奨する。ただし、別に指定がある場合はこれによ

る。 

２ 低水温や不安定な環境が予想されるときは、ウェットスーツの着用を義務付けることがある。この場合におい

ては、競技開始前に公式掲示板等により通知される。 
 

 （ウェットスーツ着用基準） 

第５９条 ウェットスーツの着用基準は次のとおりとする。 

エリート、U23、ジュニアとユース選手 

スイムの距離 禁止 必須 

1500m 以下 20℃以上 15.9℃以下 

1501m 以上 22℃以上 15.9℃以下 

着用必須の場合、少なくともウェットスーツは胴体を覆っていること。 

エイジグループ 

スイムの距離 禁止 必須 

1500m 以下 22℃以上 15.9℃以下 

1501m 以上 24.6℃以上 15.9℃以下 

   着用必須の場合、少なくともウェットスーツは胴体を覆っていること。 
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２ 水中に留まる最長時間 

スイムの距離 エリート、U23、ジュニアと

ユース 

エイジグループ 

300m 以下 10 分 20 分 

301m 以上 750m(31℃未満) 20 分 30 分 

301m 以上 750m(31℃以上) 20 分 20 分 

751m 以上 1500m 30 分 1 時間 10 分 

1501m 以上 3000m １時間 15 分 1 時間 40 分 

3001m 以上 4000m 1 時間 45 分 2 時間 15 分 

 

３ 距離修正 

（１） スイム距離は次の表により短縮または中止とすることがある。 

設定された 

スイムの距離 

水温 

32 ℃ 以

上 

 

31℃

-31.9

℃ 

15.0℃

-30.9℃ 

14.0℃

-14.9℃ 

13.0℃

-13.9℃ 

12.0℃

-12.9℃ 

12.0℃未満 

750m 中止 750m 750m 750m 750m 750m 中止 

1000m 中止 750m 1000m 1000m 1000m 750m 中止 

1500m 中止 750m 1500m 1500m 1500m 750m 中止 

1900m 中止 750m 1900m 1900m 1500m 750m 中止 

2000m 中止 750m 2000m 2000m 1500m 750m 中止 

2500m 中止 750m 2500m 2500m 1500m 750m 中止 

3000m 中止 750m 3000m 3000m 1500m 750m 中止 

3800m 中止 750m 3800m 3000m 1500m 750m 中止 

4000m 中止 750m 4000m 3000m 1500m 750m 中止 

 

確認：上記の温度は、必ずしも最終決定に使用される水温ではない。水温が 22℃未満、

気温が 15℃未満である場合、次表に従って、実際の水温の修正を行う。 

   

(*)  気温(全て℃) 

  15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 

:水
温

(全
て

℃
) 

22 18.5 18.0 17.5 17.0 16.5 16.0 15.5 15.0 14.5 14.0 中止 

21 18.0 17.5 17.0 16.5 16.0 15.5 15.0 14.5 14.0 13.5 中止 

20 17.5 17.0 16.5 16.0 15.5 15.0 14.5 14.0 13.5 13.0 中止 

19 17.0 16.5 16.0 15.5 15.0 14.5 14.0 13.5 13.0 12.5 中止 

18 16.5 16.0 15.5 15.0 14.5 14.0 13.5 13.0 12.5 12.0 中止 

17 16.0 15.5 15.0 14.5 14.0 13.5 13.0 12.5 12.0 中止 中止 

16 15.5 15.0 14.5 14.0 13.5 13.0 12.5 12.0 中止 中止 中止 

15 15.0 14.5 14.0 13.5 13.0 12.5 12.0 中止 中止 中止 中止 

14 14.0 14.0 13.5 13.0 12.5 12.0 中止 中止 中止 中止 中止 

13 13.0 13.0 13.0 12.5 12.0 中止 中止 中止 中止 中止 中止 

 

（２） 強風、大雨、温度変化、潮流など気象条件により、技術代表とメディカルデリゲートは、スイム距離やウ

ェットスーツの使用可否を決定する。技術代表は、最終決定をスタート 1 時間前に行い、選手に明確に

伝えなければならない 

（３） アクアスロン(一般的にはラン－スイム－ラン)の場合、LOC は水温が 22℃より低いと思われる場所では

スイム－ランの計画にすべきだ。ラン-スイム-ランのアクアスロンを予定している大会で、大会当日の

気温が 22℃を下回る場合、予定をスイム-ランに変更する。 
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（４） 水温は大会のスタート 1 時間前に計測する。計測地点はスイムコースの中間点と他の 2 カ所で、水深は

60 cm とする。最も低い測定温度を公式水温とする。 

 

 （ウェットスーツの形状） 

第６０条 ウェットスーツの着用が義務付けられている大会及び着用することができる大会においては、次の各

号に掲げる条件を満たす形状のものを使用するものとする。 

（１） 身体によく合ったサイズであるもの。 

（２） 手首及び足首より先を覆わないもの。 

（３） 下半身のみを覆う形状でないもの。 

（４） 厚さが５ｍｍを超えないもの（各部の厚さはこの範囲内であれば制限を設けない。） 

ウェットスーツが 2 ピースの場合、重なる部分の厚さも 5mm の制限を超えてはならない。 

（５） 表面に推進力又は浮力を向上させるような加工が施されていないもの。 

（６） 内部に浮力を向上させるものが入っていないもの。 

２ 頭部を覆うヘッドキャップは、前項の条件を満たすもののみ使用できる。 

 

 （ＩＴＵワールドカップ及び世界選手権におけるウェットスーツ） 

第６１条 ＩＴＵワールドカップ及び世界選手権エリート部門、Ｕ２３部門、ジュニア部門におけるウェットスーツは、

別に定めがあるもののほか、次の各号によるものとする。 

（１） 事前にＩＴＵから許可を得たモデルであること。 

（２） 正面及び背面に表記できるロゴ等は製造者のもののみとし、それぞれ面積 80cm２以内であることとす

る。 

（３） 前号の規定はウェットスーツの外側及び内側とも適用される。 

（４） 複数の製造者のロゴ等を組み合わせて表記する場合、その面積の合計 80cm２を超えてはならない。 

（５） 側面にロゴ等を表記する場合においてその面積は、正面又は背面に表記できるロゴ等の面積 80cm２以

内に加算されるものとする。 

 

 （日本選手権等におけるウェットスーツへの表示） 

第６２条 日本選手権及び世界若しくはアジア選手権選考大会におけるウェットスーツへの表記は、前条の規定

を準用する。 

 

 （スタート手順） 

第６３条 スタート位置選択(エリート/U23/ジュニア/ユース選手) 

（１）競技説明会後に遅延スタートのための再割り当てがない限り選手は、そのスタート番号順に整列する。 

（２）選手はポンツーンに入ったら、選択した番号に直接進み、スタート手順が始まるまで、プレスタートラインの

後ろで待機する。選択した位置は、スタート位置選択過程の間に変えることはできない。選手は、複数のス

タート位置を占めることはできない。 

（３）スタートライン審判は、各選手のレースナンバーと選択した場所を記録する。 

（４）すべての選手がスタート位置についたらスタート位置選択は終了する。 

２ スタート手順(エリート/U23/ジュニア/ユース選手)  

（１）すべての選手が適切に位置についたことがスタートライン審判によって確認され記録された後に、「オン・ユ

ア・マークス！」の発声があり、選手はスタートラインに前進する（ラインを踏まない） 

（２）この発声の後にスタート合図としてホーンが鳴らされ、選手は入水するまで第一ブイの方向へまっすぐに進

み競技を開始する  

（３）スタート手順を担当する審判は以下の通り 

①２名のスタート審判が、選手の後ろのスタートエリア中間地点に、隣同士に立つ。 

・第一スタート審判は『オン・ユア・マークス』という責任をもつ。 

・第二スタート審判はスタートの合図をする責任をもつ。 

②２名の不正スタート管理審判は、スタートがはっきり見えるスタートエリアの両サイドに立つ。 

・エアホーンが不正スタート合図として使用される。(短く繰り返し鳴らす) 

・写真/ビデオカメラは早くスタートしたことを証明するために使用する。 

（４）不正スタート:不正スタート（スタート合図の前に数名の選手が前に動く）の場合、選手は自分が選択した位
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置に戻らなければならない。この場合において、スタートライン審判がコントロールし、スタート手順を再度

行う。 

（５）不正スタートした選手がいても有効スタートとみなされる場合:僅かな選手が不正スタートした場合は、レース

が続行可能であり、審判長がスタートを有効であると決定することができる。不正スタートをした選手は、第

1 トランジションでレースの距離に応じたタイムペナルティ（スプリントディスタンスで 10 秒、スタンダードディ

スタンスで 15 秒、ミドル及びロングディスタンスで 30 秒）を受ける。リレーイベントでは、チームの最初の選

手がタイムペナルティを受けなければならない。 

（６）同様の手順は、他のマルチスポーツ競技大会で、スイムからランに代わった場合のスタートでも適用され

る。 

 

３ スタート手順(エイジグループ/パラトライアスロン選手)  

（１）選手は競技クラス・スタートウェーブごとにプレ招集所に集まる。 

（２）選手はスタートエリアでレースナンバー（または名前）が呼ばれ、審判の指示に従ってスタート位置につく。 

（３）全ての選手がスタート位置についたのち、『オン・ユア・マークス！』と言う。 

（４）言った後に、スタートの合図としてホーンを鳴らされ選手は競技をスタートする。 

（５）不正スタート:不正スタート（スタート合図の前に、数名の選手が前に動く）の場合、選手は自分が選択した位

置に戻らなければならない。この場合、スタートライン審判がコントロールし、スタート手順を再度行う。 

（６）フライングした選手がいても有効スタートとみなされる場合:僅かな選手がフライングした場合は、レースが続

行可能で、不正管理スタート審判が、スタートを有効であると決定できる。フライングした選手は、第 1 トラン

ジションでレースの距離に応じたタイムペナルティを受ける。 

（７）同様の手順は、他のマルチスポーツ競技大会で、スイムがランに代わった場合のスタートでも適用される。 

（８）自分の割り当てられたウェーブよりも早い全てのウェーブで競技開始した選手は失格とされる。 

（９）自分の割り当てられたウェーブに遅れた選手はスタート審判からスタート許可をもらう必要がある。但し、競

技開始時刻は本来のウェーブの開始時刻とする。 

 

４ スタート手順(インターバルスタートシステム) 

（１）選手は時間通りにスタートラインに立つ責任がある。 

（２）ビデオカメラは全てのスタートを記録するために使用される。 

（３）スタート審判は自分の時計をタイムキーパーの時計の時刻と合わせなければならない。 

（４）スタート審判は全ての選手に対して正しい時刻にスタートできる機会をあたえなければならない。スタート違

反の詳細を記録する補助審判はスターターの近くに位置しなければならない。審議委員が選手のスタート

遅延が不可抗力かどうか決定するために、選手の実際のスタート時刻は電動及び手動計時され記録され

なければならない。 

（５）選手は審判の指示に基づき、スタートエリアに召集され、スタート位置をとる。 

（６）スタート時間 10 分前に、全ての選手はスタートエリアで準備している。 

（７）スタート時間 5 分前に、選手はスタートエリアで自身のポジションを選ぶように指示される。 

（８）スタート時間 1 分前に、選手は水中に入り、スタートラインに近づくように指示される。 

（９）全ての選手がスタートポジションについたら、『スタート手順』が開始され、『オン・ユア・マークス！』と言う。 

（１０）スタートの合図(ホーン音)がウェーブの正確なスタート時刻に鳴らされる。 

（１１）『有効なスタート』において『早くスタートした』選手は、スタートラインに戻されない。 

（１２）早くスタートした選手はトランジション 1 でタイムペナルティを受ける。 

（１３）『スタート手順』の開始前にスタート又は、割り当てられたウェーブより先にスタートした選手は失格になる。 

（１４）割り当てられたウェーブより後にスタートする選手は、スタート審判にスタートするための承認を得なけれ

ばならない。 

（１５）選手のスタート時刻は自分が割り当てられたウェーブのスタート時刻であり、その選手のスタート時刻の調

整は認められない。 

 

５ スタート手順(ローリングスタートシステム) 

（１）このスタート方式は、大人数が参加するロングディスタンス競技において適切である。ロングディスタンスで

なくとも、ドラフティング禁止競技や選手が安全にスイムを開始できるための十分な空間がないスタート状

況においてもこの方式を採用できる。 
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（２）この方式はエイジグループにおいてのみ適用することができる。 

（３）大人数のスタートではない。 

（４）スタート審判はいつでもスタート手順を中断することができる。 

（５）スタート審判はスタートの突発的事由に対応して、いかなる選手のスタート時刻も決定できる。 

（６）もし選手に複数のスタート時刻が記録された場合、最も早い時刻のものが有効とされる。 

（７）選手が割り当てられたウェーブよりも早いウェーブでスタートした選手は、失格になる。 

（８）割り当てられたウェーブに遅れた選手は、スタート審判に承認を得る必要がある。選手のスタート時間は、

元々割り当てられた選手のスタート時刻となる。 

 

 

第７章 トランジションエリア 

 

 （トランジションエリアの定義） 

第６４条 トランジションエリアは、選手が次の種目に切り替えるための場所をいい、コースの一部とする。 

２ トランジションエリアの範囲は、スイムフィニッシュからバイク乗車位置まで及びバイク降車位置からランスタ

ートまでとする。 

３ すべての選手は、バイクスタート時、ラックから外す前から、バイク競技終了時にバイクをラックに掛けるまで、

ヘルメットのストラップをしっかりと締めなければならない。 

４ 選手は、指定されたバイクラックのみを使用し、バイクを掛けなければならない。 

５ 選手は、トランジションエリアの動線上に立ち止まることはできない。 

６ トランジションエリアで、位置などをマーキングすることを禁止する。マーク、タオル又はマーキングの目的で

使われるものは、選手への通告なく撤去される。 

７ バッグドロップシステムが設定されている大会では、全ての用具は大会実行委員会が提供している用意した

バッグの中に預ける。例外として、バイクシューズはいつの時間でもペダルに固定したままでよいことである。 

 

 

 （競技用具の置き方） 

第６５条 競技用具はトランジションエリア内の指定された場所に置くこととする。この場合において、競技用具

は他の選手の邪魔にならないよう、最小限の広さに収めておかなければならない。 

２ 前項の場所がナンバーシールの貼付などにより指定されているときは、ナンバーシールの貼付してある側に

競技用具を置き、更衣などのトランジションを行うものとする。 

３ 前項の方法により場所が指定してある棒状のバイクラックを使用するときは、ナンバーシールの貼付してあ

る側にハンドルバーがあるように向けて、バイクラックにサドルを掛けることを基本とする。 

４ バータイプのバイクラックでは、バイクは次のように掛けなければならない。 

（１） 第一トランジション:サドルの前方が水平方向のラックバーに掛かった直立した状態で、前輪がトランジシ

ョン通路の中央に向かうように置く。ただし審判は例外を適用することができる。 

（２） 第二トランジション:どちら向きでも良いが、ハンドルバーの両側、両方のブレーキレバー、またはサドル

は、ラック番号またはネームプレートの真下を起点として 0.5 m 以内の場所に置かれなければならない。

バイクを他の選手の進行を妨げるようにおいてはならない。 

５ 個別バイクラックでは、第一トランジションで、バイクは後輪をラックし、第二トランジションでは前輪又は後輪

のどちらかをラックする。 

６ 選手がデュアスロン競技の第二ランにおいて同じ靴を使用したい場合、トランジションエリアの用具入れに入

れる必要はない。しかし、競技中いかなる時も 1 組のラン用靴のみを地面に置いておいてよい。ラン用靴は選

手用具入れ(レースナンバー/名前プレート)の 0.5m 以内に置かなければならない。 

７ バイクシューズ、メガネ、ヘルメットおよびその他のバイク用具をバイク上に置くことができる。 

 

 （競技中の着替え） 

第６６条 更衣テントなど指定された場所以外で、みだりに裸になってはならない。 

２ スイムからトランジションに向かう際にスイムキャップ、ゴーグル及びウェットスーツなどを脱ぐことはできるが、

指定された場所に置かなければならない。 
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 （持ち込み禁止・制限品） 

第６７条 使用が禁止された用具や競技に直接必要でない物（着替え、バッグ類及び貴重品など）をトランジショ

ンエリアに持ち込んではならない。 

２ クーラーボックス又は耐寒用ウェアは、必要最小限の大きさであって競技の邪魔にならないことを条件に、事

前に審判長又はトランジションエリアを統括する審判員の許可を得て持ち込むことができる。 

 

 （入出制限） 

第６８条 選手は、競技中を除き、トランジションエリアに立ち入るときは大会スタッフの許可を得なければならな

い。 

２ トランジションエリアの競技用具は、許可があるまで持ち出すことはできない。ただし特別な理由があるときに

限り、審判長又はトランジションエリアを統括する審判員の許可を得て持ち出すことができる。 

３ トランジションエリア内は、競技中及び競技前後にかかわらず選手及び許可された大会スタッフ以外の立ち

入りを禁止する。ただし、やむをえない理由がある場合に限り、審判長又はトランジションエリアを統括する審

判員の許可を得て立ち入ることができる。 

 

 （バイクシューズ） 

第６９条 あらかじめペダルにバイクシューズを付けておくことができる。ただし、バイクスタート直後のコース状

況によっては、これを禁止することがある。 

 

 （トランジションエリアでのバイク乗車禁止） 

第７０条 トランジションエリア内では、バイクの乗車を禁止する。ただし、バイクパート中(トランジション内を通過

するコース設定の場合)を除く。 

２ サドルに乗っている状態、バイクにまたがっている状態及びペダルに片足を乗せて走行している状態は乗車

している状態とみなす。 

３ トランジションエリア内（乗車ラインの前と降車ラインの後）にいるときは、バイクは手だけで押し進めなければ

ならない。乗車又は降車の際に選手が靴やその他の用具を落とした場合、審判が回収し、ペナルティの対象

とはしない。乗車ラインと降車ラインは、トランジションエリアの一部である。 

 

 （バイク乗車方法） 

第７１条 バイクの乗車は、選手の片足が乗車ラインを越えた後に、完全に片足が地面についてから乗車しなけ

ればならない。 

２ 乗車ラインを通過してからもバイクを押して走ることができ、乗車ラインを越えた直後に乗車しなくてもよい。 

 

 （バイク降車方法） 

第７２条 バイクの降車は、選手の片足が降車ラインの手前の地面に完全についてから降車しなければならな

い。 

２ 降車ゾーン（降車ラインから後方に向かって長さ５ｍを基準とするゾーン）が設定されている場合においては、

選手のバイクが降車ゾーンの手前において、選手は片足が降車ゾーンの手前の地面に完全についてから降

車しなければならない。 

 

 （ヘルメットの着脱） 

第７３条 ヘルメットのストラップは、バイクスタート前においてはバイクラックからバイクを外す前にしっかりと締

め、バイクフィニッシュ後においてはバイクラックにバイクを掛けてからストラップを外さなければならない。 

２ ヘルメット着用前にあらかじめストラップをつないでおくことは禁止する。 

 

 

 

第８章 バイク（自転車） 

 

第１節 バイク共通事項 
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 （バイクコース） 

第７４条 バイクコースの距離は乗車ラインから降車ラインまでとする。 

２ バイクにおいて計測される競技時間は、スイムフィニッシュのラインからランスタートのラインまでに要した時

間とし、トランジションエリアにおいて要した時間も含まれる。ただし、トランジションにおいて要した時間が別に

計測される場合は、乗車ラインから降車ラインまでに要した時間とする。 

 

 （バイクの競技方法） 

第７５条 バイクの競技方法は、バイクに乗車して行うことを基本とする。 

２ コースの路面状況、急坂又は機材の故障などの理由によりバイクに乗車したまま競技を行うことが困難なと

きは、降車し、押す、持ち上げ又は担ぐなどの方法により競技することができる。ただし、ホイールを伴わない

状態でフィニッシュすることはできない。 

 

 （禁止行為） 

第７６条 バイク競技中は次に掲げる行為を禁止する。 

（１） バイクコースの逆走（誤ってバイクコースから離脱し、又はコース上に落とした用具を拾うなど正当な理

由によりバイクコースを戻らなければならない場合は、バイクから降りて押して戻らなければならな

い。） 

（２） 直に胸などの胴体部分をハンドルバーに接触させつづけて走行するフォーム 

（３） バイクから離れて走行すること。 

（４） 道路が完全規制された一方通行であるコースを除き、センターラインをはみ出して走行すること。 

（５） 他の選手をブロックする。 

（６） 上半身裸でバイクに乗る。 

（７） バイクチェックイン時と異なるバイクを競技で使用する。 

 

 

 （安全の確保） 

第７７条 バイク競技中は、常に周囲に対して注意を払わなければならない。 

２ 徐行・減速・停止などによりいつでも危険を避けることができるよう心がけるものとする。 

３ 選手は審判が別の指示をしない限り、大会開催当地の交通規則に従わなければならない。 

４ 安全上の理由のために、競技コースを離れる選手は、アドバンテージを得ることなく、競技コースに戻らなけ

ればならない。これにより、もしアドバンテージがあった場合は、エイジグループ選手では、トランジションエリ

アでタイムペナルティを受け、その他の区分の選手は、ランペナルティボックスで同ペナルティを受ける。 

５ 危険バイク運転はペナルティとなる場合がある。これは、間違った方向から他の選手を抜く行為も含まれる。 

 

 （バイクの基本構造） 

第７８条 競技に用いるバイクは、ロードレーサーを基本とする。 

２ 原則として、該当年の1月1日時点のUCI規則を、競技中、試走セッション、公式トレーニング中に適用する。 

（１） UCI ロードレース規則を、トライアスロンやデュアスロンのドラフティング許可レースで適用する。 

（２） UCI タイムトライアル競技規則を、トライアスロンやデュアスロンのドラフティング禁止レースで適用する。 

（３） UCI マウンテンバイク競技規則を、ウィンタートライアスロン、クロストライアスロン、クロスデュアスロンで

適用する。 

３ 自転車は同径の 2 つの車輪を持つ人力で動く車両である。前輪はハンドル操作が可能であり、後輪はペダ

ルとチェーンで構成されたシステムによって駆動するものである。自転車はバイクと表現し、次の特性を備え

ていなければならない。 

４ エリート、U23、ジュニアとユースのドラフティイング許可レース用には、 

（１）バイクのフレームは、メイン三角形を中心とする伝統的なパターンでなければならない。これは直管またはテーパ

ー付きチューブ（断面形状が円、楕円、偏平、涙滴形状等）を構成材として構成され；各構成材の中心線は、常に直

線でなければならない。フレームの構成材は，次の形態に適合した接合部をもって配置されなければなら

ない: トップチューブはヘッドチューブの上端とシートチューブの上端を接続する;シートチューブ（これから

シートポストが延長する）はボトム・ブラケット・シェルに接続する;ダウンチューブはボトム・ブラケット・シェ

ルとヘッドチューブの下端に接続する。後ろ三角は、チェーン・ステイ、シート・ステイおよびシートチュー
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ブにより構成され，シート・ステイはトップチューブの傾斜に許されている範囲内で，シートチューブに固定

しなければならない。各チューブの最大径は 8cm、最小径は 2.5cm。チェーン・ステイとシート・ステイに

おいては、最小幅を 1cm とする。フロント・フォークについても 1cm とし；フロント・フォークは直線状また

は曲線状とする。 

（２）バイクは全長 185cm 以内、幅 50cm 以内でなければならない。 

（３）チェーンホイール軸の中心は地面から 24cm から 30cm の範囲とする。 

（４）チェーンホイール軸を通る垂直線と前輪軸の中心を通る垂直線の間は、54cm以上65cm以内でなければ

ならない。 

（５）フェアリングは禁止。空気抵抗を低減したり、空気抵抗を低減する効果を持っていたり、あるいは人工的

に加速させたりすることを目的とした、保護スクリーンや胴体状のフェアリング、あるいは同様の機能を

持ついかなる部品もバイク本体に組み込んではならない。 

（６）UCI 承認ラベル（コード RD）が付いたバイクは、この第 78 条（１）で示した項目に反していても、ITU ドラフ

ティング許可レースでは常に許可する。 

（７）UCI タイムトライアル承認ラベル(コード TT)が付いたバイクは、上記にリストされていなければ、禁止され

る。 

（８）U23 とエリート大会のサドルポジションのサドルの最前面のポイントに触れる垂直線は、チェーンホイール

軸の中心を通る垂直線の後方、男性は 5cm 以上、女性は 2cm 以上とし、選手は競技中にこれらのラ

インを超えてサドルを調整してはならない。 

大腿骨から脛骨の理想的な割合はおおよそ 56％から 44％になる。選手の大腿骨と脛骨の割合が 50

対 50 に近い場合は、例外が考えられる。 

この競技規則の例外的要請はレースの 30 日前に選手の JTU によって、以下に構成される委員に行

う。 

- ITU 技術委員会に指名された１人 

- ITU コーチ委員会に指名された１人 

- ITU メディカル・アンチ・ドーピング委員会に指名された１人 

 

 
（９）非伝統的、通常でないバイクは大会の少なくとも30日前に ITU技術委員会に提出された詳細が無けれ

ば禁止、規定されているその他全ての ITU 競技規則の基準に合致し、画像を含む機材の全詳細を

ITU 技術委員会に提供しなければなれない。全ての先に提出された用具のカタログは承認されたか非

承認だったかの結果をウェブサイトで確認することができる。承認申請希望の選手は ITU ウェブサイト

のフォームを入手できる。 

（10）生産に関するバイクのロゴのみが選手のバイクに付けられる。ロゴの配置は、バイクフレームのレー

女性 2cm 以上 

男性 5cm 以上 
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スナンバーの邪魔になってはならない。 

（11）ITU または大会実行委員会が提供するバイクレースナンバーシールは、変造することなく、指示に従っ

てバイクに付けなければならない。 

５ ドラフティング禁止レースとエイジグループのドラフティング許可レースの場合 

バイクの構造は次の各号に掲げる規定を満たすものでなければならない。 

（１） 全長 185ｃｍ以内、幅 50ｃｍ以内であること。 

（２） ハンガーセットの中心と地面の間隔は 24ｃｍ以上 30ｃｍ以内であること。 

（３） ハンガーセットの中心を通る垂線と前車軸との間隔は 54ｃｍ以上 65ｃｍ以下であること。 

（４） ハンガーセットの中心を通る垂線とサドル先端の間隔は、後ろに 15ｃｍ以内、前 5ｃｍ以内とし、競技中

にサドル位置を変更することができるシートピラーの使用はこの範囲内において使用できる。 

６ 前２項の規定にかかわらず、マウンテンバイク・トライアスロンのバイクは大会規程によるものとする。 

７ リカンベント並びに選手本人の力以外で推進する動力又はアシスト機能を有するバイクの使用は禁止する。 

８ バイクのフレームは伝統的形態、すなわち直管またはテーパー付チューブ(断面形状が円、楕円、偏平、涙

滴形状等)を構成材として構成されていなければならない。ダウンチューブの無いダイヤモンド形状、またはト

ップチューブとダウンチューブの先端部分で接続されていない後三角で構成されたバイクは、容認される。 

９ UCI 承認ラベル（コード TT）が付いたバイクは、この第 78 条５で示した項目に反していても、ITU ドラフティン

グ禁止レースでは常に許可される。 

10 ディスクブレーキは以下の ITU 大会で許可される。 

（１）全てのドラフティング禁止トライアスロンとデュアスロン大会 

（２）クロストライアスロンとクロスデュアスロン 

（３）冬季トライアスロン 

 

 
 

 （ホイールとタイヤ） 

第７９条 加速を促すようなホイール構造は禁止する。 

２ タイヤはしっかりと装着する。特にチューブラータイヤはリムセメントなどを用いて容易に剥がれないよう接着

しなければならない。 

３ それぞれのホイールにはブレーキが付いてなければならない。 

４ ホイールは設置されている公式のホイールステーションでのみ交換することができる。 

５ ホイールステーション担当の審判は選手に適切なホイールを提供する。選手はホイールを交換する責任を持

つ。他の選手やチームのために特別に指定されたホイールは使用することができない。 

前方に 5cmを超えず、後方には 15cm以内 
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６ エリート、U23、ジュニアやユースのドラフティング許可の大会では、ホイールは UCI の承認した非伝統的ホイ

ールリストに含まれるホイールを使用するが許可される。(２つのリストが提供されており、１つは 2016 年１月１

日以前に承認されたリスト、もう１つのリストは 2016 年１月以降に承認されたリスト)。このリストにないホイー

ルは以下の基準を満たさなければならない。 

（１）タイヤ部分を含めて、最大直径 70cm、最小直径 55cm。 

（２）両方のホイールが同じ直径。 

（３）ホイールは少なくとも 20 本のスポークがあること。 

（４）リムの最大寸法は前後とも、25mm まで。 

（５）リムは合金でなければならない。 

（６）すべてのコンポは識別でき、商業的に入手できるものでなければならない。 

７ エイジグループのドラフティング許可レースでは、ホイールは以下の特性がなければならない。 

（１）ホイールは少なくとも 12 本のスポークがあること。 

（２）ディスクホイールは許可されない。 

８ ドラフティング禁止大会では、後輪のカバーが許可されるが、この規定は強風などの安全面から技術代表が

変更する場合がある。 

 

 （装備の取付） 

第８０条 バイクに取り付けることができる装備は、スペアタイヤ、空気入れ（インフレーター）、バイクボトル、ボト

ルケージ及び補給食など必要最小限のものとし、かつ、走行中容易に脱落しないよう取り付けなければなら

ない。 

 

 （取付禁止装備） 

第８１条 次に掲げる装備はバイクに取り付けてはならない。 

（１） 空気抵抗を減らすフェアリングなどの風防機能を有する機材（風防機能を有するバイクボトルを含む。） 

（２） 装着することによって、バイク競技に支障をきたし又は危険性を伴う装備 

（３） 前照灯、リフレクター、ベル、泥除け、スタンドなど競技に無関係な装備。ただし、前照灯、リフレクター及

びベルについては一般公道で開催される大会において大会規程により装着義務となることがある。 

 

（ハンドルバーとブレーキ） 

第８２条 ハンドル形状は、ドロップハンドルを基本とする。 

２ エリート、U23、ジュニアやユースのドラフティン許可レースでは、以下のハンドルバー規則を適用する。 

（１）伝統的なドロップハンドルだけを許可する。ハンドルバーは先端を塞がなければならない。 

（２）クリップオンハンドルバーは、ブレーキレバーの最前部を超えてはならない。 

（３）クリップオンの前方の両先端は、市販の硬質ブリッジでつながれているか、双方が接触していなければな

らない。 

（４）ブレーキレバー又はギアーレバーは、クリップオンハンドルバーに取り付けてはいけない。クリップオンハ

ンドルの最高部と最低部の差は 10cm を超えてはならない。 

（５）ウォーターボトルとそのホルダーはハンドルまたはクリップオンハンドルバーに取り付けてはいけない。 

３ エイジグループのドラフティング許可大会では、以下のハンドルバー規則を適用する。 

（１）伝統的なドロップハンドルバーのみが許可される。ハンドルバーの先端は塞がれなければならない。 

（２）クリップオンは許可されない。 

４ ドロップハンドルは３つのグリップポジション（ハンドル上部、下部及びブレーキブラケットそれぞれの箇所を

握るポジションをいう。）をとれない形状もの及び３つのグリップポジションがとれないよう切断したハンドルバ

ーの使用を禁止する。 

５ ドロップハンドルを逆向きに取り付けることを禁止する。 

６ 前輪と後輪に、それぞれハンドル部のブレーキレバーで制御できるブレーキが装着されていなければならな

い。 

７ ハンドルバーにはバーテープを巻き、バーエンドはエンドキャップでしっかりとふさがなければならない。 

８ エアロバー（DH バー、クリップオンバー）は使用できる。 

９ ブルホーン型ハンドルの使用はドラフティング禁止レースにおいてのみ使用できる。 

10 フラットバーハンドルの使用は禁止する。ただし、マウンテンバイク・トライアスロン及び初心者向けの大会に
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ついては大会規程による。 

11 ハンドルバーに装着できるものは次の各号に掲げるものする。 

（１） エアロバー及び肘あてパッド 

（２） ブレーキレバー 

（３） ギヤシフトレバー 

（４） サイクルメーター 

（５） バイクボトル 

（６） 小物専用バッグ 

（７） 補給食 

 

 

 （サイクルメーター） 

第８３条 周回コースで行われる大会においては、大会規程によりサイクルメーターの装着が義務付けられるこ

とがある。ただし、装着が義務付けられていない大会であってもサイクルメーターの装着を推奨する。 

 

 （小中高校生の選手のバイク） 

第８４条 小学生及び中学生のエアロバーの装着を禁止する。 

 

 （ヘルメット） 

第８５条 バイク競技では、常にバイク競技用の硬質ヘルメットを、その取扱説明書に従い正しく着用していなけ

ればならない。 

２ 着用するバイク競技用硬質ヘルメットは、次に掲げる基準に適合したものを奨励する。 

（１） Snell Memorial Foundation  スネル記念財団 

（２） American National Standard Institute（ANSI Z90.4） 米国規格協会 

（３） U.S. Consumer Product Safety Commission（16 CFR Part 1203）米国消費者製品安全委員会 

（４） CEN European Standard （EN1078） CEN 欧州標準 

（５） The National Swedish Board of Consumer Policy スウェーデン消費者機構 

（６） 公益財団法人日本自転車競技連盟（JCF） 

３ ひび割れ、表面の不良及びストラップの不良などがあるヘルメットの使用は禁止する。 

４ レース中、コース試走、トレーニングなどの公式の場では、選手がバイクに乗る際はヘルメットを着用しなけ

ればならない。 

５ 顎ストラップなどの変造や外側の布カバーなどのヘルメットの一部を取り外すことを禁止する。 

６ 選手がバイクを保持しているときは、ヘルメットのあご紐をしっかり締めなければならない。また、ヘルメットは、

適切にフィットしたものでなければならず、下に着けるもので、フィットしなくなってはならない。バイクを保持

しているとは、バイクスタート時にラックから取り外すときから、バイクフニッシュ時にラックに掛けるまでであ

る。 

７ 何らかの理由でコースを外れ、バイクを移動した場合、選手はバイクコースルートの境界線の外側まで出て、

降車するまでストラップを外すことはできない。さらに、バイクコースに戻る前、または乗車する前に、ヘルメ

ットを頭にかぶり、ストラップをしっかりと締めなければならない。 

８ ヘルメットは ITU ユニフォーム規則に従わなければならない。 

 

 （小中学生のヘルメット特別規定） 

第８６条 小中学生においても第８５条で規定されるヘルメットを使用するものとする。ただし、ロードレーサーを

使用せず、かつ、伸縮しないストラップのある構造である場合に限り、バイク競技用以外の硬質ヘルメットを使

用することができる。 
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ドラフティング禁止レースでは以下のハンドルバー規則が適用される。 

・前輪の最先端を超えないハンドルバーとクリップオンバーを許可する。２つに分かれたクリップオンバー

をつなぐ必要はない。全てのハンドルの先端は塞がなければならない。 

 

 

 

 

第２節 ドラフティング禁止レース（Draft-illegal Race） 

  

（ドラフティングガイドライン） 

第８７条 一般的なドラフティングガイドライン 

ドラフティングの許認可により２種類のレースがある。 

（１）ドラフティング許可レース 

（２）ドラフティング禁止レース 

２ この表により、ドラフティング許可または禁止が示される。  

 ジュニア、ユー

ス 
 

U23 エ リ ー

ト 

エイジ 

グループ 

パラトライアスロン 

エリートとオープン 

トライアスロン 

チームリレー 許可 許可 許可   

スプリント 許可 許可 許可 許可と禁止 禁止 

スタンダード  許可 許可 禁止 禁止 

ミドルとロング   許可 禁止 禁止 

デュアスロン 

チームリレー 許可 許可 許可  

スプリント 許可 許可 許可 許可と禁止 禁止 

スタンダード  許可 許可 禁止 禁止 

ミドルとロング   禁止 禁止 禁止 

エイジグループ ドラフティング許可
レースの用具 

提供されたレースナンバーはシート後
部に設置する 

ホイールは少なくとも 12本のスポーク
があること 

ハンドルバーの両先端はエン
ドプラグを取り付けて安全に

なっていること 

伝統的ドロップハンドルバーとブレー

キレバーがついていること 

✖ディスクホイール ✖クリップオンエアロバー ✖ショットクリップの ✖エアロバー仕様の 
                        エアロバー      ハンドルバー 
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アクアスロン  

冬季トライアスロン 許可 

クロストライアスロンとデュ

アスロン 

許可 

アクアバイク    禁止  

 

３ ドラフティング許可レース 

（１）性別の違う選手へのドラフティングは禁止する。 

（２）周回違いの選手へのドラフティングを禁止する。 

（３）オートバイや車へのドラフティング行為は禁止する。 

４ ドラフティング禁止レース 

（１）他の選手や自動車両へのドラフティングを禁止する。選手は、他の選手のドラフティング行為の拒否を試み

なければならない。 

（２）選手は、他の選手に接触することなく、任意のポジションに最初に入ったことを前提に、コース上の任意の

ポジションを確保したとみなす。ポジションを確保した選手は、他の選手のために、接触することなく正常に

動けるスペースを与えなければならない。追い越す前に、十分なスペースが確保されていなければならな

い。 

（３）接近によりドラフティングのアドバンテージを得ることになる選手は、ドラフティングを回避する責任がある。 

（４）ドラフティングを行うとは、バイクや自動車両のドラフトゾーンに入ることである。 

 

 （ドラフティング禁止レース） 

第８８条 一般の大会及びロングディスタンスの大会はドラフティング禁止レース（バイク競技におけるドラフティ

ングを禁止するレースをいう。）とする。 

 

 （ドラフティングの定義） 

第８９条 「ドラフティング」とは、他の選手又は車両のドラフトゾーンの中に入って走行する行為をいう。 

（１） ミドルおよびロングディスタンスのドラフトゾーン：バイクのドラフトゾーンは、前輪の先端から測定して縦

12m である。選手は、他の選手のドラフトゾーンに入ってもよいが、そのゾーン内を進行しているように

見えなければならない。他の選手のゾーンを追い抜くために、最大 25 秒を許可する。 

（２） スタンダードあるいはこれより短い距離の大会:バイクのドラフトゾーンは、前輪の先端から測定して縦

10m である。選手は、他の選手のドラフトゾーンに入ってもよいが、そのゾーン内を進行しているように

見えなければならない。他の選手のゾーンを追い抜くために、最大 20 秒を許可する。 

（３） オートバイドラフトゾーン：オートバイの後ろ 12m をドラフトゾーンとする。これはドラフト許可レースにも適

応される。 

（４） 車両ドラフトゾーン:車両の後ろ 35m をドラフトゾーンとし、バイク競技中の全ての車両に適応される。こ

れはドラフト許可レースにも適応される。 

２ 左側通行の道路規制が適用される大会については、以下の図を参照。 

 
 

 （キープレフト走行） 

第９０条 ドラフティング禁止レースにおいては、「キープレフト」を守り競技を行うものとする。 

２ キープレフトとは路肩あるいは競技コース左端から１ｍ以内を基準として走行することである。 

３ 前項の規定にかかわらず、完全交通規制が敷かれ、コース幅が十分に広いときは、競技コース幅の左端よ

り１／３を基準して走行することができる。 

スタンダード以下の距離 10m 
ミドルとロング距離 12m 
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４ バイクコースが全面交通規制で、かつ、一方通行などの特別な条件である場合を除き、道路のセンターライ

ンを越えて走行してはならない。 

 

 （並走の禁止） 

第９１条 ドラフティング禁止レースにおいては、並走したままバイク競技を行うことを禁止する。ただし、危険回

避のためにやむをえないときはこの限りでない。 

２ 前項ただし書きにより併走したときは、危険が回避された場合、直ちに並走を解除しなければならない。 

 

 （集団走行の回避） 

第９２条 ドラフティング禁止レースにおいては、ドラフトゾーンに進入しているかどうかに関わらず、集団走行と

ならないよう心がけながら競技をしなければならない。 

 

 （ドラフトゾーンへの進入） 

第９３条 ドラフティング禁止レースにおいて選手は、他の選手のドラフトゾーンに進入することを禁止する。ただ

し次の各号に掲げるときに限りドラフトゾーンへ進入することができる。 

（１） 第９５条に規定する方法で先行する選手を追い越すとき。 

（２） 危険回避のためにやむをえないとき。 

（３） トランジションエリアの出入り口及び合流地点の付近を通過するとき。 

（４） 減速指示又は追い越し禁止の指示がある鋭角ターン及び折り返し地点の付近を通過するとき。 

（５） 道路幅の減少、工事区間、迂回路、その他安全上の理由により、大会スタッフから指定された区間を通

過するとき。 

（６）エイドステーションやトランジションエリア前後の 100ｍ 

 

２ 前項ただし書きの規定により、他の選手のドラフトゾーンに進入するときであっても、必要最小限の時間とし、

かつ、安全確保に努めなければならない。 

３ 車両ドラフトゾーンへの進入は、危険回避のためにやむをえないときを除き、禁止する。 

４ 選手は、自ら他の選手のドラフトゾーンへ進入しないよう心がけながら競技をしなければならない。また、他

の選手がドラフティング走行をされているときは、これを拒否することができる。 

 

 （ブロッキング） 

第９４条 ドラフティング禁止レースにおいては、第２９条第２項の規定によるもののほか、次に掲げる行為をブ

ロッキングとみなし禁止する。 

（１） 選手は、コースの端を走行し続け、ブロッキング状態をつくってはいけない。ブロッキングとは、後続の選

手が、前を行く選手の走行位置が不適切で、追い抜けない状態である。ブロッキングした選手は黄色い

カードを受け取り、次のバイクペナルティボックスでペナルティが課される。 

（２） 先行する選手を追い越したとき、追い越した選手のバイクの前輪の最前部から追い越された選手のバイ

クの前輪の最前部までの間隔をミドルおよびロングディスタンス 12ｍスタンダードあるいはこれより短い

距離の大会 10ｍ以上開けないで追い越した選手がキープレフト走行に入ること。 

（３） 他の選手の右側を、他の選手と同一の速度を保ったまま走行を続けること。この場合において、他の選

手のドラフトゾーンに進入しているかどうかを問わない。 

 

 

 （追い越しと手順） 

第９５条 追い越しを試みていることきは、ミドルおよびロングディスタンス 25 秒スタンダードあるいはこれより短

い距離の大会 20 秒以内に限り、他の選手のドラフトゾーンに進入できる。 

２ 「追い越しを試みている」とは、追い越す気持ちを持って前進している状態をいい、先行する選手のドラフトゾ

ーン内において先行する選手と同一の速度を保ったまま走行しているときは、追い越しを試みているとはみな

さない。 

３ 先行する選手は、追い越されるまでは加速をして競うことができる。 

４ 追い越しを試みている選手のバイク前輪の最前部が、先行する選手のバイクの前輪の最前部より前方に出

たときに「追い越された」とみなす。 
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５ 追い越した選手は、追い越すときの速度を持続させ、追い越された選手の前輪の最前部からミドルおよびロ

ングディスタンス 12ｍスタンダードあるいはこれより短い距離の大会 10ｍ以上引き離してから、緩やかにキー

プレフト走行に入るものとし、キープレフト走行に入る前に速度を緩めてはならない。 

６ 追い越された選手は追い越された瞬間から加速を止め、ミドルおよびロングディスタンス 25 秒スタンダードあ

るいはこれより短い距離の大会 20 秒以内に追い越した選手の前輪の最前部から後方ミドルおよびロングディ

スタンス 12ｍスタンダードあるいはこれより短い距離の大会 10ｍ以上離れてドラフトゾーンから脱しなければ

ならない。 

７ 追い越された選手は、通過した選手のドラフトゾーンから後退し、通過選手のドラフトゾーンから脱落しなけ

ればならない。ドラフトゾーンから脱落する前に、通過した選手を追い抜くことは、ドラフティング違反となる。 

追い越された選手が、規定のタイム以上に通過した選手のドラフトゾーンにいることは、ドラフティング違反と

なる。 

８ 選手は、コースの端を走行し続け、ブロッキング状態をつくってはいけない。ブロッキングとは、後続の選手が、

前を行く選手の走行位置が不適切で、追い抜けない状態である。 

９ 複数の先行する選手を追い越す場合において、それらの選手の間に入ることによってドラフトゾーンの重なり

が生じるときは、これらの選手の間に入ることなく一気に追い越さなければならない。 

10 ドラフティングの罰則 

（１）ドラフティング禁止と宣言されたレースでは、ドラフティングを禁止する。 

（２）審判は、タイムペナルティの罰則対象となるドラフティングを行った選手に通知する。この通知は、はっきり

と明確でなければならない。 

（３）罰則を受けた選手は、次のペナルティボックスで停止し、レース距離に応じて科せられる特定の時間、そこ

に留まらなければならない。スプリントディスタンスで 1 分、スタンダードディスタンス 2 分、ミドルとロングデ

ィスタンス 5 分間。 

（４）次のペナルティボックスで停止するのは選手の責任である。履行できなかった場合は失格とする。 

（５）二回目のドラフティング違反は、スタンダードディスタンスあるいはこれより短い距離では、失格につなが

る。 

（６）三回目のドラフティング違反では、ミドルとロングディスタンスでは失格につながる。 

（７）ドラフティング違反は抗議できない。 
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 （追い越すときの注意義務） 

第９６条 追い越すときは、周囲を確認してから前方の選手の右側から追い越すことを基本とする。 

２ Ｕターン、急カーブ並びに視界が悪い区間及びコース幅が狭い区間などの危険箇所において、追い越し禁

止の指示があるときはこれに従わなければならない。ただし、当該区間を徐行している選手がいる場合は、十

分に安全に注意しながら追い越すことができる。 

 

 （追い越しの奨励事項） 

第９７条 追い越しを行うときは、周囲の選手に一声かけて追い越しを行うことを推奨する。 

 

第３節 ドラフティングレース（Drafting Race） 

 

 （ドラフティングレースの開催） 

第９８条 ドラフティングレース（バイク競技におけるドラフティングが認められる大会をいう。）の開催は、ＪＴＵが

承認した大会に限定する。 

２ ドラフティングレースであっても、車両ドラフトゾーンへの進入は、危険回避のためにやむをえないときを除き、

禁止する。 

 

 （安全走行義務） 

第９９条 ドラフティングレースにおいて選手は、周辺状況を把握し、他選手の動きを予想しながら競技を行う。 

２ エアロバーは緊急時にブレーキかけることができるようにすることを想定しながら使用する。 

３ 先頭を走る選手以外の選手は、ブレーキレバーに手指の届く位置をグリップして走行することを推奨する。 
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 （周回遅れ） 

第１００条 ドラフティングレースにおける周回コースでの周回遅れは、コースアウトとし、審判員の指示に従って

コース左端に寄り競技を停止する。バイクパートでラップされたエリート、U23、ジュニア、ユース選手は、審判

によってレースから除外される。その選手が先頭の前方 100m を切り、追い抜きが起こるであろうと審判が判

断した場合、審判は安全上の理由で決定を(ラップされる前に)早めることができる。この規定は、審判によっ

て変更することができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、周回遅れとなっても競技続行が認められるときは、追い越した選手に影響を与え

ないように注意しながら競技を続けることができる。この場合において、周回遅れとなった選手が周回遅れと

した選手に対するドラフティングをすることを禁止する。 

 

第９章 ラン（ランニング） 

 （ランの競技方法） 

第１０１条 ランは、選手自身の走行により行う。 

２ レースナンバーの着用(エイジグループ大会では常に着用義務。他の大会では、技術代表が変更することが

でき、選手は競技説明会で説明を受ける)。 

３ 這って前進することは禁止。 

４ 上半身裸で走ってはいけない。 

５ バイクヘルメットを着用して走ることは禁止。 

６ 支柱、木やその他の固定物を支点としてつかみ、カーブを回ってはいけない。 

７ コースやコースに沿って、競技に不参加の選手、チームメンバー、チームマネージャーや他のペースメーカー

と伴走することを禁止 

８ １周回あるいは複数周回早い選手と並走してはいけない。(エリート、U23、ジュニア、ユースとパラトライアス

リートに適用)  

 

 

 （ランコース） 

第１０２条 ランコースは、ランスタートのラインからフィニッシュのラインまでとする。 

２ ランで計測される競技時間は、ランスタートのラインからフィニッシュのラインまでの時間とする。 

 

 （フィニッシュ） 

第１０３条 選手は、胴体（トルソー）のどこか一部がフィニッシュラインの手前の端から延びた垂直線を超えた瞬

間に“フィニッシュした”と判断される。 

２ 選手は、単独でフィニッシュラインを走り抜くものとする。 

３ 選手権及びエリート部門では、意図的又は不自然な同着を禁止する。 

４ 一般部門においても、着順の決定は競技としての重要な要素であり、着順を明確にすることが求められる。 

５ フィニッシュの直前では、帽子及びサングラスを外すことを奨励する。 

 

 （コース再進入の禁止） 

第１０４条 フィニッシュ後に、再度コースに入ること及び再度フィニッシュすることを禁止する。 

 

 （同伴フィニッシュ） 

第１０５条 選手は、フィニッシュシュートに競技に参加していない人を伴うことはできない。ただし、選手権部門

以外において、次の各号が満たされ、かつ、所轄競技団体が認めた場合に限り、同伴フィニッシュを許可す

る。 

（１） 事前に同伴フィニッシュを許可する旨の公表がされていること。 

（２） 他の選手へ影響を与えない範囲内であること。 

（３） 大会スタッフの指示に従うこと。 

２ 選手は、自主的な判断により、同伴フィニッシュが大会の運営に支障を来たさないよう、状況に応じたスムー

ズな競技運営に協力するものとする。 

３ 事前に設定された「同伴者用ゲート（フィニッシュラインから５０ｍ以内に設置されることを基準とする。）」から

大会スタッフの指示に従い、コースに入るものとする。 
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４ 複数の選手が競い合っているときは、コースに入ることが制限されることがある。 

５ 同伴者がコース内に持ち込むことができる旗などは最小限のものとする。 

６ 大会に出場した選手の同伴フィニッシュは、レースナンバー及び計測チップなどをはずして行わなければなら

ない。 

７ 同伴フィニッシュの際に、飲食物の提供を受けることは禁止する。 

 

 

第１０章 罰則（ペナルティ） 

 

 （罰則の適用） 

第１０６条 この規則の適正な運用を担保するため、この規則に違反し、又はこの規則に基づく大会スタッフの

指示に従わない選手には、違反の程度に応じて罰則が科せられる。 

２ 違反の情状に酌量すべきものがあるときは、その罰則を減免することができる。 

３ 罰則の適用は審判長又は審判員によって宣告される。ただし、その最終決定権限及び責任は審判長が負

う。 

４ 罰則が適用されたときは、公式掲示板及び結果（リザルト）にその旨掲示される。 

５ 審判長は、罰則の適用を行ったときは遅滞なく加盟団体を通じＪＴＵに報告しなければならない。 

６ すべての罰則の適用に際し、事前に注意が与えられることを条件としない。 

７ 選手は、この規則に基づくことなく、いかなる罰則も科せられない。ただし、大会規程により事前に示される場

合はそれによる。 

８ 資格停止又は追放は、ITU 競技規則と ITU アンチ・ドーピング規則いずれかの非常に重大な違反に対して適

用される 

９ 違反が例示されなくても、審判が不当なアドバンテージがあったと判断したとき、もしくは意図的に危険な状

況が生み出されたと判断したときは、罰則を与えることが許可される。 

 

 （罰則の種類） 

第１０７条 罰則の種類は、指導、タイムペナルティ（略称：ＴＰ、ストップ・アンド・ゴー（略称：ＳＧ）を含む。）、失格

（略称：ＤＱ）、資格停止、除名、追放とする。 

２ 罰則の軽重は、前条の順に軽い罰から重い罰とする。違反事項と罰則は、附則 K に記載されている 

 

 （指導） 

第１０８条 指導は、違反によって競技上の大きなアドバンテージ又は順位の変動が得られない行為及び言動

であって、タイムペナルティ以上の重い罰則を適用することが適当でない違反に対して科せられる。 

 

 （指導の手順） 

第１０９条 指導を科す必要がある違反が認めたられときは、審判員からその違反を行った選手のレースナンバ

ーを告げられるとともに、イエローカード、ホィッスル又はホーンなどを用い違反行為があったことを示されるも

のとする。ただし、これらが行われることを必須条件としない。 

２ 指導は、違反の内容の説明及びその改善を求めるものとする。 

３ 指導を受けた選手は、前項による改善に応じることにより、より重い罰則を適用されない。 

 

 （タイムペナルティ及びストップ・アンド・ゴー） 

第１１０条 タイムペナルティ及びストップ・アンド・ゴーは、違反によって競技上の大きなアドバンテージ若しくは

順位の変動が得られる行為（可能性がある行為を含む。）、危険行為及び重大なマナー違反に対し、一つの

違反ごとに、状況に応じ、いずれかが科せられる。 

２ 一つの大会において、前項に掲げる違反行為等が複数回繰り返された場合においては、より重い罰則が科

されることがある。 

３ 審判はより深刻なペナルティを与える前に警告する必要はない。 

４ タイムペナルティは、失格とならない違反に対して適切なペナルティである。 

５ タイムペナルティはトランジションエリアやある地点のペナルティボックスの中で与えられる。 

６ 審判は選手にタイムペナルティの罰則が必要かを決める。 
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７ タイムペナルティには２つのタイプの違反がある。 

（１）ドラフティング違反 

（２）附則 K のリストにあるその他の違反 

８ タイムペナルティは違反の種類にとても対応している。 

（１）ドラフティング違反 

・ロングやミドル大会では 5 分 

・スタンダード大会では 2 分 

・スプリントやそれより短い大会は 1 分 

（２）その他の違反 

・ロングやミドル大会では 1 分 

・スタンダード大会では 15 秒 

・スプリントやそれよりも短い大会では 10 秒 

９ ペナルティ通知：審判はタイムペナルティを決めると、選手に可能な限り早く、安全に以下の通り通知する。 

（１）ドラフティング違反 

・ホイッスルを鳴らし、ブルーカードを提示、選手のナンバーを述べ、ドラフティング違反、次のペナルティボ

ックスで止まりなさいと言う。審判は選手がペナルティ通告を理解したことを確認する。 

（２）その他の違反 

・スタートやスイム違反：選手は用具に触れることなくトランジション 1 でペナルティを受ける。審判は選手の

トランジションのスポットに居て、ホイッスルを鳴らし、黄色カードを提示しタイムペナルティを告げる。 

・バイクでの違反：ホイッスルを鳴らし、黄色いカードを提示し、選手のナンバーを述べ、タイムペナルティ、

次のペナルティボックスで止まりなさい。または、タイムペナルティ、ランペナルティボックスで止まりなさ

いと言う。審判は選手がペナルティ通知を理解したかを確認する(以下の表参照)  

・トランジションやランでの違反：選手はホイッスルが鳴り、黄色いカードを提示され、選手のナンバーを言わ

れ、タイムペナルティ、停止しなさい。または、ペナルティボックスの掲示板に選手のナンバー表示を見て、

違反に気付きます。この掲示板をチェックすることは選手の責任になる(以下の表参照)。 

 

１０ 異なったカテゴリーのペナルティ適用 

 

 エリートドラフティング エリートドラフティング禁止 

エリートパラトライアスロン 

エイジグループ 

オープンパラトライアスロン 

スタート T1 T1 T1 

スイム ランペナルティボックス ランペナルティボックス T1 

トランジション 1 ランペナルティボックス ランペナルティボックス T1 で警告 

バイク ランペナルティボックス バイクペナルティボックス バイクペナルティボックス 

トランジション 2 ランペナルティボックス ランペナルティボックス T2 で警告 

ラン ランペナルティボックス ランペナルティボックス その場所で警告/タイムペナ

ルティ 

 

確認：エリート、U23、ジュニアとユース選手の全てのエリート参照。ウィンタートライアスロンの

ランペナルティボックスはスキーペナルティボックスに置き換えられる。デュアスロンやアクアス

ロン大会のランペナルティボックスは第二ランペナルティボックスを指す。オープンパラトライア

スロンは世界選手権のみ適用される。 

 

 

 （タイムペナルティの手順） 

第１１１条 審判はペナルティの理由を伝える必要なくタイムペナルティを与える。 

２ 青か黄色いカードを提示されたら、選手は審判の指示に従う。 

３ トランジション 1 におけるタイムペナルティ(この地点までの違反)  

（１）ペナルティを受けた選手がトランジションの自分の場所に到着したら、審判は黄色いカードを提示する。選

手は用具に触ることなく、自分のトランジションスペースに止まる指示に従い、審判は計測を開始する。も

し選手が用具に触れたり、用具を動かしたりしたなら、審判は用具に触れることを止め、計測を休止する。
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そして選手が是正したならカウントは再開される。 

（２）ペナルティタイムが完了したなら、審判はゴーと言い、選手はレースを再開する。 

４ バイクペナルティボックスでタイムペナルティ 

（１）バイクペナルティボックスではペナルティを受けた選手のレースナンバーは表示されない。選手は通知を

ペナルティの通知を受けた後、コース上の次のペナルティボックスでペナルティを受けたことを報告する責

任がある。 

（２）ペナルティを受けた選手は、バイクから降りてペナルティボックスに入り、審判にレースナンバーと受けた

ペナルティの数と提示されたカードの色を告げる。このタイムペナルティは選手が上記の全てを行った時

点から始まり、審判にゴーと言われたら、終わる。その時から選手はレースを再開することができる。選手

がボックスを離れたら、審判は選手に戻るように告げ、計測は休止される。選手が従ったら、計測は再開

される。 

５ ランペナルティボックスでのタイムペナルティ 

（１）ペナルティを受けた選手のレースナンバーはペナルティボックスの掲示板にはっきりと表示される。 

（２）ペナルティを受けた選手は、ペナルティボックスに入り、審判にレースナンバーと受けたペナルティの数を

知らせる。タイムペナルティは上記を選手が全て行ったら始まり、審判がゴーと言った時点で終わる。その

時点から選手はレースを再開できる。もし選手がその場を離れたら、審判は戻るように選手に告げ、計測

が休止される。そして選手が従ったらカウントが再開される。 

（３）ペナルティを受けた選手のレースナンバーは掲示板から削除される。 

（４）ペナルティを受けた選手はランラップのどの周回でも受けることができる。 

（５）リレー大会では、競技を終了していない、チームのどの選手でも受けることができる。 

（６）ペナルティはランの前半を完了する前に掲示板に表示されなければならない。 

 

 （ストップ・アンド・ゴーの手順） 

第１１２条 ストップ・アンド・ゴーを科す必要がある違反が認められたときは、審判員からその違反を行った選手

のレースナンバー及び「ストップ」又は「止まりなさい」などの通告及びイエローカード、ホィッスル又はホーンな

どを用いて違反行為があったことを示されるとともに、ストップ・アンド・ゴーが適用されることを宣告される。 

２ 前項に掲げる宣告があった選手は、周囲の安全に注意しながら速やかにコースの左端又は競技に支障を来

たさない場所に寄って一旦停止し、審判員の指示に従って競技を再開しなければならない。この場合におい

て要した時間は、競技の時間に加算される。 

３ バイク競技中に第１項の宣告を受けた選手は、次の各号に掲げる順に行動をとらなければならない。 

（１） 周囲の安全に気を配りながら速やかにコースの左端に寄って停車する。 

（２） バイクから降車し、バイクの横に両足で立ち、両輪が地面から同時に離れるように持ち上げる。 

（３） 審判員の「ゴー」又は「行ってください」などの合図を受けてから競技を再開する。 

 

 （失格） 

第１１３条 失格は、繰り返しのバイクドラフティング違反、及び/又は危険行為、スポーツマン精神に反する行為

のみに限定されないが、これらの深刻な競技規則違反に対応するための罰則である 

 

 （失格の手順） 

第１１４条 失格を科す必要がある違反が認めたときは、審判員からその違反を行った選手のレースナンバーが

告げられるとともに、レッドカード、赤旗、ホィッスル又はホーンなどを用い違反行為があったことを示されるも

のとする。ただし、これらが行われることを必須条件としない。 

２ 競技中に失格の宣告を受けた選手は、周囲の安全に注意しながら速やかにコースの左端又は競技に支障

を来たさない場所に寄って競技を停止して審判員の指示に従わなければならない。 

３ 失格の宣告を受けた場合であっても、審判員の指示に従って競技を再開し、競技終了後に審判長の裁定を

受けることができる。ただし、当該選手が競技を再開することにより大会運営に支障を来たすと審判員が認め

たときは競技を再開することができない。 

４ 失格の裁定は、競技終了後、審判長により失格の裁定が出されるまで確定しない。ただし、当該違反に対し

て上訴が行われた場合は、上訴委員会の裁定が出されるまで確定しない。 

５ 処分決定後の選手は、上訴する権利を持っている。 

６ 資格停止処分後、選手は復権のために ITU 仲裁委員会に申請しなければならない。 
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 （資格停止） 

第１１５条 失格に相当する違反を繰り返し行ったとき及びドーピング違反を行ったときは、３ヶ月以上４年未満

の資格停止を科せられる。 

２ 資格停止期間中はＩＴＵ、ＩＯＣ、ＪＴＵ及び加盟団体の公式大会に出場することはできない。 

３ 資格停止の期間はＪＴＵ理事会において決定される。 

４ 資格停止に至る違反のリストは、附則Ｋに示している。 

５ 処分決定後の選手は、上訴する権利を持っている。 

６ 資格停止処分後、選手は復権のために ITU 仲裁委員会に申請しなければならない。 

 

 （追放） 

第１１６条 次の各号に掲げる行為を行ったときは追放とする。 

（１） ドーピング違反を２回以上行ったとき。 

（２） 暴行など極めて悪質な行為を行ったとき。 

２ 追放された者はＩＴＵ、ＪＴＵ及び加盟団体の公式大会に出場することができない。 

３ 追放はＪＴＵ総会において決定される。 

４ 追放後の復権はＪＴＵ総会において決定される。 

５ 処分決定後の選手は、上訴する権利を持っている。 

６ 資格停止処分後、選手は復権のために ITU 仲裁委員会に申請しなければならない。 

 

第１１章 オフィシャル 

 

 （オフィシャル） 

第１１７条 オフィシャルは、この規則に則って大会を運営する義務を負う。 

２ 大会においては次に掲げるオフィシャルを置くものとする。 

（１） 技術代表（テクニカル・デリゲート（略称：ＴＤ）） この規則及びその他競技の実施に関する規則に則って

大会が開催されていることを保証する責務を負う。 

（２） 審判長（ヘッド・レフェリー（略称：HＲ）） 審判員を指揮し、この規則に対する違反の最終的な判定を行う

権限を有する。 

（３） チーフ・レース・オフィシャル（略称：ＣＲＯ） 審判員の職務の割当及び監督を行う。 

（４） 審判員（テクニカルオフィシャル） コース、エイドステーション及びホィールステーションに配置され、与え

られた権限の下にこの規則に則って大会を運営する責務を負う。 

（５） 審議委員会（コンペティション・ジューリー） 抗議に対する裁定を行う。 

３ 審判長、チーフ・テクニカル・オフィシャル及び審判員は、ＪＴＵ公認審判員の認定を受けており、かつ、その

認定が有効な者以外がその職務に従事することはできない。 

 

 （審議委員会） 

第１１８条 審議委員会は以下の３人が当たる。ただし、ＩＴＵ主催大会においてはＩＴＵの規定による。 

（１） ＪＴＵ主催大会においてはＪＴＵ理事、それ以外の大会においては所轄加盟団体の理事 

（２） 主催者代表 

（３） 技術代表 

２ 前項に掲げる者が審議委員となることが困難な場合は、ＪＴＵ主催大会においてはＪＴＵ理事会、その他の場

合においては所轄加盟団体の理事会の承認を得て他のものが審議委員となることができる。ただし審判長が

審議委員となることはできない。 

 

第１２章 抗議（プロテスト） 

 

 （抗議） 

第１１９条 審判長の判定、競技環境及び他の選手並びに大会スタッフの言動に不服があるときは抗議をするこ

とができる。 

２ 自らの言動がこの規則に違反していると認めた場合、自己申告することを推奨する。 
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 （制限事項） 

第１２０条 次の各号に掲げる判定（ジャッジメント･コール）に対する抗議は受け入れられない。 

（１） ドラフティング 

（２） ブロッキング 

（３） 暴言などスポーツマン精神に反する言動 

 

 （抗議の手続） 

第１２１条 抗議の申請は選手本人又は代理人が審議委員会に対して行う。 

２ 抗議は口頭で行うことができる。ただし、審議委員会が特に必要と認めた場合は書面により抗議を行うもの

とする。 

３ 抗議を受理したときは、できる限り速やかに抗議内容を審議委員会で協議し、裁定を行う。ただし、速やかに

裁定を行うことが困難な場合は裁定が遅延する旨回答することを可とする。 

４ 審議委員会は、必要に応じ抗議内容に関係する者に対し事情聴取を行うことができる。 

 

 （抗議の期限） 

第１２２条 抗議は、次の各号に掲げる期限までに行わなければならない。 

（１） コースに関する抗議：競技開始２４時間前まで。ただし、安全確保に関する抗議はこの限りでない。 

（２） 競技中に審判員から受けた判定若しくは言動又は他の選手の言動に対する抗議：抗議者のフィニッシ

ュ後６０分以内 

（３） 他の選手の競技用具に関する抗議：抗議者のフィニッシュ後３０分以内 

（４） 記録及び計時に関する抗議：公式記録が掲示されてから３０分以内。ただし、記録の発表が後日行わ

れる場合は、公式記録を受け取った日から１４日以内 

 

第１３章 上訴（アピール） 

 

 （上訴） 

第１２３条 選手又は審判長は、審議委員会の裁定に不服があるときは上訴をすることができる。 

 

 （制限事項） 

第１２４条 次の各号に掲げる判定（ジャッジメント･コール）に対する上訴は受け入れられない。 

（１） ドラフティング 

（２） ブロッキング 

（３） 暴言などスポーツマン精神に反する言動 

 

 （上訴手続） 

第１２５条 上訴の申請は、裁定のあった日から１４日以内に、選手本人若しくは代理人又は審判長が、預託金

を添えて上訴申立書を、ＪＴＵ主催大会にあってはＪＴＵ理事会に、その他の大会にあっては所轄加盟団体に

対し提出することによって行う。ただしＩＴＵ主催大会にあってはＩＴＵの規則による。 

２ 上訴委員会は、前項の申請を受けたＪＴＵ又は加盟団体の理事会の中から選出された理事若干名によって

構成する。 

３ 上訴委員会は、上訴内容が合理的であると認めた場合は聴聞を開催する。 

４ 聴聞の開催日時は事前に発表される。 

５ 聴聞は非公開とする。 

６ 当事者は、自ら事実関係を証明しなければならない。 

７ 当事者の一方又は双方が、正当な理由なく欠席した場合には、欠席のまま聴聞を開催することができる。た

だし、当事者の双方が欠席した場合には、その期日をもって審理を結審することはできない。 

８ 当事者の一方が欠席した場合には、出席した当事者の主張と立証に基づいて審理を進めることができる。 

９ 聴聞は当事者及び代理人のほか、証人及び参考人等、上訴委員会が必要と認める者のみが参加できる。 

１０ 裁定は上訴委員会の過半数をもって決定する。 
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 （上訴申立書） 

第１２６条 上訴申立書は次に掲げる項目について記載したものを提出する。ただし、上訴申立書に記載するこ

とが困難又は不合理なものについては当該項目を省略することができる。 

（１） 上訴申立人の氏名（署名又は捺印）、レースナンバー（上訴申立人が審判長の場合はその旨記載）、住

所、電話番号 

（２） 代理人を置く場合は、代理人の氏名（署名又は捺印）、住所、電話番号 

（３） 違反の概要及び根拠条文 

（４） 違反の対象となる選手及びレースナンバー 

（５） 現場の目撃者名及び連絡先 

（６） その他、上訴内容を説明するために必要な事項 

 

 （預託金） 

第１２７条 預託金は５千円とする。 

２ 上訴委員会によって上訴内容が合理的であると認められた場合、預託金は返還される。 

３ 上訴委員会によって上訴内容が合理的でないと認められた場合、預託金は没収される。この場合において

は、理由を付して上訴申立人に回答しなければならない。 

 

 （上部団体への上訴） 

第１２８条 所轄加盟団体における上訴委員会の裁定に不服があるときはＪＴＵ理事会に上訴することができ

る。 

２ 前項の上訴手続等は第１２５条から１２７条の規定を準用する。 

 

第１４章 仲裁 

 

 （仲裁） 

第１２９条 ＪＴＵ及び加盟団体が開催した大会又はその運営に関して行った決定に対する不服申立ては、公益

財団法人日本スポーツ仲裁機構の「スポーツ仲裁規則」に従って行う仲裁により解決されるものとする。 

 

附 則 

１ この規則は、20○○年○月○日より施行する。 

２ この規則施行前に施行されたＪＴＵ競技規則は廃止する。 
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〔参考資料〕 

競技種目 

トライアスロン標準距離区分 

１． ITU は、トライアスロンの選手権競技距離を下記に区分する。単位はキロメートル。 

名称 水泳 自転車 ランニング 

スーパースプリント（12.875） 0.375 10 2.5 

スプリント（25.75） 0.75 20 5 

トライアスロン/オリンピック（51.5） 1.5 40 10 

ロングディスタンス（67～226.2） 2～4 50～180 10～42.2 

 

２． 日本国内においては、ITU 区分を基本に下記に細分する。 

名称 水泳 自転車 ランニング 

スプリント（25.75） 0.75 20 5 

ショート（13.4～64.9） 0.4～1.9 10～49 3～14 

トライアスロン（51.5） 1.5 40 10 

ミドル（64.9～112.5） 1.9～2.5 40～90 14～20 

ロングディスタンス（67～226.2） 2～4 50～180 10～42.2 

 上記 3 種目のうち、2 種目が該当する距離を便宜上の呼称とし区分する。 

 

デュアスロン標準距離区分 

1. ITU は、デュアスロンの選手権競技距離を下記に区分する。単位はキロメートル。 

名称 第 1 ラン 自転車 第 2 ラン 

インターナショナル（55） 10 40 5 

ロングディスタンス（150） 20 120 10 

 

2. 日本国内においては、ITU 区分を基本に下記に細分する。 

名称 第 1 ラン 自転車 第 2 ラン 

スプリント（27.5～30） 2.5/5 20 5 

ショート（7～77） 1～9 5～59 1～9 

インターナショナル・ミドル（40） 5 30 5 

ロングディスタンス（80） 10 60 10 

上記 3 種目のうち、2 種目が該当する距離を便宜上の呼称とし区分する。 

 

ジュニアトライアスロン/小中学生部門の年齢と距離区分例 

名称 水泳 自転車 ランニング 

小学 1 年～3 年（6.1） 0.1 5 1 

小学 4 年～6 年（6.1～13.2） 0.1～0.2 5～10 1～3 

中学 1 年～3 年（13.2） 0.2 10 3 

 

アクアスロン・ウィンタートライアスロンの参考距離 

ITU アクアスロン世界選手権:  第 1 ラン 1.5～5km、水泳 0.75～1km、第 2 ラン 1.5～5km 

ITU ウィンタートライアスロン世界選手権：ラン 8km、ＭＴＢ15km、クロスカントリースキー10km 
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誓約書の内容例 

 

 

大会名称（大会開催日：○○年○月○日） 

 

１．（誓約）  

（１）私は、標記大会への参加にあたり、国際トライアスロン連合（以下、ITU）、アジアトライアスロン同盟（以

下、ASTC）及び公益社団法人日本トライアスロン連合（以下、JTU）の諸規程、競技規則及び大会規程

（ローカルルール）を遵守することを誓います。  

（２）私は、大会主催者が加入する保険の内容ならびに、次に掲げる事項を理解し、承諾して大会に参加する

ことを誓います。  

２．（JTU 登録会員等）  

（１）私は、JTU 細則第６条の規定による登録会員であり、日本国外の ITU 加盟競技団体には登録していな

いことを表明します。  

（２）私は、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に掲げる

暴力団の関係者及び同条第２号に掲げる暴力団員その他これらに類する者ではないことを確約します。  

３．（競技特性の理解と安全確保）  

（１）私は、トライアスロンまたはこれに関連するスポーツ経験が十分あり、選手の体調は急激に変化する特

性があることを認識しているとともに、大会会場が突発的な環境変化が起こり得る野外で行われることか

ら、偶発的な事故が起きうるため、自らの、また、周囲への安全に十分注意しながら競技を行わなければ

ならないことを理解しています。  

４．（健康状態の自己申告）  

（１）現在、私の健康状態は、最近１年間の医師の健康診断の結果、健康であることが確認されており、大会

の参加に問題を生じることは予想されません。  

（２）特異体質や既往症などにより、大会医療班が緊急医療のために知っておいてほしいことがある場合は、

事前に主催者に書面で申告します。  

（３）大会主催者からの要請があれば、健康診断書または負荷心電図証明書など必要な書類を提出します。  

５．（自己管理責任と応急処置の承諾）  

（１）私は、参加者個人の自覚と責任において、安全と健康に十分な注意を払い大会に参加します。  

（２）大会開催中に私が負傷し、事故に遭遇し、または疾病が生じた場合においては、主催者が指定する医

師が私に対する応急処置を施すことを承諾し、その応急処置の方法および結果に対して異議を唱えませ

ん。  

６．（負傷・死亡事故の補償範囲）  

（１）私は、競技中及び付帯行事の開催中に負傷し、後遺症が発生し、あるいは死亡した場合においても、私

に対する補償は大会主催者が契約している保険の範囲内であることを承諾します。  

７．（免責事項）  

（１）天災または気象状況の悪化などの不可抗力の事由によって、安全確保のために大会中止または競技

内容変更があった場合において、大会への参加のために要した諸経費（参加費を含む。）の支払請求を

行わないことを承諾します。  

（２）大会期間中に自らの競技用具の紛失または盗難に対しては、大会主催者の重大な過失がある場合を

除き、大会主催者に対し補償を求めないことを承諾します。  

８．（肖像権などの広報使用と商業的利用）  

（１）私の肖像・氏名・住所・年齢・競技歴・自己紹介内容などが、大会に関連する広報物全般及び報道・情報

メディアにおいて使用されることを了承し、これらに付随して主催者・管轄競技団体が制作する印刷物・ビ

デオ・情報メディアなどによる商業的利用を承諾します。  

９．（家族の承諾と紛争解決）  

（１）私の家族・親族または保護者は、本誓約書にもとづく大会の内容を理解了承し、私の大会参加を承諾し

ています。  

（２）本誓約書以外のことについては、本誓約書の「１．（誓約）」に明記した競技団体及び大会主催者の諸規

程に従い解決することを承諾いたします。 
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□参加者署名（       ）  年 月 日（捺印不要） 

 JTU 会員番号（ -   ）  

  住所（〒                          ） 

□保護者署名（             ）  年 月 日（捺印不要）  

（未成年者は、保護者の署名が必要です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



42 

 

トライアスロンと関連マルチスポーツ（ＩＴＵ特定競技実施ルール） 

1. インドア・トライアスロン 

1.1. 定義 

a.) インドア・トライアスロンは、スイミングプール、サイクリングコース、ランニングトラックがあるスポーツパ

ビリオンなどの室内空間で行われるトライアスロンで構成される。 

 

1.2. スイム 

a.) 2.5 メートル幅のレーンごとに選手 2 名が許可される。 

 

1.3. トランジションエリア 

a.) スイムの後に 10 秒間の"ニュートラライズド"タイムをすべての選手に義務づける。この時間の目的は、

余分な水分を選手から拭うことである。トラックが濡れると非常に滑りやすく、全ての選手にとって危険

である。これに従わないと、失格となる。 

 

1.4. バイク 

a.) 周回遅れの選手は、レースから除外されない。 

b.) 選手は、周回の異なる他の選手をドラフティングすることができる。 

 

2. ミドルとロング大会 

2.1. 外部からの支援 

a.) 大会実行委員会設置のエイドステーションまたはコーチステーション以外において医療補助や補給食・

水分の提供を行ってはならない。 

 

2.2. メディカルガイドライン 

a.) 大会メディカルディレクターは ITU MD（メディカルデリゲート）と連携して、熱中症に係るガイドラインや医

療搬送計画を含む具体的な医療ガイドラインを策定する。 

 

2.3. 距離 

a.) レースコースは、タフでかつテクニカルでなければならない。バイクコースの距離は 5%以内の誤差であ

れば技術代表の判断で認められる。 

 

2.4. 罰則 

a.) ドラフティング違反には５分間のペナルティが課せられ、これは直近のペナルティボックスで受けなけれ

ばならない。また、一人の選手が３回ドラフティング違反をとられた場合、この選手は失格となる。 

 

2.5. コーチステーション 

a.)エリートレースでは、コーチは、バイクとラン競技において、自分たちが準備した食料や飲料を選手に提

供するための指定スペースが与えられる。 

 

2.5.1 スペシャルニーズステーション 

a.) バイクとランコースに追加されたスターションは特別なニーズのために提供される。 

b.) これらのステーションで渡される全ての品物は、大会実行委員会によって準備されたボランテ 

ィアが手渡すことになる。 

 

2.6. トランジションエリア 

a.) トランジションエリアにおいて、審判員や大会実行委員会のスタッフは、選手からバイクを受取る、並べ

る、用具の手渡しするなどについて、選手を支援することができる。この支援は、すべての選手に平等

でなければならない。 

b.) 選手は、トランジションエリアで、自分のユニフォームを着替えることができる。もし選手が、それを行う

ために裸になる場合は大会実行委員会が用意したテントの中で行わなければならない。選手が着用

するすべてのユニフォームは、ITU 競技規則に準じていなければならない。 
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c.)ウェットスーツは所定の場所で脱衣しなければならない。 

d.) バックドロップシステムのある大会では、全ての用具は大会実行委員会が用意した適切なバッグ に入

れなければならない。但し、常時ペダルに取り付けられているバイクシューズは例外とする。 

 

 

2.7. ユニフォーム 

a.) 前面ジッパーは許可される。 

b.) ジッパーを競技中は胸骨の下端まで下げても良い。ランがラスト 200ｍになったら、ジッパーを上まで上

げなければならない。 

2.8.  

a.) 医療支援、食べ物、水分の提供は、エイドステーション、特別ニーズステーションやコーチステーション

で許可される。 

b.) バイクキャッチャーが提供されることがある。 

c.) バイクメカニック支援は、許可された場所や許可された車輌で提供されることがある。 

d.) 大会実行委員会は、ウェットスーツ脱衣のヘルパーを提供することがある。 

e.) 他の全ての外部支援は禁止する。 

 

3. チームリレー 

3.1. チームリレーの種目 

a.) ITU は次表に示すチーム競技を主催する。 

 競技種目 

トライアスロン 同性 3 名 ／混合 4 名 

トライアスロン LD 3 種目のベストタイムの合計 

デュアスロン 同性 3 名 ／混合 4 名 

デュアスロン LD 3 種目のベストタイムの合計 

ウインター 同性 3 名 ／混合 4 名 

クロストライアスロン 同性 3 名 ／混合 4 名 

クロスデュアスロン 同性 3 名 ／混合 4 名 

コーポレートトライアスロン 3 種目を 3 名でリレー 

 

3.2. 大陸別選手権と JTU 主催大会 

a.) 大陸別トライアスロン団体と JTU の主催する選手権にこれらのチーム競技を含めなければならない。 

 

3.3. 定義 

a.) 混合リレー：（トライアスロン／クロストライアスロン／デュアスロン／クロスデュアスロン／ウィンタートラ

イアスロンのいずれか）チームは、男子 2 名 女子 2 名 計 4 名で構成し、女子、 男子、女子、男子の順

にリレーする。それぞれが、3 種目を全て競技する。チームの記録は、最初の選手のスタートから 4 番目

の選手のフィニッシュまでとする。記録は連続しており、選手間で計時を停止しない。ITU は特定競技で

は国の混在したチームを許可することがある。 

b.) 3 人リレー：（トライアスロン／クロストライアスロン／デュアスロン／クロスデュアスロン／ウィンタートライ

アスロンのいずれか）チームは同性の選手 3 名で構成する。それぞれが、3 種目を全て競技する。チー

ムの記録は、最初の選手のスタートから 3 番目の選手のフィニッシュまでとする。記録は連続しており、

選手間で計時を停止しない。ITU は特定競技では国の混在したチームを許可することがある。 

c.) コーポレイト：チームは、男女を問わず選手 3 名で構成する。最初の選手がスイム競技、2 番目の選手

がバイク競技、3 番目の選手がラン競技を担当する。チームの記録は、最初の選手のスタートから、3 番

目の選手のフィニッシュまでとする。記録は連続しており、選手間で計時を停止しない。ITU は特定競技

では国の混在したチームを許可することがある。 

d.) 個人記録によるチーム競技：チームの記録は、同じチームで同一性の上位 3 選手の記録を足したもの

とする。同タイムとなった場合は、3 番目のタイムで決定する。 
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3.4. 結果 

a.) JTU (各国競技団体) から複数のチームをエントリーできる。ただし、記録として残り、表彰（メダル）と賞

金の対象となるのは、その中で最も成績の良い 1 チームだけとなる。 

 

3.5. 出場資格 

a.) 出場資格は、標準的なものとする。最年少資格は 15 歳とする。 

b.) ITU に所属して競技を行う選手は、いかなるチームにも属する資格がない。 

 

3.6. ユニフォーム 

a.) ITU 認定識別に関するガイドラインが適用される。全てのチームメンバーは同じ国のユニフォームを身

に付けなければならない。 

 

3.7. チームリレー競技説明会 

a.) チームリレー競技説明会：コーチ説明会を大会前日に開催される。 

 

3.8. チーム編成 

a.) チームリレー競技説明会において、コーチがチーム編成を申告する。チームリレー競技説明会の終了

後、全チームのチーム編成を公表する。 

b.) チーム編成を変更する場合は、競技開始 2 時間前までにコーチが技術代表に申し出なければならない。

それを過ぎるとチームリレー競技説明会で申告したチーム編成で確定する。 

 

3.9. レース当日チェックイン 

a.) 全てのチームメンバーが同時にチェックインしなければならない。 

b.) 同一のバイクを複数のチームメンバーで使用してもよい。 

 

3.10. リレーの引継ぎ 

a.) リレーの引継ぎは、15 メートルの長さのリレーゾーンで行わなければならない。 

b.) リレーの引継ぎは、リレーゾーンに入って来た選手が、次走者の身体に手で触れることで行う。 

c.) もし、リレーの引継ぎが故意ではなくリレーゾーンの外で行われた場合、そのチームは 10 秒のペナルテ

ィをペナルティボックスで科せられる。もし、リレーの引継ぎが故意にリレーゾーンの外で行われた場合、

そのチームは失格となる。 

d.) リレーの引継ぎが行われなければ、チームは失格となる。 

e.) リレーの引継ぎ前は、審判員がリレーゾーンに入る指示を出すまで、選手はプレリレーエリアで待機し

なければならない。 

 

3.11. ペナルティボックス 

a.) 公式スタートの前にスタートしてしまう違反とトランジションエリアにヘルメットのストラップを締めたまま

の状態で置く違反は、この競技規則に反した選手自身がペナルティを受けなければならない。 

b.) 他のタイムペナルティは、競技中のどのチームメンバーが受けてもよい。タイムペナルティは全てペナ

ルティボックスでの 10 秒間とする。 

 

3.12. フィニッシュ 

a.) 最終走者だけが、フィニッシュラインを通過することができる。 

 

4. パラトライアスロン 

17.1. 総則: 

a.) パラトライアスロンは、ITU 憲章に定めるとおり、ITU 競技規則に則って運営する。本章はパラトライアス

ロンにだけに適用される競技規則を記載する。 

 

4.2. パラトライアスロン競技クラス 
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a.)ITU パラトライアスロン競技では、パラトライアスロン競技の遂行上、選手の活動限界の程度に応じて

機能的障がいをグループ化するため、科学的根拠に基づいたクラス分けシステムを適用する。 

b.)競技クラスは附則 G に定義されているとおり、9 つである。 

(i)  

PTWC1：重度障がいを持つ車いす利用者。選手はバイクコースではリカンベントタイプのハン

ドサイクルを、ランパートでは競技用車いすを使用しなければならない。 

(ii) PTWC2：軽度の障がいを持つ車イス利用者。選手はバイクコースでリカンベントタイプのハンド

サイクルを、ランパートでは競技用車イスを使用しなければならない。 

(iii)PTS2：かなり重度の障がいのある選手。バイクパートおよびランパートでは、肢切断選手は承

認済みの義肢やその他の装具を使用しても良い。 

(iv) PTS3:重度の障がいのある選手。バイクパートおよびランパートでは、選手は承認済みの義肢

やその他の装具を使用しても良い。 

(v) PTS4:中度の障がいのある選手。バイクパートおよびランパートでは、選手は承認済みの義肢

やその他の装具を使用しても良い。 

(vi) PTS5：軽度の障がいのある選手。バイクパートおよびランパートでは、承認済みの義肢やその

他の装具を使用しても良い。 

(vii)PTVI1：両眼で全く光を感知できないレベルから、幾分かは光を感知できるレベルの完全に盲

目の選手を含む。ガイド 1 名がレースを通して必要。バイク種目はタンデムバイクを使用しな

ければならない。 

(viii) PTVI2：部分的に見ることができる重度の視覚障がいの選手が含まれる。ガイト 1 名が競技中

に必要。バイク種目はタンデムバイクを使用しなければならない。 

(ix)PTVI3：部分的に見ることができる軽度の視覚障がいの選手が含まれる。ガイド 1 名が競技中

に必要。バイクパートではタンデムバイクを使用しなければならない。 

 

 4.3. P パラトライアスロンメダルイベント 

a.) 6 つのメダルイベントが以下の通り開催される 

(i) PTWC：PTWC1 と PTWC2 の競技クラスの選手が一緒に競技する 

(ii) PTS2;  

(iii) PTS3;  

(iv) PTS4;  

(v) PTS5;  

(vi) PTVI1、PTVI2、PTVI3 競技クラスの選手が一緒に競技する。 

 

4.4. クラス分け  

a.) パラトライアスロンクラス分け競技規則は ITU 競技規則の附則 G で見ることができる。 

b.) ITU 主催大会で競技に参加する全てのパラトライアスリートは、国際パラトライアスロンクラス分けを受け、

競技参加に関する最低限の資格基準を満たす確認がなされ、適切な競技クラスへ振り当てられなけ

ればならない。クラス分けを受けようとするパラトライアスリートに対しては下記を求める。 

(1) 競技に先立ち、ITU が指定したクラス分け委員による国際クラス分けに出席できること。 

(2) クラス分けの際、適切な医師の署名入り診断書「ITU PI Medical Diagnostics Form」または「ITU VI 

Medical Diagnostics Form」とパスポートサイズの写真、その他関係する医学的な書類（検査結果な

ど）を提出すること。 

c.) ITU 主催大会に参加するパラトライアスリートのクラス分けが実施できない場合、国内競技団体を通して、

遅くとも競技の6週間前までに自身の医学的な書類を ITUに送付するように通知する。それによって仮

クラス分けがその選手に対して行われる。 

d.) 選手の競技クラスが変更となる場合、過去のリザルトの補正を求めることができる。ITU は事案ごとに

各々の内容を調査し、該当する大会のリザルトを変更する必要があるかどうかを決定する。 

 

4.5. 競技クラス毎の参加資格とレースフォーマット 

a.) すべてのパラトライアスリートはトライアスロン、デュアスロンそしてアクアスロン大会で競技することが

許される。PTS2、PTS3、PTS4 そして PTS5 競技クラスのパラトライアスリートに限っては、ウィンタート
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ライアスロン、クロストライアスロンそしてクロスデュアスロン大会でも競技することを許可する。 

b.) すべてのレースは一斉スタートまたはウェーブスタートとする。同一競技クラスで同性の選手は同一ウェ

ーブでスタートしなければならない。 

c.) パラトライアスロン世界選手権、パラトライアスロンコンチネンタル選手権、および世界パラトライアスロ

ンイベント（世界パラトライアスロンシリーズやパラトライアスロンワールドカップ）はすべてスプリントデ

ィスタンスで行われ、時間制限は２時間とする。 

d.) デュアスロン大会においては、パラトライアスロン競技は少なくとも一分間の間隔を空けて、少なくとも 2

ウェーブでスタートすること。PTWC1 と PTWC2 の選手は第 1 ウェーブでスタートし、残りの競技クラス

の選手が第 2 ウェーブでスタートすること。 

e.) 技術代表の判断で、競技フォーマットは変更することがある。 

f.) ｢インターバル･スタート･システム｣と呼ぶ時間差スタートを適用して、スポーツクラスが異なる選手が同

時に競技することがある。 

 

 

 PTVI1 

（男子） 

PTVI2/PTVI3 

（男子） 

PTVI1 

（女子） 

PTVI2/PTVI3 

（女子） 

ｽﾌﾟﾘﾝﾄﾄﾗｲｱｽﾛﾝ 0:00 +3:16 0:00 +3:42 

ｽﾌﾟﾘﾝﾄﾃﾞｭｱｽﾛﾝ 0:00 +2:58 0:00 +3:22 

 

 

(i) 全ての競技クラスが同時にスタートする競技において、以下のように選手の最終タイムに調

整タイムが加算される。 

 

 PTWC1 

（男子） 

PTWC2 

（男子） 

PTWC1 

（女子） 

PTWC2 

（女子） 

ｽﾌﾟﾘﾝﾄﾄﾗｲｱｽﾛﾝ 0:00 +3:00 0:00 +3:58 

ｽﾌﾟﾘﾝﾄﾃﾞｭｱｽﾛﾝ 0:00 +2:44 0:00 +3:36 

* トライアスロンがデュアスロンに変更された場合、デュアスロンの値が使用される。 

(ii)インターバルスタートシステムを採用するレースでは、附則L2にあるような書式にしたがってス

タートリストが準備される。 

(iii)万が一選手が診断によって異なるクラスに再分類された場合、最終タイムは所定の補正時間

に従って調整される。 

(iv) 周回遅れや、時間制約による問題を避けるため、審判長は一斉スタートを許可することがあ

る。 

(v)スタート順や補正時間に関して申し立てられるいかなる抗議も ITU 競技規則 12．2 章の“資格

の正当性についての抗議”に従って行われる。 

 

 

4.6. パラトライアスロン競技説明会 

a.) 全ての ITU 大会において、技術代表は競技説明会を行う。 パラトライアスリートは競技説明会に出席

しなければならない。コーチもまた競技説明会に出席できる。競技説明会に欠席した選手に対して以

下の罰則を適用する。 

・技術代表に連絡することなしに競技説明会を欠席した選手を、スタートリストから除外する。 

・ 競技説明会の開始した後に会場に入ったパラトライアスリートと、技術代表連絡のうえ競技説明

会を欠席したパラトライアスリートは、トランジション１でタイムペナルティの罰則を受ける。 

・ 世界パラトライアスロンシリーズや ITU パラトライアスロンワールドカップにおいて、同年に２回競

技説明会に欠席しているパラトライアスリートが、例え技術代表に連絡していたとしても競技説明

会欠席 3 回目となった際は、スタートリストから除外される。 

b.) 全てのガイドとパーソナルハンドラーは競技説明会の受付で登録をする。 

c.) 全てのパラトライアスリートは競技説明会の後、自身の選手支給品を受け取る。選手支給品には下記

のものが含まれている。 
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(1) PTWC1 と PTWC2：赤色のスイムキャップ、ヘルメット用のレースナンバーシール 3 枚、ハンドサイク

ル用のレースナンバーシール 1 枚、競技用車いす用のレースナンバーシール 1 枚、日常用車いす

用のレースナンバーシール 1 枚、選手用の公式レースナンバー1 枚とパーソナルハンドラー用の公

式レースナンバー1 枚。 

(2) PTS2, PTS3, PTS4 and PTS5：赤色、黄色か緑色のスイムキャップ、ヘルメット用のレースナンバー

シール 3 枚、バイク用のレースナンバーシール 1 枚、義肢や補助用具用のレースナンバー3 枚、選

手用の公式レースナンバー1 枚あるいはボディナンバーデカール 4 組、そしてパーソナルハンドラ

ーがいるならばパーソナルハンドラー用の公式レースナンバー1 枚。 

(3) PTVI1：選手用のオレンジ色スイムキャップ 1 枚、ガイド用白色スイムキャップ 1 枚、ヘルメット用ナ

ンバーシール 6 枚、バイク用レースナンバーシール 1 枚、選手用公式レースナンバー1 枚あるい

はボディーナンバーシール 4 枚、そして「GUIDE」と書かれたガイド用レースナンバー1 枚。 

(4) PTVI2 と PTVI3：選手用の緑色スイムキャップ 1 枚とガイド用白色スイムキャップ 1 枚、ヘルメット用

ナンバーシール 6 枚、バイク用レースナンバーシール 1 枚、選手用公式レースナンバー1 枚ある

いはボディーナンバーシール 4 枚、そして「GUIDE」と書かれたガイド用レースナンバー1 枚。 

 

4.7 パラトライアスロンパーソナルハンドラー 

a.) 資格のあるパーソナルハンドラーを確保することはパラトライアスリートの責任であり、パーソナルハン

ドラーはパラトライアスロン競技説明会で ITU 技術代表から確認され、ハンドラーとしての資格を得る。 

b.) パーソナルハンドラーを下記のように割り当てる。 

(1) PTS2、PTS3、PTS4 と PTS5 の各競技クラスのパーソナルハンドラーは 1 名まで。クラス分けの過

程において、それぞれの選手に対して、パーソナルハンドラーを伴う許可を決定する。既にクラス

分けされた選手の承認可否の判断は、下記によって構成される承認委員会によって行う。 

・ ITU クラス分け責任者 

・ ITU パラトライアスロン委員会のメンバー 

・ ITU の Sport Department から指名された人 

(2)  PTWC 競技クラスのパーソナルハンドラーは１名まで 

(3) PTVI1、PTVI2、PTVI3 競技クラスにパーソナルハンドラーはいない(ガイドがパーソナルハンドラー

の役割も担う) 

c.) パーソナルハンドラーがパラトライアスリートを支援するために以下を特定的に許可する。 

(1) 義肢などの補装具に関する支援 

(2) パラトライアスリートのハンドサイクルや競技用車いすへの乗降の支援 

(3) ウェットスーツや衣類の脱衣 

(4) トランジションエリアや公式ホイールステーションでの、バイクの修理や他の競技用具に関する支

援。PTVI1、PTVI2、PTVI3 のガイドは、バイクコースのどこでも修理支援を行うことができるが、外

部の支援を受けることはできない。 

(5) トランジションにバイクをラックにかける支援 

d.) 全てのパーソナルハンドラーは ITU 競技規則と、審判長によって妥当または必要とみなされる追加の規

則を遵守しなければならない。 

e.) パラトライアスリートの推進に繋がるパーソナルハンドラーのいかなる行動も、失格の理由となる。 

f.) 1 名のパーソナルハンドラーは、最大１名の選手を支援できる。 

g.) 全てのパーソナルハンドラーはレース中、担当する選手のトランジションエリアから 2ｍ以内にいなけれ

ばならない。この場所から移動するには、審判員の許可が必要である。 

 

4.8. パラトライアスリート登録手順: 

a.) 競技説明会登録: 

(1) パラトライアスリートは、競技説明会の会場へ入場するために、出席の旨サインしなければならな

い。この段階で、受付担当オフィシャルにパーソナルハンドラーがいるかどうかを伝えなければな

らない。 

(2) パラトライアスリートは自身のパーソナルハンドラーを伴って参加しなければならない。 

(3)  競技説明会の直後に、選手は選手支給品を受け取り、パーソナルハンドラーは大会実行委員会

から提供されるパーソナルハンドラーT シャツを受け取る。 
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b.)アスリートラウンジチェックイン 

(1) パラトライアスリートとパーソナルハンドラーは一緒にチェックインしなければならない。 

(2) パーソナルハンドラーは公式レースナンバーと公式パーソナルハンドラーＴシャツを身に付けなけ

ればならない。 

(3) パラトライアスリートがパーソナルハンドラーを同行していない場合、パーソナルハンドラーの到着

を待たなければならない。パラトライアスリートが一人でチェックインした場合、そのパーソナルハ

ンドラーは競技エリアに入ることはできない。 

(4) いったんパーソナルハンドラーとして登録されたら、例外的な状況である場合、かつ技術代表によ

って承認されないかぎり変更することはできない。 

(5) チェックイン時に２つの計測チップが全ての選手に配布される。 

(6) プレトランジションエリアに置く競技用具（義肢や杖など）はレースナンバー記載されていなければ

ならない。それらの用具はアスリートラウンジでチェックされる。 

  

4.9. プレトランジションエリア規範: 

a.) プレトランジションエリアがある場合、PTWC1、PTWC2、PTS2、PTS3、PTS4 と PTS5 のスポーツクラ

スのパラトライアスロン選手はこのエリアでウェットスーツを脱いでも良い。PTWC1 と PTWC2 スポー

ツクラスのパラトライアスロン選手のパーソナルハンドラーだけがこのエリアで割り当てられたパラト

ライアスロン選手を補助するために進入できる。しかし、選手を前進させる行為はしてはいけない。 

b.) 全ての PTWC1 と PTWC2 の選手はプレトランジションからトランジションまで日常使用の車イスで移

動しなければならない。この場所で使用する PTWC1 と PTWC2 のパラトライアスロン選手が持ち込む

車イスはブレーキ機能がなければならない。 

c.) スイム出口エリアから最も近い利用可能な場所は、PTWC1 と PTWC2 の選手のホイールチェアをレ

ースナンバー順に並べることに利用される。 

d.)プレトランジションエリアに、PTWC1、PTWC2、PTS2、PTS3、PTS4 そして PTS5（必要に応じて）のス

ポーツクラスのパラトライアスロン選手が義肢や杖を準備しておくために、1から 9、プラス 0 のナンバ

ーの付いたイスと共に、スペースを用意する。PTS2、PTS3、PTS4 そして PTS5 の選手は自身のレー

スナンバーの末尾の数字と同じ数字のイスに自身の義肢や杖を置かなければならない。水際にい

る審判からレースナンバーの通知を受けながら、少なくとも 2 名の審判が、水から上がってきた選手

にこれらの競技用具や器具の配布を担当する。全ての用具は番号順に並べられる。 

e.) 選手がプレトランジションエリアを出たなら、プレトランジションエリアには用具が残っていないこと。 

f.) 滑り止めの素材で覆われているか滑り止めとなっているクリート付きだが、そのクリートが露出してい

ないバイクシューズが義足に装着されていても、プレトランジションエリアでは許可される。 

g.) PTS2 から PTS5 の下肢切断のパラトライアスロン選手は、プレトランジションからトランジション１まで

を義肢か松葉づえを使用しなければならない。プレトランジションからトランジション１までを片足でホ

ッピングすることは許可されない。 

 

 

4.10. トランジションエリア規則 

a.) 大会実行委員会はスイム出口に最低 16 名のスイムイグジットアシスタントを用意しなければならない。

スイムイグジットアシスタントは、パラトライアスリートのスイム出口からプレトランジションエリアへの移

動の支援に責任を持つ。スイムイグジットアシスタントの最終的な人数は ITU 技術代表が決定する。こ

れらの人々だけがこのエリアに入ることができる。彼らの訓練を ITU 技術代表が監督する。 

b.) スイム出口では、選手は下記のスイムキャップの色に応じてスイムイグジットアシスタントの支援を受け

る。 

(1) 赤色：パラトライアスリートはスイム出口からプレトランジションエリアまで持ち上げられて移動する必要

がある。 

(2) 黄色：パラトライアスリートはスイム出口からプレトランジションエリアまで歩いたり走ったりして移動す

る際に支援が必要である。 

(3) 緑色、オレンジ色、白色：パラトライアスリートはスイム出口でいかなる支援も必要ない。白色キャップ

はガイドが使用する。 

c.) スイムイグジットアシスタントは、能力の及ぶ限り、誠意をもって、安全を第一として選手を支援する。 
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d.) バイク、タンデムバイクやハンドサイクルについては、スイム出口からトランジションまでの使用を許可し

ない。 

e.) 全ての移動用具はトランジションエリアの各パラトライアスリートに割り当てられたスペースの中に置か

なければならない。全ての使用したスイムキャップ、ゴーグル、ウェットスーツ、スイムテザー、ヘルメット

はボックスに入れる。 

f.) バイクシューズはバイク種目の前後で、トランジションエリアの選手が割り当てられたスペースに置いて

おかなければならない。 

g.) トランジションエリアにおける PTVI1、PTVI2、PTVI3 の位置は乗車ラインから最も近いところに設定しな

ければならない（女子と男子）。残りのスポーツクラスがそれに続き、PTS5、PTS4、PTS3、PTS2 そして

PTWC1 と PTWC2 の順となる。PTWC1 と PTWC2 の選手はトランジションエリア内でハンドサイクルに乗

ることが許可されている。 

h.) PTWC1 と PTWC2 のパラトライアスロン選手の個人スペースは 4ｘ2 メートルである。トランジッションエリ

アにいる間、選手とハンドラー、及び全ての競技用具はこのスペース内になければならない。 

 

4.11. パラトライアスロン スイム規則/用具 

a.) 安全上の理由で、スタートの際のパラトライアスロン選手紹介は、次の競技クラス順に実施される。

PTVI1、PTVI2、PTVI3、PTS5、PTS4、PTS3、PTS2、PTWC1 と PTWC2。安全上の理由で、PTWC1 と

PTWC2 のパラトライアスロン選手は、他のすべての競技クラスの選手が所定の位置についてから入水

を行う。 

b.) スイムスタートは水中スタートを採用する。 

c.) スイムコースが複数周回ある場合、パラトライアスリートは周回ごとに水中から出る必要はない。 

d.) フィンやパドル（ただしそれらに限定されない）を含む、人工的な推進力を生む器具や浮力を生む器具

はどんなものであれ許可しない。承認されているニーブレースを除き、全ての補装具は推進力を生む

器具とみなす。それらの器具の利用は、失格の理由となる。 

e.) スイム中、鋭利なもの、スクリュー、義肢のライナー、あるいは他者を傷つける恐れのある補助用具は

如何なるものであれ使用を許可しない。 

f.) ウェットスーツ使用は下記の表により決定する。 

    

スイム距離 ウェットスーツ着用義務(未

満) 

制限時間 

750 m 18 ºC 45 分 

1500 m 18 ºC 1 時間 10 分 

3000 m 18 ºC 1 時間 40 分 

4000 m 18 ºC 2 時間 15 分 
 

g.) パラトライアスリートがこの時間内にスイムを終了することができず、フィニッシュまで 100m 以上の距離

がある場合、選手を速やかに退水させる。 

h.) ウェットスーツ使用は水温が 28℃以上の場合、許可しない。 

i.) 水温が 30.1℃から 32℃の場合、最大距離は 750ｍ、最大水中滞在時間は 20 分となる。 

j.) 公式水温が 32℃超の場合か 15℃を下回る場合、スイム競技は中止とする（公式水温は下表のように計

算する） 

(1) 上述の温度は最終決定の際に使われる水温として常に利用されるわけではない。 

水温 22℃未満で気温 16℃未満の場合、計測された水温を下記の表に従って調整する。 

 

(*) 気温(単位は℃) 

 水
温

(単
位

は
℃

)  15℃ 14℃ 13℃ 12℃ 11℃ 10℃ 9℃ 8℃ 7℃ 

22℃ 18.5 18.0 17.5 17.0 16.5 16.0 15.5 15.0 中止 

21℃ 18.0 17.5 17.0 16.5 16.0 15.5 15.0 中止 中止 

20℃ 17.5 17.0 16.5 16.0 15.5 15.0 中止 中止 中止 

19℃ 17.0 16.5 16.0 15.5 15.5 中止 中止 中止 中止 

18℃ 16.5 16.0 15.5 15.0 中止 中止 中止 中止 中止 
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17℃ 16.0 15.5 15.0 中止 中止 中止 中止 中止 中止 

16℃ 15.5 15.0 中止 中止 中止 中止 中止 中止 中止 

15℃ 15.0 中止 中止 中止 中止 中止 中止 中止 中止 

 

4.12. パラトライアスロンバイク規則／用具 

a.) パラトライアスロン競技ではドラフティングは禁止とする。ウィンタートライアスロン、クロスデュアスロン、

クロストライアスロンはパラトライアスリートに対してはドラフティング許可レースとする。 

b.) パラトライアスロン競技においては、「バイク」という用語はバイク、タンデムバイク、ハンドサイクルを含

む。 

c.) 全てのバイクは人力で推進させなければならない。腕や脚はバイクを推進させるために使用されるが、

両方同時に利用してはならない。いかなる違反も失格の理由となる。 

d.) パラトライアスロン競技のためのバイクの仕様は ITU 競技規則 5.2 章に概要を表示する。 

e.) 全てのバイクは 2 つの独立したブレーキがついていなければならない。バイク、タンデムバイクは前後

輪それぞれに独立したブレーキをつける。ハンドサイクルについている両方のブレーキはいずれも前

輪に効くようにする。 

f.) ディスクブレーキを許可する。 

g.) 片上肢障がいのあるパラトライアスリートはブレーキングシステムにスプリッターを取り付けて良い。こ

れを改造とはみなさない。 

h.) 抵抗を減らす効果を持つ防護シールド、フェアリング（整流板）や他の器具を許可しない。 

i.) 人工のハンドグリップや義肢はバイクや選手の身体に固定できるが、バイクと選手の身体に同時に固定

してはならない。 

j.) ハンドサイクル（PTWC1とPTWC2）を除き、選手のポジションはペダル、サドル、ハンドルバーのみによっ

て支えられていなければならない。 

k.) 義肢を装着しない大腿切断や下肢欠損のパラトライアスリートは、適合性を承認要請することなしに大

腿部を支える補装具やソケットを使用することができる。 

l.) 障がいに応じたバイクやハンドサイクルの改造に関して、参加を希望する大会の少なくとも 1 か月前に、

明確な説明文と最低５枚の写真を添え、下記ウェブサイトに掲載されている「Equipment Adaptation 

Form（競技用具の改造に関する申請書）」を利用し、JTU を通じて書面にて ITU へ承認を依頼しなけれ

ばならない。承認委員会による評価後、ITU より申請者へ評価結果が伝えられる。承認されると、その

情報は「承認済みの障がいに応じたバイク改造」ファイルとして、下記ウェブサイトにアップデートされ

る。 

https://www.triathlon.org/about/downloads_category/paratriathlon.) ITUと ITU審判は、パラトライアスリ

ートによる競技用具の選択や改造に関する不備や違反がもたらすいかなる結果に対しても責任を負

わない。 

n.) バイクコースは急勾配部分でも最大 12％を超えてはいけない。 

o.) もし公式レースナンバー使用が必須ならば、背面から見えるようにしなければならない。 

 

4.13. パラトライアスロン PTWC1 と PTWC2 のスイム規則／用具 

a.) 選手は 3 つまで締め具の使用が可能であり、脚のどの位置を留めても構わない 。締め具は最大 10cm

幅とする。 

b.) ニーブレースの利用は、浮力や推進力を持っていないことを前提に許可される。ウェットスーツ着用の

場合、ニーブレースはウェットスーツの外側に着用しなければならない。ニーブレースは最大で脚の表

面の半分を覆ってよい。その全長は大腿中央部より上、および下腿中央部より下を超えてはならず、

また膝周辺を固定していなければならない。 

(1) ニーブレース仕様 

・ 素材：浮力や推進力を備えていない PVC プラスチックかカーボンファイバー 

・ 空気や他のどんな気体も取り込む隙間や空間を備えてないこと 

・ 厚さは５mm までとする。 

c.) ニーブレースは ITU に承認を得なければならない。全ての承認申請は、JTU より、選手が参加する大会

の１か月前までに、明確な説明文と写真 5 枚を添え、ITU ウェブサイトの文書セクションにある『Knee 

Brace Approval Request Form（ニーブレース承認申請書）』を使って、ITU の承認を得るために、書面で

https://www.triathlon.org/about/downloads_category/paratriathlon
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提出する。承認委員会による評価後、ITU より申請者へ評価結果が伝えられる。承認されると、その情

報を『承認済みニーブレース』として ITU ウェブサイトの同じ場所にアップデートされる。 

d.) ウェットスーツの下肢部分の使用を常に許可する。 

 

4.14. パラトライアスロン PTWC1 と PTWC2 バイク規則／用具 

a.) パラトライアスリートは、腕の力（AP）で推進するハンドサイクルを、リカンベントポジションで使用しなけ

ればならない。 

b.) リカンベントポジションのハンドサイクルの仕様は以下の通り。 

(1) ハンドサイクルは「腕力による」三輪車で、国際自転車競技連合（UCI）の自転車構造の一般原則

に適合する、パイプで構成された開放フレームを持っていなければならない（車台フレームチュー

ブが直線状でなくてもよいことを除く）。座席または背もたれのフレームチューブの直径は、UCI の

一般原則に定める最大値を超えてはならない。 

(2) 前後輪のうち一方のシングルのホイールは、もう一方のダブルのホイールと異なる直径でもよい。

前輪は操舵可能でなければならず、シングルのホイールはハンドグリップおよびチェーンを含む機

構を介して駆動されなければならない。ハンドサイクルは、フットペダルに代わるハンドグリップを備

えたクランクアーム、チェーンホイール、チェーンおよびギアの従来の自転車ドライブトレインおよび

チェーンセットだけで推進されなければならない。手、腕、上半身のみによって進まなければならな

い。 

(3) パラトライアスリートは明瞭な視界を確保しなければならない。したがってパラトライアスリートの水

平視線は、ハンドルバーを最大限伸ばした上に手を置き、背もたれに肩甲骨の先が接し、もしあれ

ばヘッドレストに頭が接した状態で座った時、クランクハウジング／クランクセットより上になければ

ならない。適合の測定値はこのポジションで以下のように計算する。（#1）地面から選手の眼の中

心までの距離、（#2）地面からクランクハウジング（クランクセット）の中心までの距離。測定#1 の結

果は測定#2 以上でなければならない。 

(4) 全てのハンドサイクルは、後方視界を得るために選手のヘルメットあるいはハンドサイクルの前方

箇所に鏡をつけなければならない。 

(5) バイク中、選手は膝の前に脚を置くポジションにしなければならない。 

(6) 競技中にハンドサイクルの調整を行ってはならない。 

(7) ハンドサイクルのホイールは、最小径 406mm(ERTRO)、最大径 622mm とする。必要であれば、改

造されたハブ取り付け具は使用できる。ハンドサイクルの同軸車輪間隔は、接地点におけるタイ

ヤ中央間の距離において、最小 55 ㎝、最大 70 ㎝とする。 

 

 
 

(8)  ディスクホイールをハンドサイクルの前輪、後輪に許可する。 

(9)  ディスクブレーキを後輪にのみ許可する。 

(10) ハンドサイクルは長さ 250cm、幅 70cm を超えてはならない。 

(11) 変速機器はハンドルバー先端かパラトライアスリートの体側のどちらかに取り付けることができ

る。 

(12) 最大のチェーンリングにはパラトライアスリートを保護するための安全カバーをつけなければなら

ない。このカバーは十分に堅固な材料で作られ、チェーンリングを選手に面する半円周（180°）
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以上完全に覆わなければならない。 

(13) フレームチューブの最大径は、材料、形状に関わりなく 80mm とする。チューブの接合部につけら

れるひれ状、脈状のものは、強度向上のためのもののみとする。機能のない、空気力学的装置

は競技には許可されない。 

(14) クイックリリースのボディハーネスを許可する。 

(15) 2 つの後輪を備えるハンドサイクルは、後ろを走る選手の前輪が、後輪の車輪の間に侵入してくる

のを防ぐために、セーフティバーを装備しなければならない。 

(16) セーフティバーは装備が必須であり、またそれは両輪の間隔を上回る長さにしてはならず、チュ

ーブの両端は閉じるか栓をしておかなければならない。セーフティバーはホイールの 15mm（+/- 

2mm）後方に固定しなければならない。それはチューブ形状（最低直径 18mm）で、衝撃を受けて

も曲がったり壊れたりしないよう十分に強固な素材で作られていなければならない。地表からバ

ーの軸までの距離は 280mm（+/-10mm）とする。セーフティバーの構造や組み立ては、競技中に

経験する通常の凹凸がバーの安全機能に影響しないことを保証しなければならない（図参照）。 

 

  

 

 
 

c.) レースナンバーは後方から見えるようにハンドサイクルの背面に貼り付ける 

d.) ヘルメットはハンドサイクルに乗車する前にストラップを留め、フィニッシュするまで留めておかなければ

ならない。 

e.) 選手はトランジション１の出口の乗車ラインと、トランジション 2 の入口の降車ラインで完全に止まらなけ

ればならない。止まって、審判がゴーと言えば選手は競技を続けることができる。ハンドサイクルはライ

ン直前に前輪が止まれば、正しく停止したと考えられる。もしラインに触れたり、ラインを越えて停車し

たりしたならば、タイムペナルティが適用される。 

 

4.15. パラトライアスロン PTWC1 と PTWC2 ラン規則／用具 

a.) 全てのパラトライアスリートはラン競技で『競技用車いす』を使用する。 

b.) 競技用車いすの仕様は以下の通り。 

(1) 競技用車いすには 2 つの大きなホイールと 1 つの小さなホイールがある。 

(2) 前輪にブレーキがある。 

(3) 競技用車いすのボディのどの部分も前輪のハブを超えて前に出てはいけない。また、後輪 2 つの
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ハブの内部より広くてはならない。主な車体は地面からの最大高さは 50cm とする。 

(4) 大きい方の車輪の最大径は、空気を入れた状態のタイヤを含み 70cm を超えてはならない。小さ

い方の車輪の最大径は、空気を入れた状態のタイヤを含み 50cm を超えてはいけない。 

(5) それぞれの大きい車輪について、1 つずつの簡素な円状のハンドリムを許可する。競技用車いす

を推進させるようなどんな機械的な装置やレバーも許可しない。 

(6) 手で操作するメカニカルステアリング装置を許可する。 

(7) パラトライアスリートは前輪を手動で左右に旋回できなければならない。 

(8) 競技用車いすのどの部分も、後輪タイヤ後端の垂直面から突き出していてはならない。 

(9) 上記の全ての競技規則に競技用車いすを適合させることはパラトライアスリートの義務であり、競

技用車いすの調整のために大会を遅延させることはできない。 

(10) パラトライアスリートは競技中、自身の下肢が地面を引きずられたり接触したりしないように十分

に保持/固定されていることを確認しなければならない。 

(11) パラトライアスリートは競技用車いすに座っている間中、承認されたバイクヘルメットを装着しなけ

ればならない。 

c.) パラトライアスリートがホイールやハンドリムを押すことを除く、いかなる方法による推進も失格となる。 

d.) オートバイや車両にドラフティングすることは禁止で、ブルーカードが選手への提示のために用いられる。

ここで適用されるドラフティングはオートバイや車両のドラフトゾーンに入ることである。(罰則は ITU 競

技規則 5.6 章に示されている)  

・ オートバイドラフトゾーン：オートバイ後方 12m までである。 

・ 車両ドラフトゾーン：車両後方 35m までで、全ての車両に適用する。 

e.) 他のパラトライアスリートの追い抜きを試みているパラトライアスリートは、追い越した後に相手の競技

用車いすの進路前方へ入る際に十分な間隔を確保する責任を負う。追い抜かれるパラトライアスリー

トは、相手の競技用車いすの前輪が一度でも自分の前輪を追い越したら、相手の追い越しの妨害や

邪魔をしない責任を持つ。 

f.) PTWC1 と PTWC2 の選手は、前輪の車軸中心がフィニッシュラインの近い方の先端鉛直線上に届いた瞬

間を、フィニッシュしたと判定する。 

g.) レースナンバーを後方から見えるように競技用車いすの背面に貼り付ける。 

h.) ランコースは急勾配部分でも最大 5％を超えてはいけない。 

 

4.16. パラトライアスロン PTS2、PTS3、PTS4、PTS5 のラン規則／用具 

a.) 選手は身体の欠損部位等において義肢の使用が認められる。選手はクラス分け評価中に確認・承認さ

れた補装具や競技用具を用いてのみ競技できる。 

b.) ランニングブレードは義足を装着している限りにおいて許可される。 

c.) 選手は前方から見えるようにレースナンバーか４組のボディナンバーデカールを身に付ける。 

 

4.17. パラトライアスロン PTVI1、PTVI2、PTVI3 の規則 

以下の付加的競技規則は全ての視覚障がいのあるパラトライアスリート(PTVI1,PTVI2 と PTVI3) とそのガイド

に適用される。 

a.) 総則 

(1) 盲導犬はいかなる時も許可されない。 

(2) 各選手は同性、同国籍のガイドが必要となる。選手もガイドも JTU 登録証が必要である。 

(3) 各選手には競技を通して最大１名のガイドが許可される。 

(4) 選手は ITU エリートカテゴリーのスプリントやスタンダードトライアスロン大会や ITU 公認エリートカ

テゴリーのスプリントやスタンダード大会に参加後 12 ヶ月を経過するまで、ガイドとなることはでき

ない。 

(5) 全てのガイドは ITU 競技規則附則 A に定める出場最低年齢規定に従わなければならない。 

(6) ガイドが怪我や病気の場合、医師の診断書の提出を条件として、公式な競技開始時刻の 24 時間

前までであれば交代が可能である。この期限後は、交代を許可しない。 

(7) ガイドは選手を押したり、引っ張ったりしてはいけない。 

(8) 選手とガイドは、スイム中は 1.5ｍ、その他競技中は 0.5m 以上離れてはならない。 

(9) ガイドは、パドルボード、カヤックなど（スイム競技中）、自転車、オートバイなど（ラン競技中）、また
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はその他の機械的移動手段を用いてはならない。 

(10) 全ての PTVI1選手は全競技中を通してブラックアウトゴーグルを装着しなければならない。スイム

完全遮光ゴーグルはトランジションエリア 1 の彼らの与えられた場所に到着するまで使用する。バ

イクとランの完全遮光グラスはトランジションエリア 1 から選手とガイドがフィニッシュラインを越え

るまで使用しなければならない。完全遮光ゴーグル、グラスの両方は登録時にチェックされ、選手

は主な繋ぎ目、黒く塗られた部分、鼻ピース、サイドや底を通して光が入らないことを確認しなけ

ればならない。 

(11) 選手とガイドは ITU アンチ・ドーピング競技規則に従う。 

b.) スイム規範 

(1) 各選手はスイム中、自身のガイドとガイドロープでつながれていなければならない。 

(2) ガイドはいかなる時も選手をリードしたりペースを作ったり、引っ張ったり押したりして前進させては

ならない。 

(3) ガイドは選手の隣、選手の頭部とガイドの頭部の距離が最大 1.5m 以内で泳がなければならない。

テザーは明るいか反射性の色で、張力をかけない状態で 80cm 長の弾力のあるロープでなけれ

ばならない。テザーは選手の身体のどの部分に固定しても良い。 

   c.) バイク規範 

(1) 全てのパラトライアスリートとガイドはタンデムバイクを使用する。タンデムバイクの仕様は以下の

通り。 

・ タンデムバイクは 2 人乗り用車両で、UCI の自転車構造の一般原則に適合した、同径の 2 つの

車輪を持つ車両である。前車輪はパイロットとなるガイドにより操舵可能でなければならない。

ガイド、選手ともに前方を向いて前傾姿勢を取り、後輪はペダルとチェーンで構成される推進機

構を介して両者により駆動されなければならない。大きさは最大長 2.7m、最大幅 0.5m までとす

る。 

・ タンデムバイクのトップチューブおよび追加の補強チューブは、ガイド、選手の身体的寸法に応

じて傾斜させてもよい。 

d.) ラン規範 

(1) 各選手はラン中、自身とガイドをテザーでつながなければならない。テザーは伸縮性が無い素材

であって、エネルギーをためたり選手の能力を増幅するものであってはならない。 

(2) 選手はランの間、肘をつないでもよい。ガイドランナーはレース中いかなる局面においてもアドバン

テージを得るように選手を押したり、引いたり、他の推進力を与えることは許可されない。ガイドラ

ンナーは足元がつまずいたり、倒れたりした選手を支援することやランのコース進行方向に選手

を進める支援でない支援はできる。 

(3) 選手がフィニッシュラインを越える際、ガイドは 0.5m 以内の距離で、選手の横か後ろにいなければ

ならない。 

(4) フリーリードゾーン：安全上の理由でガイドが選手を先導してもいいゾーンであり、下記の前後 10

ｍとする。エイドステーション、鋭角な折り返し、ペナルティボックス、トランジションエリア、スイム

出口、プリトランジションエリア、その他技術代表が決定した箇所。フリーリードゾーンに関しては

競技説明会で説明がある。 

 

4.18. 衛生 

a.) カテーテル及び尿路変更機器具を利用する全てのパラトライアスリートは、常にカテーテルバッグを利

用し、流出を防止しなければならない。これはトレーニング、競技、クラス分けを通して適用される。 

 

4.19. 承認委員会 

a.) 下記メンバーによって構成される委員会が、バイク改造やブレース承認に関する決定を行う。 

(1) ITU 技術委員 1 名 

(2) ITU スポーツ部門 1 名 

(3) ITU パラトライアスロン委員 1 名 

b.) 承認委員会による決定に対し、ITU 仲裁裁判所への上訴がなされることがある。この上訴は承認委員

会の決定を差し止めるものではないが、ITU 仲裁裁判所が上訴に基づく決定を行うまでの間、その承

認委員会の決定は有効である。 
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5. ウィンタートライアスロン 

5.1.  定義 

a.) ウィンタートライアスロンは２つの異なったフォーマットで行われる。 

(1) ウィンタートライアスロン（ラン、マウンテンバイク、クロスカントリースキー） 

(2) S3 ウィンタートライアスロン（ラン、スケート、クロスカントリースキー） 

b.) すべてのレース種目は、雪上もしくは氷上で実施されることが好ましい。ランとバイク種目は、異なる路

面にて行うことができる。 

 

5.2. 公式トレーニングとコース試走 

a.) 公式トレーニングと試走セッションは、技術代表と大会実行委員会によって実施される。選手とコーチは、

これらの公式トレーニングと試走セッションに参加できる。 

b.) レース当日の規範：選手は、レース進行中にコース上でウォームアップや試走を行うことはできない。 

 

5.3. ラン 

a.) ランニングシューズは、ランニング競技で着用義務とする。この規則は、エイジグループ選手には適用し

ない。 

b.) スパイク付のランニングシューズは許可される。 

 

5.4. マウンテンバイク 

a.) 最小タイヤ寸法は 26x1.5 インチであり、タイヤの最小部分が 40mm 未満であってはならない。 

b.) 前後のホイールは異なる寸法であっても良い。 

c.) ウィンタートライアスロン競技のバイク種目は、通常の道路や小道に沿い、雪上クロスカントリーのよう

に設定される。 

d.) 選手は、コース上でバイクを押したり持って進むことを許可される。 

e.) ドラフティングは許可する。安全上の理由から、コース上に追い越し禁止ゾーンを設ける場合がある。周

回遅れとなった選手は競技から除外されない。 

f.) 選手は、自分の工具および部品を持参し、自分で修理を行わなければならない。 

g.) バイクシューズはバイク種目では必須とする。この規則は、エイジグループ選手には適用しない。 

h.) スパイクタイヤは、スパイクがタイヤ表面から 5mm 未満であることを条件に許可する。 

i.) 伝統的な MTB バーエンドは認める。エンドは塞がれてなければならない。 

 

5.5. スキー 

a.) 用具（スキー板）のテストは、レース前に審判によって発表があれば、特別に指定されたトラックまたは

レースコースで行える。 

b.) 選手は、レース中、コース上のチームメンバー、チームマネージャー、その他ペースメーカーを伴うこと

はできない。 

c.) 選手はスキー１組と両ポールを変更することができる。 

d.) 選手は好みの技法によってスキーを競技できる。 

e.) 指定されたゾーンでは、クラシックスタイルもしくはダブルポーリングに制限される。 

f.) スキー競技中はバイクヘルメット着用を禁止する。ただしそれが、移動による低気温の影響によるので

あれば、技術代表の承認によりヘルメット着用を許可する。 

g.) 選手が追い越しを望んだ場合、追い越された選手はできるだけ早くコースの脇に寄らなければならな

い。 

h.) フィニッシュシュート（30-50m）では、フリースタイルスキーは禁止される。ダブルポーリングが必須で、ク

ラシックテクニック用の準備されたトラックを使用しなければならない。この規定は、競技説明会で説明

される。 

i.) 選手は、フィニッシュラインから 10m を過ぎるまで、スキー板を脱着することはできない。最終のスキー板

のチェックは、このラインを過ぎたところで行う。 

j.) スキーブーツはクロスカントリースキーで必須とする。この規則は、エイジグループ選手には適用しな

い。 
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5.6. スノーシューイング 

a.) 参加者自身が足に履いたスノーシューで全コースを終了せねばならない。 

b.) 選手はスノーシューを交換することは許可されない。 

c.) スノーシューは、幅 18cm（7 インチ）・長さ 51 ㎝（20 インチ）以上でなければならず、かつ使用面が

774cm2（120 平方インチ）以上でなければならない。 

d.) 選手が追い越しを望んだ場合、追い越された選手はできるだけ早くコースの脇に寄らなければならな

い。 

 

5.7.スケート 

a.) ノルディックブレードを含むすべてのタイプのスケート靴が許可される。 

b.) 選手はスケート靴を交換することは許可されない。 

c.) 選手が追い越しを望んだ場合、追い越された選手はできるだけ早くコースの脇に寄らなければならな

い。 

d.) 選手は、競技規則 5.2g) に沿ってヘルメットを着用する。 

 

5.8 .トランジションエリア規則 

a.) トランジションエリアでのスキー滑走は禁止される。 

b.) 選手は、トランジションエリアの各選手自身のスペースで、スノーシューやスケート靴の脱ぎ着しなけれ

ばならない。「ノルディックブレード交換ゾーン」が準備されている場合、選手はそこにノルディックブレ

ードを置くか選択してもよい。 

c.) トランジションエリアでは、審判員はバイクの受け取り、配置、用具の手渡しなどにより、選手を支援する

ことができる。このサービスは、すべての選手に平等でなければならない。 

d.) すべての選手は、バイクスタート時にバイクをラックから外してからバイクフニッシュ時にラックに掛ける

まで、もしくはスケートを履いてから脱ぐまで、自分のヘルメットをしっかりと締めなければならない。 

e.) 「ノルディックブレード交換ゾーン」は氷上の端の脇に設置される。 

f.) 選手がシューズカバーを脱ぎ捨てられるゾーンは「スキー板設置ライン」より後に設置される。 

 

5.9.  コーチステーション 

a.) コーチは、バイク競技で、自分の食料や飲料を選手に提供するための指定スペースを有している。 

 

5.10 スペシャルニーズステーション 

 

a.) バイクかランいずれかもしくは両方において、スペシャルニーズのためのステーションが追加提供さ

れる場合がある。 

b.) これらのステーションで提供する全ての物は、大会実行委員会が用意したボランティアにより渡され

る。 

c.) これらのステーションが提供されていない場合、他の誰からも物が提供されることはない。そうでな

い場合、これは外部支援とみなされる。 

d.) 適切に梱包しラベル付けすること条件に、選手が特別なツールやスペア品を置くことのできる修理ゾ

ーンをバイク種目中に設ける場合がある。選手は修理を自分自身で行う責任がある。 

 

 

5.11. フィニッシュ定義 

a.) 選手はフィニッシュライン先端から伸ばした垂線を、前に出した方のスキーブーツが越えた時に、「フィニ

ッシュした」と判断される。 

 

5.12. 気象条件 

a.) 気温がマイナス 18 度未満の場合、レースは中止される。 

 

6. クロストライアスロンとデュアスロン 
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6.1. 総則 

a.) クロストライアスロンは、スイム、マウンテンバイク（MTB）、クロスカントリーランニングで競技を行う。 

b.) クロスデュアスロンは、クロスカントリーランニング、マウンテンバイク（MTB）、クロスカントリーランニン

グで競技を行う。 

 

6.2. 距離 

a.) クロストライアスロンの競技距離については、ITU 競技規則の附則 A に付記する。 

b.) クロスデュアスロンの競技距離については、ITU 競技規則の附則 A に付記する。 

c.) レースコースは、タフでかつテクニカルでなければならない。バイクコースの距離は 5%以内の誤差であ

れば技術代表の判断で認められる。 

 

6.3. 公式トレーニングと試走 

a.) 技術代表と実行委員会は公式トレーニングと試走を実施する。選手とコーチは、この公式トレーニング

と試走に参加することができる。 

b.) レース当日：選手は、競技開始後にコースでのウォームアップや試走を行ってはならない。 

 

6.4. マウンテンバイク規則 

a.) MTB のタイヤ径は 29 インチ以下、タイヤ幅は 1.5 インチ以上でなければならない。 

b.) 前輪と後輪で異なるホイールサイズを使用することができる。 

c.) ブロックタイヤおよび／またはスリックタイヤを使用することができる。 

d.) 選手は、コース上でバイクを降りて押したり担いだりして走行することができる。 

e.) ドラフティングは許可する。安全上の理由から、コース上に追い越し禁止ゾーンを設ける場合ある。周回

遅れとなった選手は競技から除外されない。 

f.) クリップオン（エアロバー）の使用は禁止する。 

g.) ロード用のドロップハンドルの使用は禁止する。 

h.) MTB 用のバーエンドを装着してもよいがバーエンドは塞がれていなければならない。 

 

6.5. トランジションエリア規範 

a.) 競技規則、第７章の全てを参照してください。 

 

 

6.6. ラン規則 

a.) スパイクシューズを使用することができる。 

 

6.7. コーチステーション 

a.) コーチはバイクとラン競技において、指定スペースでドリンクおよび補給食を選手に提供することができ

る。 

 

6.8.スペシャルニーズ 

a.) バイクかランいずれかもしくは両方において、スペシャルニーズのためのステーションが追加提供される

場合がある。 

b.) これらのステーションで提供する全ての物は、大会実行委員会が用意したボランティアにより渡される。 

c.)これらのステーションが提供されていない場合、他の誰からも物が提供されることはない。そうでない場合、

これは外部支援とみなされる。 

d.) 適切に梱包しラベル付けすること条件に、選手が特別なツールやスペア品を置くことのできる修理ゾーン

をバイク種目中に設ける場合がある。選手は修理を自分自身で行う責任がある。 

 

7. 予選ラウンド形式での競技 

7.1.  総則 

a.) 予選ラウンド形式での競技は、いくつかのラウンドで構成されており、各予選通過選手が次のラウンド

に進み、最終的には決勝で勝者を決定する。 
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7.2.ラウンド 

a.) ラウンドは、予選と決勝と呼ばれる 2 つのラウンドがある 

b.) 予選と決勝での選手数は最大 30 名とする。予選の数は次のようになる。 

参加選手 予選 

30人未満 予選無し、一発決勝 

31人から60人 2つの予選(15人から30人毎) 

61人から90人 3つの予選(20人から30人毎) 

91人から120人 4つの予選(22人から30人毎) 

121人から150人 5つの予選(24人から30人毎) 

 

7.3.  予選 

a.) すべての予選は、決勝に決まった数の選手を選出する。さらに、一定数の選手が、予選タイムによって

選出される。 

参加選手 予選の数 各予選の決勝進出者数 タイムで選出される選手数 

31人から60人 2 14 2 

61人から90人 3 9 3 

91人から120人 4 7 2 

121人以上 5 5 5 

b.) 別の予選の組の選手が、同タイムで予選ポジション最下位で同順位となった場合、それら全員を予選

通過とし、結果次のラウンドでは選手数が増える。 

c.) 決勝に進めなかった選手は、タイムにより選別される。決勝を辞退した選手がいたら、決勝進出できな

かった選手の中より第一選手を繰り上げとする。決勝への選手数が 30 名を下回った場合、繰り上げを

行う。（同一タイムの選手からランダム選択する。）繰り上げの制限時間は、選手登録開始までとする。 

d.) B 決勝があるレースにおいては、A 決勝に進出できなかった選手の中から予選タイムベスト 30 の選手が

B 決勝に選出される。 

 

7.4. 予選での選手配分 

a.) 技術代表は、予選の組を次のように構成する。 

(1) 該当するランキングが存在しない場合、選手は、準決勝の選手数を同じくするために各予選ごとに

配分される（準決勝の組によっては、他より選手 1 名が多い）。 

同じ国内競技団体からの選手は、同じ原則に従い各予選ヒートごとに配分される。 

(２) ランキングが適用できる場合、ランク付けされた選手は次のチャートにより配分され、非ランク選手

は、同一国内競技団体からの選手は全てのヒートに同数配分し全ヒートを同人数とする原則に従い、

残りのスポットに配分される。 

いない選手は、残りのスポットに配分される。 
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表：予選でランク付けされた選手の配分例 

予選 1 組 予選 2 組 予選 3 組 予選 4 組 

1    

 2   

  3  

   4 

   5 

  6  

 7   

8    

9    

 10   

  11  

   12 

   13 

  14  

 15   

16    

17    

etc.    

確認：数字はランキングオーダーを反映する。 

 

7.5.  ナンバーリング 

a.) 決勝でのナンバーリングは、以下の基準で順次割り付ける。第一基準：予選での順位。第二基準：予選

のタイム。第三基準：ポイントランキング。第四基準：ランダム配分。 

 

7.6.  リザルト 

a.) 大会の最終リザルトは、決勝の結果とする。 

b.) 大会で、決勝での完走者よりも、より多くの順位にランキングポイントが配分されるときは、残りのポイン

トは次のように授与する。 

(1) 予選タイムに準じて決勝での DNF 選手へ配分。 

(2) 予選タイムに準じて決勝での DNS 選手へ配分。 

(3) B 決勝のないレース：予選タイムに準じて決勝に進めなかった選手へ配分。 

B 決勝があるレース：B 決勝の結果でポイントを配分。 

(4) DSQ 選手は、ポイントを獲得することはできない。 

 

7.7. 賞金 

a.) 賞金配分は、総則（ITU 競技規則の附則 I）に従い、必要に応じて前項を参照する。 

 

8. タイムトライアル予選形式での競技 

8.1. 総則 

a.) タイムトライアル予選形式での競技は予選と決勝の２つのレースで構成される。予選は選手が一人ず

つスタートするタイムトライアル方式であり、決勝は予選タイムで選抜された選手が一斉スタートするレ

ースである。 

b.) 決勝での結果をレース結果とする。 

 

8.2. ラウンド 

a.) 競技は２ラウンドがある。 
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b.) それぞれ予選と決勝と呼ばれる。 

c.) 予選はドラフティング禁止バイクレースのタイムトライアルで行われ、決勝は一斉スタートのドラフティン

グ許可バイクレースで行われる。予選と決勝の両方で、選手はドラフティング許可レース用のバイクと

用具を使用しなければならない。 

d.) 技術代表はタイムトライアル予選の各選手のスタート間隔を 15 秒から 3 分の間で決定する。 

e.) 決勝は 30 人の選手で行われる。審判長は技術的装置を利用して 2 人あるいはそれ以上の選手が同着

かどうかを判断する。同着があった場合、決勝が 30 人以上の選手で行われる場合もある。 

 

8.3. 予選から決勝へ 

a.) 予選でタイムの速い上位から 30 人の選手が、決勝進出の資格を持つ。 

b.) 決勝に進出しない選手は、予選のタイムによって順位を付ける。決勝に棄権する選手が出た場合、決

勝に進出しなかった中で、最も速かった選手が繰り上がり決勝へ進出する。この繰り上げは決勝進出

選手が 30 人を下回った場合だけに行われる。繰り上げは選手登録が開始される迄とする。 

c.) B 決勝が行われる場合、A 決勝に進出できなかった選手の中からタイムの速い上位 30 人の選手が、B

決勝の出場資格を持つ。 

 

8.4. 予選でのナンバーリングと選手の配分 

a.) レースナンバーは ITU 競技規則 2.10 章に則って選手に割り当てられる。 

b.) 選手はレースナンバーの大きいほうから降順で、一人ずつスタートする。 

c.) 選手がスタートしなかったり、レースナンバーがいくつかが割り当てられなかった場合、使用されなかっ

たナンバーに割り当てられたその時間に選手がスタートしているとみなして、スタートを連続して進め

る。 

d.) スタートリストの例を以下に示す。 

   

レースナンバー 名 姓 国コード スタート時間 

102 Grzegorz Zgliczynsk POL 09:00:00 

101 Andrew Farrell USA 09:00:30 

100 Todd Martin AUS 09:01:00 

99 Gervasio Da silva BRA 09:01:30 

 

8.5. 予選スタートシステム 

a.) ITU 競技規則 4.7 に定められた原則を適用する。 

(1) 選手はスタート時間にスタートラインに居る責任がある。 

(2) ビデオカメラが全てのスタートを記録するために使用される。 

(3) スタート審判は自身の時計と記録担当の時計を一致させる責任がある。 

(4) スタート審判は全ての選手が正しい時間にスタートできるように機会を提供しなければならない。

スタート審判のアシスタントは、違反があった場合の詳細を記録するために、スタート審判員の近

くに居なければならない。選手のスタートの遅れが不可抗力であったと審議委員が判断した時の

ために、選手の正確なスタートタイムは、電子的装置と手動で記録されなければならない。 

(5) 選手はスタート順に並ぶ。選手は自身のスタート時間の 2 分前までにプレスタートエリアで申告し

なければならない。 

(6) 選手は、スタートの 15 秒前と 5 秒前に、スタートまでの残り時間をスタート審判員から知らされる。 

(7) スタート審判員は電子/手動ホーンを用いてスタート時間を知らせる。 

(8) スタート時間前にスタートした選手はスタートラインに呼び戻される。スタートラインに戻らなかった

選手は失格となる。スタート時間後にスタートしようとする選手はスタート審判員の承認を得てスタ

ートしなければならない。これらの選手のスタート時間は予め設定されたスタート時間になる。 

 

8.6. 決勝でのレースナンバーの割り当て 

a.) 決勝のレースナンバーは予選タイム順に割り当てられる。予選で最も速いタイムに決勝でレースナンバ

ー１番が割り当てられる。同着の選手はランダムにナンバーを振られる。 
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8.7. 結果 

a.) 決勝の結果を大会の最終結果とする。表彰、賞金はそれによって配分される。 

b.) 決勝で完走した選手よりも多くのランキングポイントが割り当てられる大会であれば、以下の順に残り

のポイントを割り当てる。 

(1) 予選のタイムに応じて、決勝で DNF の選手 

(2) 予選のタイムに応じて、決勝で DNS の選手 

(3) もし B 決勝がなかった場合：決勝に進出しなかった選手の中から、予選のタイムによってポイントを

割り当てる。もし B 決勝がある場合：B 決勝の結果でポイントを決める。 

(4) DSQ 選手はいかなるポイントも獲得できない。 

 

9. アクアバイク 

9.1. 総則 

a.) アクアバイクはスイム、トランジションエリア１、バイク、そしてトランジション２の構成である。 

b.) アクアバイク大会はエイジグループのカテゴリのみで、同じ距離のスイムとバイクをもつ（トライアスロン）

大会のプログラムに含めて開催される。 

 

9.2. 距離 

a.) アクアバイクが含まれているスタンダードディスタンスのトライアスロン大会の距離を反映し、1500m スイ

ムに 40km のバイクが続く。 

b.) アクアバイクが含まれているロングディスタンスのトライアスロン大会の距離を反映し、1900m 以上のス

イムに 80km 以上のバイクが続く。 

9.3. 特別競技規則 

a.) アクアバイクはアクアバイクが含まれているロングディスタンストライアスロン大会と同じ競技規則によっ

て統治される。（2018 年 ITU 競技規則ではアクアバイクはエイジグループカテゴリーで実施できると変更

になっている） 

 

9.4. フィニッシュ 

a.) 選手はバイクコースの終わりにあるフィニッシュラインで競技を終了する。前輪のタイヤがフィニッシュラ

インの手前側端から立ち上げた垂直面にかかった瞬間がフィニッシュとなる。この地点で記録されたタイ

ムが最終のタイムである。 
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（ＩＴＵ附則抜粋） 

附則 A：レース距離と年齢要件 

 

トライアスロン 

トライアスロン スイム バイク ラン 出場最低年齢 

チームリレー 250 から 300m 5 から 8 ㎞ 1.5 から 2 ㎞ 15 

スーパースプリント 250 から 500m 6.5 から 13 ㎞ 1.7 から 3.5 ㎞ 15 

スプリント 750m 以上 20 ㎞以上 5 ㎞以上 16 

スタンダード 1500m 40 ㎞ 10 ㎞ 18 

ミドル 1900 から 3000m 80 から 90 ㎞ 20 から 21 ㎞ 18 

ロング 1000 から 4000m 100 から 200 ㎞ 10 から 42.2 ㎞ 18 

 

デュアスロン 

デュアスロン ラン バイク ラン 出場最低年齢 

チームリレー 1.5 から 2 ㎞ 5 から 8 ㎞ 0.75 から 1 ㎞ 15 

スプリント 5 ㎞ 20 ㎞ 2.5 ㎞ 16 

スタンダード 5 から 10 ㎞ 30 から 40 ㎞ 5 ㎞ 18 

ミドル 10 から 20 ㎞ 60 から 90 ㎞ 10 ㎞ 18 

ロング 10 から 20 ㎞ 120 から 150 ㎞ 20 から 30 ㎞ 18 

 

アクアスロン 

アクアスロン ラン スイム ラン 出場最低年齢 

スタンダード 2.5 ㎞ 1000m 2.5 ㎞ 16 

スタンダード(低水温)  1000m 5 ㎞ 16 

ロング 5 ㎞ 2000m 5 ㎞ 18 

ロング(低水温)  2000m 10 ㎞ 18 

 

ウィンタートライアスロン 

ウィンタートライアスロ

ン 

クロスカントリーラ

ン 

マウンテンバイ

ク 

クロスカントリース

キー 

出場最低年

齢 

チームリレー 2 to 3 km 4 to 5 km 3 to 4 km 15 

スプリント 3 to 4 km 5 to 6 km 5 to 6 km 16 

スタンダード 7 to 9 km 12 to 14 km 10 to 12 km 18 

 

S3 ウィンタートライアスロン 

S3 ウィンタートライアス

ロン 

ラン スケート クロスカントリース

キー 

出場最低年

齢 

スタンダード 4 から 6 ㎞ 10 から 14 ㎞ 7 から 9 ㎞ 16 

 

クロストライアスロン 

クロストライアスロン スイム 
マウンテンバイ

ク 
クロスカントリーラン 

出場最低年

齢 

チームリレー 200 から 250m 4 から 5 ㎞ 1.2 から 1.6 ㎞ 15 

スプリント 500m 10 から 12 ㎞ 3 から 4 ㎞ 16 

スタンダード 1000 から 1500m 20 から 30 ㎞ 6 から 10 ㎞ 18 
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Cross Duathlon:クロスデュアスロン 

クロスデュアスロン 
クロスカントリーラ

ン 

マウンテンバイ

ク 
クロスカントリーラン 

出場最低年

齢 

チームリレー 1.2 から 1.6 ㎞ 4 から 5 ㎞ 0.6 から 0.8 ㎞ 15 

スプリント 3 から 4 ㎞ 10 から 12 ㎞ 1.5 から 2 ㎞ 16 

スタンダード 6 から 8 ㎞ 20 から 25 ㎞  18 

 

アクアバイク 

 スイム バイク 最年少年齢 

スタンダード 1500m 40 ㎞ 18 

ロング 1000 から 4000m 100 から 200 ㎞ 18 
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附則 D：用語の定義 

Age 

年齢 

大会の実施年 12 月 31 日における選手の年齢 

Age group Team Managers Briefing 

エージグループチームマネジャー競技説明会 

TD が競技に関する詳細事項をエージグループのチ

ームマネジャーとコーチに対して通知する説明会 

Aid/Outside Assistance 

エイド/外部援助 

選手が受けるいかなる種類の物質的な補助や人的

援助。その援助の内容により、許可されたり、禁止さ

れることがある。 

Ambush Marketing 

アンブッシュマーケティング 

意図的にテレビやメディアの生放送の機会を利用し

て、撮影者が許可されたサイズよりも大きくスポンサ

ーロゴを映し出したり、LOC や ITU によって提供され

ていない用具や物体を映し出すこと。 

Appeal 

上訴 

競技大会の審議委員会や ITU 仲裁裁判所に対する

要求で、審判長/審議委員会の決定に対する再調査

を求めるもの。（注:ドーピング違反の発見やドーピン

グ違反の発見により科せられた罰則に対する上訴

はこれには含まれない。ITU 仲裁裁判所にこれらの

上訴は独立してなされなければならない。） 

Appeal Panel：上訴委員 表彰式から競技終了後 48 時間以内の間に、ITU 技

術委員 1 名、ITU スポーツ省の代表 1 名、 

技術代表、または、LOC の代表者 1 名から構成され

た上訴委員。抗議の決定を含む、全ての審判長の

下した決定の上訴の抗議の有効性を判断し、聴聞

し、裁定する。 

Appellant 

上訴人 

上訴する選手。 

Aquabike 

アクアバイク 

スイムとバイクの２つのパートからなるマルチスポー

ツ： 最初の競技がスイムで最後がバイクとなる。 

Aquathlon 

アクアスロン 

スイムとランの３パートからなるマルチスポーツ：第

一ラン、スイム、第二ランの構成となる。 

Assistance 

援助 

選手を援助したり安定させるためになされる無許可

や非公式なあらゆる試み。 

Assistant Chief Technical Official 

アシスタントチーフ TO 

競技や競技コース上の担当 TO の配置調整に関して

CTO を補佐する。 

Athletes 

選手 

大会に登録し参加する個人 

Athletes’ Briefing 

選手競技説明会 

TD が競技に関するすべての詳細事項を選手に通知

する説明会。 

Bag Drop System：バイクドロップシステム 1. 次の種目で使用する全ての用具を入れた事前に

準備されたバッグ 

2. 決められた場所で用具の交換をする 

3. 同じバッグに使用した全ての用具を入れ、決めら

れた場所でバッグを落とす 

Bicycle 

自転車 

自転車は 2 つの同径のホイールからなる人的駆動

の乗り物である。前輪は操舵可能であり;後輪はペダ

ルとチェーンからなるシステムによって駆動されなけ

ればならない。自転車はバイクとも呼ばれる。 

Bike catchers 

バイクキャッチャー 

大会実行委員会が降車ライン後方に配置する人。

選手からバイクを受け取り、競技後に選手が回収に

来る場所へ、バイクを運ぶ 
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Blocking 

ブロッキング 

一人の選手による他の選手に対する意図的な進行

妨害のこと。バイクコースにおいて、道路上の適切と

される側を進行しない選手。 

Blue card 

ブルーカード 

バイク競技中におけるドラフティング違反に対する罰

則を選手に対して通知する為の青いカード。 

Charge 

チャージ 

他の選手の進行を妨げる、前方、後方や側面への

一選手による接触。 

Check in 

チェックイン 

競技前に行われる、選手ラウンジとトランジションエ

リアへの入場管理。両方ともに TDによって入場許可

時間が決められる。 

Chief Technical Official 

チーフ TO 

  

TD により任命され、TO の配置調整及び管理に責任

を持つ。 

Clean Start 

クリーンスタート 

全ての選手がホーンの後にスタートする。競技は続

行される。 

Coaches meeting 

コーチ競技説明会 

TD が競技に関する全ての詳細情報をコーチに通知

する説明会。 

Competion 

競技 

スタートからフィニッシュまでスポーツする単独種目

か複数種目。予選/決勝やタイムトライアル予選フォ

ーマットを除き、ほとんどの場合がレースの定義内に

合致する。 

Competition Jury 

審議委員会 

審議委員は TD により任命され、TD が審議委員長を

務める。抗議における判定を含む、審判長による決

定に対する全ての上訴に対する聴聞や裁定を実施

し、抗議上訴の適格性を決定する責務がある。 

Conflict of interest 

利益相反 

業務上の判断や行為において、主要な利益が別の

利益により不当に影響されてしまう危険性を産み出

す一連の状況。 

Continent 

大陸 

ITU による 5 つの地理的区分。アフリカ、アメリカ、ア

ジア、ヨーロッパ、そしてオセアニア。 

Continental Technical Officials (CTOs) 

CTO 

ITU によって認可されたレベル 2TO。 

Course 

コース 

スタートからフィニッシュまで、進行方向が、明確にマ

ークかつ測定され所定の表示がされていなければな

らない。 

Crawling 

這う行為 

手足のうち 3 つ以上が地面に接した状態で、選手が

前進する行為。 

Development Event 

振興（設定）大会 

ITU と各大陸別競技団体によって認可された大会。

その大会では ITU は特定の事前に定義された国内

競技団体からの選手のみの参加を許可する。 

Cycling Segment 

バイク競技 

選手競技説明会時に定義される通り、バイクコース

上でバイクに乗るか、押すかもしくは運ぶ行為が行

われる競技上の一部である。バイクコースは乗車ラ

インで始まり降車ラインで終わる。 

Dismount Before The Dismount Line 

降車ライン手前における降車 

選手の足はバイクを降車後、降車ライン手前の地面

に接触しなければならない。 

選手の足が降車ライン手前で完全に地面と接触しな

ければ、ルール違反とみなされる。 

Dismount Line 

降車ライン 

選手がバイクから完全に降車しバイクラックに進行

する際に、バイクコースからトランジション入口にお
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いて指示されたラインである。降車ラインはトランジ

ションエリア入口の幅であり、旗/ライン/審判、もしく

はその組み合わせによって明示される。 

Disqualification 

失格 

報告された、もしくは抗議の理由となる、ルール違反

に対する適切な罰則の一つ。この罰則の結果、当該

選手は大会のフィニッシュタイムやスプリットタイムが

なくなり、いかなるカテゴリーや競技全体の順位がつ

かない。当該選手の結果は DSQ(失格)と表示され

る。 

Draft Zone Bicycle 

バイクドラフトゾーン 

スタンダード及びそれより短い距離の大会において

はバイク競技中のドラフトゾーンは道幅X10m で、ミド

ル及びロングディスタンスの大会においては道幅

x12m と定義される。 

Draft Zone Motorbike 

オートバイドラフトゾーン 

バイク競技中、オートバイドラフトゾーンは道幅 x12m

と定義される。 

Draft Zone Vehicle 

他の乗り物によるドラフトゾーン 

バイク競技中、道幅 x35m が他の乗り物によるドラフ

トゾーンと定義される。 

Drafting 

ドラフティング 

ドラフトゾーンに侵入後、スタンダード及びそれより短

い距離の場合は 20 秒、ミドル及びロングディスタン

スの場合は 25 秒以内に追い越しを完了しないとドラ

フティングとみなされる。 

Duathlon 

デュアスロン 

バイクとランの３パートからなるマルチスポーツ：第

一ラン、バイク、第二ランの構成となる。 

Early start 

フライング 

スタート合図より前に、選手の足がスタートラインの

垂直部分を越えるとき。 

Elite 

エリート 

エリート選手はエリートレースで競技する選手。 

Event 

大会 

通常同日、またや連日で開催される同じカテゴリー

のレースのグループ（例えば、世界選手権、コンチネ

ンタル大会） 

Event Organisers Manual (EOM) 

大会主催者マニュアル 

一貫して高度な世界大会運営及びマーケティング水

準を確実に導入するために開発されてきた文書。 

Event-weekend 

大会週末 

大会開催行う日、その日には土曜日と日曜以外の

日も含まれるかも知れない。 

Expulsion 

追放 

追放処分とされた選手は生涯にわたり、いかなる

ITU 認可大会や ITU と関連した NF に認可されたい

かなる大会への参加が認められない。 

Festival 

フェスティバル 

同じ場所で、短い期間で(最大 10 日間まで)開催され

る異なったマルチスポーツのグループ 

Field of Play (FOP) 

競技エリア 

ITU 競技大会が実施される競技コース。 

Field of Play Decision 

競技場での決定 

技術代表や、または審議委員会による ITU ルールの

適用や解釈。 

Final 

決勝 

予選方式の大会における最後の回戦。決勝におい

て大会の優勝者とメダリストが決定される。 

Finisher 

フィニッシャ― 

ルールにのっとりレース全体を完了しフィニッシュラ

インを越えた、フィニッシュラインの先端部からの垂

直線を胴体部分の一部（言い換えると頭、首、腕、

脚、手足を除いた身体）でも接触した選手。 

Force Majeure ストライキ、ロックアウトや他の産業上の混乱、公序
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不可抗力 公権に対する不法行為、戦争による封鎖、暴動、落

雷、火災爆発、嵐、洪水、要注意人物、ボイコットや

制裁によって引き起こされる貨物や移動の遅れを引

き起こす、合理的に見て主催者に管理責任を問えな

い出来事。 

Incapable Athlete 

競技続行不可と判定された選手 

レース医療関係者によって、レースを続行すると自

身や他の選手に対して怪我を負わす可能性が高い

と判断された選手。 

Indecent Exposure 

不適切な露出 

故意に臀部や陰部を露出すること。更に女性選手の

場合、故意に乳首を露出すること。 

Inland Water 

陸水 

水位の変わることに影響のある湖、入り江、運河や

潮流の川上 

Interference 

妨害 

他の選手を妨げる意図的なブロック、チャージや突

然の動作のこと。 

International Technical Officials (ITOs) 

ITO 

ITU によって認可されたレベル 3TO。 

International Triathlon Union (ITU) 

国際トライアスロン連合 

T トライアスロン、デュアスロン、アクアスロン、ウィン

タートライアスロンかつその他全てのマルチスポーツ

を世界的に管轄する主体。スイスのローザンヌに所

在する非営利活動法人。 

ITU Competition Rules 

ITU 競技規則 

公正で安全な競技をつかさどる全てのルールと規則

を含有する文書。 

ITU Members 

ITU メンバー 

ITU に関連する NF 及び大陸連合。 

ITU Rules 

ITU 諸規則 

ITU により日々採用され改正される諸規則で、主だっ

たもので ITUEOM、ITU 競技規則、ITU 憲法と附則、

ITU 認定識別に関するガイドライン、ITU アンチ・ドー

ピング規則やワダコード、ITU 選手同意書、ITU クオ

リフィケーション基準、ITU ランキング基準がある。諸

規則は www.triathlon.org からダウンロード可能であ

る。 

Invalid Start 

有効でないスタート 

複数の選手が明らかにホーンの前にスタートし、他

の選手はスタートラインの後ろにとどまる場合で、ス

タートはクリーンとみなされず有効でないと宣言され

る。 

Last Biker – First Runner Scenario 

最後尾のバイク乗車者と第一ランナーのシナリオ 

バイクとランコースが部分的に共通の場合に発生

し、第一ランナーがバイクとランコースの重なった部

分に達し、その場所より前にコース上にバイク乗車

者がいる展開 

Local Organising Committee (LOC) 

LOC 

ITU 競技大会を開催する主体。 

Medal Events(paratriathlon) 

メダルイベント(パラトライアスロン) 

同じメダル獲得のために 1 つまたは、それ以上の競

技クラスの選手が含まれる競技 

Mount After The Mount Line 

乗車ライン後の乗車 

選手がバイクに乗車する前に、選手の足が乗車ライ

ン後で完全に地面と接触しなければ、ルール違反と

みなされる。 

Mount Line 

乗車ライン 

選手がそのラインの後でバイクに乗車し、バイクコー

スへ向かうトランジション出口において指示されたラ

インである。乗車ラインは通常トランジションエリア入

口の幅であり、旗/ライン/TO、もしくはその組み合わ
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せによって明示される。 

National Federation (NF) 

NF 

ITU と関連する各国トライアスロン管轄団体。 

National Federation Quota 

国内競技団体割り当て 

特定のある競技で 1 国内競技団体に割り当てる最

大割り当て数 

National Technical Officials (NTOs) 

NTO 

NF に認可されたレベル 1TO。 

Overtake 

追い越し 

バイクコース上で、追い抜きをかける選手の前輪の

先端が追い抜かれる選手の前輪の先端を越えた状

態である。追い越しは適切な側からのみ可能であ

る。 

Pack 

パック 

二人以上の選手がドラフトゾーン内にいる状態。 

Panel 

委員 

特定課題の決定や提案をする、事前に定義された

権利者からなる最低 3 名以上の人々で構成された

一時的、または永続的な団体 

Pass 

追い抜き 

選手同士のドラフトゾーンが重なる場合、最大 20 秒

以内で継続的に前進続けることでそのドラフトゾーン

から離脱し追い越さなければならない。選手は適切

な側のみを通行し追い抜くことができる。 

Penalty 

罰則 

ITU TO によって判定された、選手による意図的でな

いルール違反の帰結である。罰則には、タイムペナ

ルティ、失格、資格停止や追放といった形態がある。 

Penalty Box 

ペナルティボックス 

バイクコース上やランコース上に設けられた、ルール

違反に対するタイムペナルティを科すための区域。 

Prosthesis 

義肢 

逸失した身体の一部を代替するために用いる人工

的な器具。 

Protest 

抗議 

他の選手や競技役員の行為や競技の状況に対して

なされる正式な苦情申立。 

Race 

レース 

勝者、メダル、結果リストを決めるある競技や、複数

の競技。パラトライアスロンにおいて、メダルイベント

と命名されている(エリート男子、50-54 カテゴリー女

子など) 

Head Referee 

審判長 

TO によって報告された全てのルール違反に関して

聴き取りをし最終決定をする、かつ TD に対する責任

を負う TO。TD が審判長を任命する。 

Red card 

レッドカード 

選手に対して失格を宣告するカード。 

Region 

地域 

地理的または文化的理由により関連付けられた、同

じまたは異なる大陸からの連邦グループ。 

Registration 

登録 

選手及びコーチ向け競技説明会の入口に設けられ

るチェックポイント。この説明会の参加者は参加者名

簿にサインする。 

Results 

結果 

違反報告書が裁定され、抗議及び上訴が聴聞され、

罰則が与えられた後の全選手の時間内フィニッシュ

順位。 

Right of Way 

優先通行権 

ITU 競技規則の範疇で、競技中首位になった選手が

望ましいコースを通行する権利。 

Round 

回戦 

予選方式の競技大会における各ステージのこと。予

選方式の競技大会には準決勝及び決勝の 2 回戦が
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存在する。 

Run Course 

ランコース 

競技説明会で定義された、選手が走るか歩くことの

できる特有の境界のある競技コースの一部である。

トライアスロンとアクアスロンにおいては、ランコース

はトランジションの出口に始まりフィニッシュラインで

終わる。デュアスロンにおいては、第一ランはスター

トラインで始まり、トランジション入口で終わり;第二ラ

ンはトランジション出口に始まりフィニッシュラインで

終わる。 

Sanction 

認可 

A 大会運営に対する NF による許可。許可発行は大

会計画する認可団体によって十分に検分され、安全

かつ公正な大会運営のために最大限の潜在資源を

提供するNF運営要求に十分沿うことの宣言である。 

Sea and Transition Water 

海や転移水域 

海洋や海、河口や三角州、リアス式海岸を含む潮流

に影響を受ける川の一部 

Semifinal 

準決勝 

予選方式の競技大会の予選部分である。準決勝は

決勝にすすむ選手を決定する。 

Smart Helmet 

スマートヘルメット 

耳を覆うものや覆わないものを含めた音響サウンド

システムがあるバイクヘルメット 

Sorted Waiting List 

並べ替えられたウェイティングリスト 

未だスタートリストに含まれていない選手リストで、特

定の予選基準で並べ替えられているリスト 

Sport Class 

競技クラス 

パラトライアスロン競技クラスは、障がいに因る活動

限定度に応じて選手が区分分けされる、ITU によっ

て定義された区分である。 

Sportsmanship 

スポーツマン精神 

競技中の選手がとるべき言動。スポーツマン精神と

は、公正、合理的で礼節のある言動とされている。

一方、悪いスポーツマナーは公正でなく、非倫理的

で、不正直で、乱暴な行為、意図的な違法行為、暴

言、恐喝、持続的なルール違反のような言動を指

す。 

Standard Bridge Piece 

標準ブリッジピース 

ハンドルバークリップ・オンの両先端部を連結するプ

ラスチックか金属製の堅固な部品で商業的に購入

可能なもの。 

Start List 

スタートリスト 

競技で競争することが承認された選手リスト 

Start Wave 

スタートウェーブ 

同じ時刻に同時にスタートする選手のグループ。スタ

ートウェーブは異なるレースを含むことができる(例え

ば、異なるパラトライアスロン競技クラス、異なるエイ

ジグループなど)。しかしまた、レースを異なるスター

トウ ェブに分けるこ ともで きる (エイジグループ

20-24A と 20-24B) 

Stop and Go 

ストップアンドゴー 

選手をストップさせ、誤りを正して競技を続行させる

罰則。 

  

Suspension 

資格停止 

この罰則を受けた選手は定められた資格停止期間

内にいかなる ITU や ITU 関連加盟連合認可大会に

参加できない。ドーピング違反に因る資格停止処分

の選手は IOC 関連のいかなる地方、地域、州、国家

や国際大会に参加できない。違反の重大度に応じて

資格停止期間は異なる。ITU による資格停止の場
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合、資格停止期間は ITU 仲裁裁判所によって決定さ

れる。 

Swim Course 

スイムコース 

競技説明会で定義された特有の境界内の、選手が

スイム競技を行うレースコースの一部。トライアスロ

ン及びアクアスロンにおいて、スイムコースはスター

トラインに始まりトランジションエリア入口前の水際で

終わる。 

Technical Delegate 

TD（技術代表） 

ITU による資格を受けた TO で、ITU 競技規則及び

ITU EOM が全ての側面において競技大会の前中後

から確実に履行されていることに責任を負う。上訴

がなされた場合、TD は審議委員会の長を務める。

TD 

は通常は認可大会の管理監督の責を負う。 

Technical Official 

TO（審判） 

ITU競技大会における ITO、CTO、NTOによる審判チ

ーム。 

Time Penalty 

タイムペナルティ 

ある時間をペナルティボックス内でとどまる罰則。フ

ライング時のタイムペナルティはペナルティボックス

ではなく第一トランジションにおいて科せられる。 

Torso 

胴体 

首、頭及び四肢を除いた身体。 

Transition Area 

トランジションエリア 

スイムコースやバイクコースやランコースの一部でな

く、個人の競技ウェアや用具を置くために選手に割り

当てられた、明確な境界を持つ場所のこと。 

Triathlon 

トライアスロン 

連続するスイム、バイク及びラン競技からなる個人

やチームスポーツ。 

Valid Start with Early Starters 

フライングがある有効スタート 

合図前にスタートした選手がごく少数の場合。フライ

ングした選手は第一トランジションにおいてタイムペ

ナルティを受ける。 

Venue 

競技会場 

全てのウォームアップと競技区域、その上空、公式

ホテル、放送者、プレスとメディア区域、EXPO 区域、

と際限ない観客区域を含む隣接区域、VIP 席、トラン

ジションエリア、フィニッシュエリア及び LOC の管轄

化にある全ての区域。 

Violation 

違反 

罰則につながるルール違反。 

Waiting List 

ウェイティングリスト 

スタートリスト作成前にスタートリストにまだ含まれて

いない選手リスト 

Warning 

警告 

競技中、選手に対して TO から出される注意。警告

の目的は起こりうるルール違反の潜在性を選手に注

意喚起し、予見的な行動を促進することである。 

Winter Triathlon 

ウィンタートライアスロン 

異なるウインタースポーツからなるマルチスポーツ。

二つの様式がある、1つ目は雪上ラン、雪上バイクそ

してクロスカントリースキーでフィニッシュするもの

で、2 つ目は雪上ラン、スケート、そしてクロスカントリ

ースキーでフィニッシュするものである。 

Yellow card 

イエローカード 

警告、タイムペナルティやストップアンドゴーになりう

る違反を選手に対して通知する為のカード。 
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附則 E：資格とランキング基準 

1.総則 

 

1.1.全ての ITUとコンチネンタル大会の特定資格基準は ITUウェブサイトの以下のリンクで概説されている。 

https://www.triathlon.org/about/downloads/category/qualification_criteria 

1.2. ITU と大陸別競技団体の特定のランキング基準は ITU ウェブサイトの以下のリンクで概説されている。 

https://www.triathlon.org/about/downloads/category/ranking_criteria 

1.3.資格の一般的な手順と規則は以下に概説されている。 

 

2. スタートリストとウェイティングリスト管理手順 

 

2.1.この章は、特定の除外を除いて、全ての ITU 大会に影響する。除外はこの資格基準で示されている。

資格基準はまた、設定される。 

a.) (*) 国内競技団体の割り当て 

b.) (*) 主催国競技団体の割り当て 

c.) (*) 拡大された国内競技団体の割り当て 

d.) (*) 拡大された主催国競技団体の割り当て 

e.) 招待委員の自由裁量による余剰の割り当て 

f.) スタートリスト作成日 

g.) それぞれの国内競技団体ごとに割り当てられた入れ替えできる人数 

h.) 国内競技団体が入れ替えを要求できる最終日 

i.) 国内競技団体がペナルティを受けることなく大会欠場の相談ができる最終日 

j.) 割り当てられる招待の最大人数 

k.) 招待委員のミーティング日 

(*)これらの割り当ては、ペナルティ適用の結果、減少することがある 

 

2.2.選手は、国内競技団体に与えられた大会初日の 33 日前にウェイティングリストに登録される。選手は

以下の優先基準に従って並べ変えられる。 

a.) ITU 世界ランキングや出場資格で示された優先 

b.) ITU 世界ランキングポイントなしの選手は、主催国競団体を先頭に、IOC 国コードのアルファベ

ット順に国内競技団体ごとに一人ずつ、並べ替えられる。 

c.)上述と同じ方法で、全ての国内競技団体の選手が１人ずつウェイティングリストに入ったら、各

国内団体の2番目の選手がウェイティングリストに入る。そして3番目の選手が、入り、同様に

続く。 

d.)これらの並べ替え後に登録された選手は、エントリー時間に従って最後のポジションに割り当

てられる。 

 

2.3.特定の資格基準で異なる指示がなければ、スタートリストは競技初日から 32 日前に作成される。 

 

2.4.選手は、並べ替えられたウェイティングリストの順番に従って、スタートリストに承認される。この特定

の選手を含むということは、国内競技団体の割り当てや、主催国競技団体の割り当てを増やすこと

ではない。 

 

2.5.拡大された割り当てで含まれた選手は、“拡大された国内競技団体の割り当て”としてタグ付けされ

る。 

 

2.6.スタートリストに承認された選手の最大人数は、特定資格基準で示されており、招待で割り当てられた

人数をマイナスする。招待委員の決定のある大会の 28 日前までスタートリストに選手は移動されな

い。 

 

2.7.ある大会の競技初日より 30 日前まで 
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a.)国内競技団体は入れ替えを要求できる。 

b.)国内競技団体はペナルティ無で欠場を要求できる。 

c.)国内競技団体は招待を要求できる。 

 

2.8.ある大会の競技初日の 28 日前の招待は、この附則の７章に概説されているように、判定される。 

 

2.9.招待委員によって埋まらないスタートポジションは並べ替えられたウェイティングリストにある、次の資

格ある選手が埋められる。 

 

2.10.上述の手順に従って、ある選手が欠場するその国内競技団体が“拡大された国内競技団体の割り

当て”とタグ付けされない場合、同じ国競技団体の第一選手にタグが自動的に移動される。 

 

2.11.スタートリストの空きに、並べ替えられたウェイティングリストの次の資格を有する選手が埋められる。 

スタートリストの空きは、選手の欠場の結果やエントリー数が少ない場合に起こる。 

 

2.12.ウェイティングリストの全ての選手が、“拡大された国内競技団体の割り当て”タグ付けされ、スタート

リストの空きがある場合、一番上の選手が承認される。国内競技団体の拡大割り当てや主催国の

拡大割り当て選手の受け入れは、並べ替えられたウェイティングリストの順位に従って、各国内競技

団体ごとに 1 人ずつ順番に入る。全ての影響を受ける国内競技団体がスタートリストに 1 人ずつ拡

大割り当ての選手を入れたなら、スタートリストに各競技団体の 2 番目の選手が入る、という様に続

く。 

 

2.13.どの選手も競技説明会 48 時間前からウェイティングリストに許可されない。 

 

2.14.競技説明会 24 時間前からの空きは、競技説明会に参加した選手で埋められる。 

 

3.行われること 

 

3.1.選手に適用される行動 

a.)大会前の月曜日の 13:00GMT 後に競技の欠場を決めた選手は、欠場する大会当日から数え

て 30 日先まで大会の全てのスタートやウェイティングリストから除外される。 

b.)選手は、欠場した日、そしてその翌週のイベントのいかなる競技に参加することを禁止される。 

c.)第二週目のペナルティは下記で述べる“ジョーカー”を使うことで避けることができる。 

3.2.国内競技団体に適用する行動 

a.)競技初日から 30 日前から競技説明会までの間に、スタートリストから選手を取り消した国内競

技団体は、下記の表で概説されている通り、以降の ITU大会の国内競技団体の割り当てを減

らすペナルティを受ける。 

 

コンチネンタル大会、ジュニアコンチネンタル大会 

男女別の取り消し数 男女別の減割り当て 

1 １人 0 

2-3 ２～３人 1 

4-6 ４～６人 2 

7-10 ７～10 人 3 

11-15 11～15 人 4 

16 or more 16 人以上 5 

 

 

パラトライアスロン大会 

男女別の取り消し数 男女別の減割り当て 
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1-3 １人 0 

4-6 ２～３人 1 

7 or more ６人以上 2 

 

 

b.)事前連絡なしに、競技説明会に欠席した選手は、国内競技団体によって競技を取り消した選手

として加えられる。 

c.)競技説明会や競技に欠席した選手もまた、競技を欠場した選手の合計人数として決定され加え

られる。 

d.)大会終了後の月曜日に、男女別に各国内競技団体ごとに欠席した選手の人数が計算され、関

係する国内競技団体に減割り当て数を発表する。この減割り当てに関係する大会は以下の

通り。 

(i) WTS：以降の 2WTS 大会のスタートリストが対象となる。 

(ii) WC や大陸別選手権：以降の 2 大会のスタートリストが対象となる。 

(iii)パラトライアスロン大会：以降の 2 パラトライアスロン大会のスタートリストが対象と

なる。 

(iv)コンチネンタル大会：以降 30 日以内の 2 大会のスタートリストが対象となる。 

(v)ジュニアコンチネンタル大会：以降の 2 ジュニアコンチネンタル大会のスタートリスト

が対象となる 

e.)直前であるが故にペナルティを課されなかった突然の取り消し数は、“ジョーカー”によって検討

される。 

f.)前年一年間を通して、国内競技団体の大会の参加人数に合わせて各国内競技団体ごとの“ジョ

ーカー”の数は以下の通り。 

 

2018 年のジョーカーの数 国内競技団体 

10 JPN、USA 

8 AUS,CAN,ESP、GBR、HUN,ITA,MEX 

6 ARG,AUT,BEL,BRA,GER,KOR,NED,NZL,POR, 

RSA,RUS,SUI 

4 CHI,CHN,COL,CRC,CRO,CZE,DEN,ECU,EST, 

HKG,IRL,ISR,MAS,NOR,PHI,POL,ROU,SLO, 

TPE,TUR,UKR 

2 AZE,BLR,BUL,EGY,FIN,GUA,KAZ,LAT,LUX, 

MAC,SGP,SRB,SVK,SWE,TUN,URU,VEN 

1 All other National Federation 

 

4. “Jokers”: ジョーカー 

 

4.1. 1 枚ジョーカーを使うという意味は 

 

a.)減割り当て 1 つを減らさないために使う 

b.)出場を取り消した第二週目にペナルティを受けた選手を競技に参加可能にするために使う 

 

4.2.同じ週の異なる大会や同じ大会で複数のペナルティがあったなら、割り当て減少は累積する。 

 

4.3.国内競技団体は、減割り当ての発表後48時間以内にジョーカーの行使を発表しなければならない。 

 

4.4.全ての国内競技団体は、累積したペナルティで、団体の選手が大会から全て除外されたとしても、

最小限 1 つの割り当ては残る。 

 



74 

 

5.ナンバーリング 

 

5.1.大会は、ITU 競技規則、第 2.1 章に示した基準に従って、大会最前の月曜日 13 時 GTM にナンバー

リングされる。ナンバーリングされた後にスタートリストに許可された選手は、次に高いナンバーを受

け取る。 

 

6.例外的状況 

 

6.1.アジア人以外の選手は、アジアトライアスロンコンチネンタル選手権のエリート競技に参加を許可され

ない。その他のアジア選手権は、アジア人以外の選手は、競技参加人数が満席でなければ、アジア

の国の競技団体と同じく、制限された割り当て数内で、許可される。これらの受け入れは大会 10 日

前に承認される。 

 

6.2.ヨーロッパ人以外の選手は、ヨーロッパスプリントトライアスロンコンチネンタル選手権のエリート競技

に参加を許可されない。そのほかのヨーロッパ選手権は、競技参加人数が満席でなければ、ヨーロ

ッパ国内競技団体と同じく、制限されたそれぞれの国に同じ割り当て数内で、参加を許可される。こ

れらの受け入れは大会の 10 日前に許可される。 

 

6.3.アフリカ、アメリカ、オセアニアコンチネンタル選手権は、競技参加人数が満席でないなら、主催大陸

の競技団体よりと同じく、制限された割り当て内で、いずれの大陸の選手も受け入れる。これらの受

け入れは大会の 10 日前に承認される。 

 

7. Invitations:招待 

 

7.1.特定出場資格基準に異なる概要がなければ、競技初日から 28 日前に、招待委員は要請に限られる

わけではないが、これに応じて 5 枠(特定出場資格基準で異なる概説が無ければ)を用意する。 

 

7.2.招待要請は、entries@triathlon.org にそれぞれの国の競技団体が電子メールで送信しなければならな

い。 

7.3.招待委員は、特定出場資格基準に示された国内競技団体の割り当てを拡大することはできない。 

7.4. ITU 大会の招待委員は、以下のメンバーで構成される 

a.) ITU 事務局長、またや指名された人 

b.) ITU スポーツ省の代表 1 名 

c.) ITU 育成部門の代表 1 名 

 

7.5.大陸別大会の ITU 委員は以下のメンバーで構成される。 

a.)大陸の事務局長、または指名された人 

b.) ITU スポーツ省の代表 1 名 

c.) ITU 育成部門の代表 1 名 

 

8.入れ替え 

 

8.1.国内競技団体は、いずれの大会も選手の入れ替えを許可される。 

8.2. 入れ替えに関係する両選手の名前は、entries@triathlon.org に電子メールされなければならない。 

8.3.入れ替えは競技初日から 30 日前までに許可される。 

8.4.新たに組み入れられた選手は、入れ替えにより抜けた選手の位置に入る。抜けた選手は競技から

除外される。 

8.5.大会毎の男女別の入れ替え可能人数は以下の通り 

a.) 1 人入れ替えられる―WTS と U23 世界選手権 

b.) 2 人入れ替えられる―世界大会、マルチ大会、大陸別選手権 

c.) 3 人入れ替えできるー大陸別大会、ジュニア大陸別大会、振興（設定）大会 

mailto:entries@triathlon.org
mailto:入れ替えに関係する両選手の名前は、entries@triathlon.org


75 

 

d.)全てのパラトライアスロン大会のメダルイベントごとに、1 人の入れ替え 

 

9.出場取り消し遅延 

 

9.1.選手競技説明会には出席したが、メディカル代表によって承認された医師の証明があり、競技説明

会の直後に病気やケガで競技を取り消さざる負えなくなった選手は、ペナルティを受けない。 

9.2. 上記の条件に該当する、競技説明会直後に出場を取り消した選手は、DNS と記され、次の大会の

出場資格があり、スタートリストに加えられる。 

9.3.メディカル代表が不在の大会の場合は、技術代表が大会の意思と相談する。 
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附則 F1：ユニフォーム規則 

1. 概要 

1.1. ITU 大会で競技するために、選手は ITU ユニフォーム規則に従わなければならないし、ITU 競技規則 2.8

にあるユニフォームを参照しなければならない。 

1.2. この規則は典型的なトライアスロンユニフォームの再生をイメージしている。冬季トライアスロンや、トライ

アスロン、デュアスロンやアクアスロンにおけるさまざまなケースにおいて、長袖や下肢をカバーすること

が許可される。この附則は全てのケースのために同じ方法で適用する。 

 

2. 目的 

2.1. 地元やグローバルな観客やメディアに対して我々のスポーツのクリーンでプロフェッショナルなイメージを

提供すること。 

2.2. 確認可能な広告のために合理的なスペースをスポンサーに提供すること。 

2.3. 附則 F2 に示すように、ITU メンバーである各国競技団体と選手が、権利や責任に敬意を表し、相互に有

益な関係を持てるように、フレームワークを提供すること。 

 

 

3. 一般的な要件 

3.1. ユニフォームは以下に記された全てのロゴやイメージが完全に達成されていること 

3.2. 選手がユニフォームを未着時に、平らな面でロゴは測定される。“ITU ロゴ計測テンプレート”はロゴサイ

ズを測定するために使用される。 

 

3.3. スポンサーのスペースには、WADA の禁止リストの全ての要旨に含まれている、タバコ、精神や製品を象

徴するもの以外のロゴのタイプには、何の制約もない。 

（スポンサースペースの位置は図１参照） 

3.4. ユニフォームの全てのマークの回りには最小限 1.5 センチの隙間がなければならない。 

a) ITU ロゴ 

b) 姓 

c) 国コード 

d) 全てのスポンサーのロゴ 

 

4. ユニフォームの色とデザイン 

4.1. ユニフォームは以下の通り、国内競技団体が選択した色でなければならない。 

a)エリート：ITUWTS グランドファイナル、ITUWTS、大陸別選手権とマルチスポーツ世界選手権大

会 

b)ジュニア、U23：ITU 世界選手権と大陸別選手権 

c)パラトライアスロン：ITU 世界選手権、ITU 世界パラトライアスロンシリーズと大陸別選手権 

d)大陸別選手権 

4.2.その他の全ての ITU 大会のユニフォームには制限がない 

 

4.3.競技ユニフォームと表彰式で着用するウェアの色とデザインは、国ごとに違いがあり、前もって ITU

の承認を受けなければならない。 

    

4.4.国ごとのユニフォームは国ごとに区別されるデザインでなければならないが、そのデザインの要件は、

選手の体型やサイズに関わる技術的要件に影響を与えるべきではない。 

 

4.5.ユニフォームの色やデザインの承認過程は附則に概説されている。承認過程の最終目的は、複数

の国が同じユニフォームの色とデザインを持っていないことを確認することである。 

 

4.6.エリート選手のために、ITU は ITU 世界トライアスロンシリーズのその年の年間ランキングトップの選

手が着用するユニフォームの色に関して、１月 30 日までに特定のルールを確立する権利を有してい

る。 
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図 1：スポンサーロゴのサイズとスペース 

ユニフォーム前面 ユニフォーム背面 

 
 

 

5. 姓と国コード/名 

5.1. 苗字(エイジグループには適用しない)と IOC 国コードはユニフォーム前面の上部と臀部に表示しな

ければならない。ファーストネームのイニシャルは苗字の前に加えてもよい。同性の選手はファース

トネームのイニシャルを付けることを推奨する。苗字と国コード、両方の表記は基準に沿っていなけ

ればならない。 

 

a) Font Type:フォントの種類 

i.フォントは“Arial”でなければならない 

ii.苗字や国コードの文字は大文字でなければならない。名前が 9 文字より多い場合、

最初の大文字に続き小文字を使用してもよい。‘'、-’などの記号やスペースは文字

として考えられる。（図２：苗字レイアウト参照） 

b) Colour:色 

i.ユニフォームが暗い色なら、文字は白にすべきである。ユニフォームが明るい色なら、

文字は黒にすべきである。 

c) Position:位置 

i.前面：前面の位置は、ITU ロゴやスポンサースペース B や F の下になる。選手の苗字

は国コードやスポンサースペース A の上になる。 

ii.背面：背面の位置は、選手がバイク乗車中にはっきりと見られるようにウエストライン

より上になる。選手の苗字は国コードより上になる。 

iii.高さ：苗字や国コードは、名前の文字数に関わらず、５センチの高さにしなければな

らない。 

iv.幅：苗字の幅は 12 ㎝以上 15 ㎝以内になる。文字数の少ない苗字でも幅 12 ㎝以上

にしなければならない（図 2：苗字レイアウト参照）。国コードの幅は 6 ㎝から 10 ㎝に

しなければならない。 
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図 2. 姓レイアウト 

I D A  

 上部の“IDA”のような姓は、高さ 15cm、幅 12cm 

 下部の“Nakabayashi”のような長い名前は、高さは 5cmだが、名前は最大 15cm取れる 

Nakabayashi 
 

6. ITU ロゴ 

6.1.公式 ITU ロゴは右肩上部に付ける。 

6.2.ユニフォームの右下に公式 ITU という文字と ITU のリングを付ける。 

6.3. その横軸サイズは 4cm 

6.4.白とオレンジバーションは暗い色のユニフォームに適用すべきで、青とオレンジバージョンは明るい色の

ユニフォームに適用すべきである。 

6.5. ITU ロゴのプリントバージョンはここをクリック 

 
 

6.6. 上の図 3 は ITU ロゴの正確なレイアウトを示している。 

 

a) ITU Orange:オレンジ 

i. Pantone 144C (Coated papers); 

ii. CMYK conversion (4 colour process) - C:0%, M:49%, Y:100%, K:0%.CMYK バーション 

b) ITU Blue:ブルー 

i. Pantone 2955C (Coated papers); 

ii. CMYK conversion (4 colour process) - C:100%, M:45%, Y:0%, K:37%. 

6.7. エリート、アンダー23、ジュニア、ユース：世界チャンピオンは ITU ロゴの下にWTSがこの名誉を称えるデ

ザイン要素を追加することが許可されている。図柄の詳細は、別途発表される。 

 

7. スポンサースペース 

7.1. スポンサースペース A 

a) このスペースは国コードの真下とする（図 1．スポンサーロゴ：サイズとスペース参照） 
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b) 最大高さは 20cm 

c) 最大幅は 15cm 

d) 3 つまでのスポンサーロゴをこのスペースに置くことができる。 

e) 選手はこのスペースに１つか２つ、または３つロゴを付けられる。それぞれのロゴは異なったスポンサー

の表示でなければならない。 

7.2. スポンサースペース B：前面左上 

a) このスペースはユニフォームメーカー、または他のスポンサーのためにある。 

b) 最大高さは 4cm。 

c) 最大幅は 5cm 

d) このスペースはユニフォームの左肩にあり、真ん中ではない。 

7.3. スポンサースペース C：側面 

a) スポンサーロゴは側面に表記する。 

b) 最大幅は 5cm 

c) 最大高さは 15cm 

d) 一つのスポンサーロゴのみが両側に配置することが許される。そのロゴは同一でなければならない。 

e) このスペースは体の側面から見えなければならない。選手の体型によってはこのスペースは正面や背

面からも見えるかもしれない。 

7.4.スポンサースペース D：正面の低い位置 

a) 最大高さは 4cm 

b) 最大幅は 5cm 

c) このスペースはユニフォームの下部の左か右につけることができるが、両方につけてはならない。 

7.5.スポンサースペース E：背面上部 

a) スポンサーロゴの１つを背面の姓の上に表記できる。 

b) 最大高さは 10cm 

c) 最大幅は 15cm 

7.6. スポンサースペース F：正面上部 

a) スポンサーロゴの１つを正面の姓の上に表記できる。 

b) 最大高さは 5cm 

c) 最大幅は 15cm 

 

8. 帽子 

8.1. スイム 

a) ITU/大会実行委員会によって定められたもの以外はスイムキャップにスポンサーロゴは許可されない。 

8.2. 自転車と PTWC ラン 

a) 選手は、ITU 競技規則に定められているとおり、自転車競技中および PTWC 選手のラン競技中はヘルメ

ットを着用しなければならない。 

b) ITU または大会実行委員会によって提供されたヘルメットレースナンバースティッカーは変造なしにヘル

メットの正面と両サイドにつけなければならない。他のスティッカーは許可されない。 

c) ナンバーがはっきりと目視できるためにヘルメットナンバースティッカーの周囲 1.5cm は隙間を設けなけ

ればならない。 

d) ヘルメットは、上述の要件 b)と c)に合致している限り色やデザインは自由で、どのようなロゴがあっても

良い。 

 

9. 自転車 

a) 選手の自転車の製品に関係するロゴのみが表記できる。 

b) ロゴはバイクフレームにあるバイクレースナンバーに干渉したり、妨げたりしてはいけない。 

c) ITU または大会実行委員会が提供するバイクレースナンバースティッカーは、変造することなく指示通り

にバイクにつけなければならない。 

 

10. ウェットスーツ 

10.1. ロゴ 
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a) ウェットスーツメーカーのロゴのみがウェットスーツに表示できる。 

b) 最大サイズは正面と背面の 80 平方 cm。このスペースはウェットスーツの表面と裏面の両方に許可され

る。 

c) もしメーカーが正面や背面に２つ、それ以上のロゴを望むなら、合計が80平方cmを超えてはいけない。 

d) サイドパネルのロゴは、背面の 80 平方 cm、または正面の 80 平方 cm の、どちらかに含まれなければな

らない。 

 

11. レースナンバー 

11.1. エリート、アンダー23、ジュニアそしてユースのレースナンバー 

a) ITU はレース識別ロゴを含むボディナンバーデカールを提供する。そして、それぞれのエリート選手はボ

ディナンバーデカールを大会前に付ける。 

b) ボディナンバーデカールの１セットは両腕、両脚に付けられる。 

c) 二桁の数字のデカールは上下に付けられる、横並びではない。 

例えば 23 はこのように表記される。 2 

3 

このようにではない。 23 

 

11.2. パラトライアスロンのレースナンバー 

a) 伝統的なレースナンバー：ITU または大会実行委員会が提供するレースナンバーは、選手やチームマネ

ージャーの競技説明会で ITUTD において指示されたとおりに、変造なしに身に付けなければならな

い。 

b) 大会実行委員会はボディマーキングを提供する。それぞれのエリート選手は大会前にボディマーキング

をしなければならない。 

c) 選手またはチームマネージャーの競技説明会にて技術代表からの指示がない限りは、ボディマーキン

グの 1 セットは、両腕、両脚に付けられる。 

 

11.3 エイジグループのレースナンバー 

a) 伝統的なレースナンバー：ITU または大会実行委員会が提供するレースナンバーは、選手やチームマネ

ージャーの競技説明会で ITUTD において指示されたとおりに、変造なしに身に付けなければならな

い。 

b) 選手は、選手またはチームマネージャーの競技説明会で ITUのTDによって他の指示がなければ、両腕

や両脚にボディマーキングする。 

c) 選手の片方のふくらはぎに選手のカテゴリーと性別をマークしなければならない。（例えばナンバーM25

は男性カテゴリー25-29 の男性の選手に表記される。または、F40 は女性カテゴリー40-44 の女性の選

手に表記される） 

 

12. 一時的タトゥー 

12.1. ITU 大会中、選手の体に ITU によって提供されるレースナンバーやロゴ以外の、一時的なタトゥーをする

ことは許可されていない。 

 

13. 表彰台の服装（エリート、U23、ジュニア、そしてユースの選手） 

13.1. この附則で規定されている全てのユニフォーム規則は表彰台の服装にも適用される。 

 

14. PTVI 競技クラスの特別ルール 

14.1. ガイドのユニフォームは上記の規則に従わなければならず、パラトライアスロン選手のユニフォームと同

様に、スポンサーロゴとスペースを使用できる。 

14.2. 姓スペースの中に、ガイドのユニフォームは“GUIDE”の文字を表示する。 

14.3. フォントタイプは“Arial”でなければならず、高さは 5cm、幅は 12cm 

 

附則 F2：権利と責任 

(エリート、U23、ジュニア、そしてユースの選手)  
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ユニフォームの色と

デザイン 
カタログどおり 

選手とJTU間

の誠実な合意

による 

カタログど

おり 

選手とJTU

間の誠実な

合意による 

カタログ

どおり 

選手とJTU

間の誠実

な合意によ

る 

姓 

ITU 競技ルールに従って必須 国コード 

ITU ロゴ 

スポンサースペー

ス A～F 
選手と JTU 間の誠実な合意による 

 

権利と責任（パラトライアスロン選手） 

 トライアスロン世界選手権、

コンチネンタル選手権 
マルチスポーツ選手権 他のITU大会 

ユユニフォームの色とデ

ザイン カタログどおり カタログどおり 
選手とJTU間の誠実な

合意による 

姓 

ITU競技ルールに従って必須 国コード 

ITUロゴ 

スポンサースペースA～F 選手とJTU間の誠実な合意による 

 

権利と責任（エイジグループの選手） 

 トライアスロン世界選手権

とコンチネンタル選手権 
マルチスポーツ選手権 他のITU大会 

ユニフォームの色とデザ

イン カタログどおり 
選手とJTU間の誠実な合

意による 

選手とJTU間の誠実な

合意による 

姓 ITU競技規則に従って（オプション） 

国コード 
ITU競技規則に従って必須 

ITUロゴ 

スポンサースペースA～F 選手とJTU間の誠実な合意による 
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ITU COMPETITION UNIFORM APPROVAL PROCESS 

競技ユニフォーム承認過程 

 

1.総則 

1.1.この過程は、ITU 認定識別に関するガイドラインの一部であり、ITU 競技規則に特

定付加的なものである。 

 

2.目的 

2.1.この過程は、ITU 認定識別に関するガイドラインに従って、全ての ITU 競技で選手

が着用する各国の競技団体のユニフォームデザインの承認を規定するために作られ

た。 

 

3.一般的な要件 

3.1.全ての国内競技団体のユニフォームは、ITU 認定識別に関するガイドラインに従っ

て、他のいずれの国の競技団体のユニフォームと違っていなければならない。この

違いは 2 つの異なる国の競技団体を取り違える混乱を避けるために重要である。 

 

3.2. ITU 競技規則に従い作られた芸術的、または創造的な要素は受け入れられる。特に

そのデザインが表面的な制約を超えた商業用ロゴや商標を明らかに含んでいるなら

ば、承認されない。 

 

3.3.全てのユニフォーム：男子、女子、トライアスロンスタイル、デュアスロンスタイ

ル、夏、冬などの全てのタイプで同じデザインを適用する。 

 

3.4.全ての国内競技団体は全ての異なるマルチスポーツのために１つの異なるユニフォ

ームのデザインの承認を要求することができる。第一選択肢と第二選択肢があるこ

とを示唆する、２つのユニフォームオプションは、エイジグループ選手のためにリ

クエストすることができる。しかしながら、同じ大会で競技する同じ国内競技団体

から出場する全ての選手は、国内競技団体の同じ区別できるデザインを身に着ける。 

 

4.承認のタイムライン 

4.1.国内競技団体は以下の明細事項にしたがって、翌年のための彼らの競技ユニフォーム

の提案するデザインを提出する。 

a) ITU によって提供されたパターンを使用する。 

b) ITU 認定識別に関するガイドラインで概説されている、スポンサースペース

と寸法。選手の苗字と国の競技団体コードの位置(正面と背面)と両方の寸法。 

c) ITU ロゴの位置と寸法。パントーン(色指定)を含んだデザインに使用される色。

提案するデザインは、.jpg .gif .bmp または.tif のフォーマットで提出する。 

d)一度承認されると、ユニフォームの承認は国内競技団体が新しいデザインの承

認を求めるまで延長される。 
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5.承認 

5.1. ITU はデザインが以下の通りであると、承認、または不承認について文書でそれぞ

れの国内競技団体に知らせる。 

a)すべての ITU 認定識別に関するガイドライン規格によって準拠している。 

b)他の国の競技団体のデザインと区別できる。 

 

5.2.もし要請が承認されなかったなら、ITU は、 

a)提出されたデザインが ITU 諸規則の規格に合っていなかったなら、新しいデ

ザインを国内競技団体に求める。または、 

b)他国に類似したデザインから異なったデザインに修正するために、提出された

デザインの変更を国内競技団体に求める。 

c)国内競技団体が、以下の優先順位に従って提出されたデザインを使用できる

ITU の決定に同意できないなら、 

i.過去に提出し承認されたユニフォームを使用していた国内競技団体

が優先される。 

ii.双方の国内競技団体が新しいユニフォームを提案しているなら、ど

ちらの競技団体が提出されたデザインを使用し、どの競技団体(複数

あるかもしれない)が再度、新しいデザインを提出し使用すべきデザ

インを決めるために、抽選が行われる。 

 

5.3. ITU は、承認された国内競技団体の競技ユニフォームの電子カタログを制作する。

このカタログは月ごとに更新される。 

5.4.ユニフォーム承認のためのリクエストは月単位を基礎に考えられる。国内競技団体の

承認のためのリクエストは、すでに承認されたデザインと異なったデザインを選ぶ。 

 

6. Approval Panel:承認委員 

6.1.全てのユニフォーム承認の決定は、以下で構成された委員によってなされる。 

a)ITU 技術委員の 1 名 

b) ITU スポーツ省の代表 1 名 

c) ITU マーケティング部門代表の 1 名 

 

6.2.承認委員の決定は ITU 仲裁裁判所に上訴することができる。この上訴で承認委員の

決定を取り消すことはない。しかし決定は ITU 仲裁裁判所が上訴の決定を取り決め

る間、保留される。 
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29. 附則 G：パラトライアスロンクラス分け規則 

 

パラトライアスロンクラス分け規則は、以下の ITU ウェブサイトのリンクで確認できる。 

https://www.triathlon.org/about/downloads/category/competition_rules 

 

附則 I：ITU リレー・マルチスポーツ 

・ トライアスロン 

・ (ミドルを含む)ロングトライアスロン 

・アクアスロン 

・デュアスロン 

・ (ミドルを含む)ロングデュアスロン 

・ウィンタートライアスロン 

・クロストライアスロン 

・クロスデュアスロン 

・インドア・トライアスロン 

・ Aquabike アクアバイク 

 

附則 J：ITU 大会と ITU 大会カテゴリ 

ITU 大会 

・世界選手権 

・世界トライアスロンシリーズ 

・世界トライアスロンシリーズグランドファイナル 

・世界シリーズ 

・世界大会 

・大陸別選手権 

・コンチネンタル選手権 

・コンチネンタル大会 

・コンチネンタル大会プレミアム 

・国際大会 

・振興大会ト 

・特定地域の選手権 

 

ITU 大会カテゴリー 

・エリート 

・U23 

・ジュニア 

・ユース 

・エリートパラトライアスロン 

・エイジグループ 

・チームリレー 

https://www.triathlon.org/about/downloads/category/competition_rules
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ITU 大会 カテゴリー 

世界選手権。スタンダードトライアスロン U23 とエイジグループ 

世界選手権。スプリントトライアスロン ジュニア、エイジグループ、パラトライアスロン 

世界選手権。チームリレー エリート。U23 とジュニア（混合） 

世界選手権。ロングトライアスロン エリート、エイジグループ、パラトライアスロン 

世界選手権。スタンダードデュアスロン エリート、U23、エイジグループ 

世界選手権。スプリントデュアスロン ジュニア、エイジグループ、パラトライアスロン 

世界選手権。チームリレーデュアスロン エリート、ジュニア 

世界選手権。ロングデュアスロン エリート、エイジグループ、パラトライアスロン 

世界選手権。ミドルデュアスロン エリート、エイジグリープ、パラトライアスロン 

世界選手権。ウィンタートライアスロン ジュニア、U23、エリート、エイジグループ、ミ

ックスリレー、パラトライアスロンの PTS2、

PTS3、PTS4 と PTS5 

世界選手権。アクアスロン ジュニア、U23、エリート、エイジグループ、パ

ラトライアスロン 

世界選手権。クロストライアスロン ジュニア、U23、エリート、エイジグループ、チ

ームリレー、エリートパラトライアスロンの

PTS2、PTS3、PTS4 と PTS5 

世界選手権。アクアバイク エイジグループ 

ワールドシリーズ。スタンダードまたはスプリント

トライアスロン 

エリート、パラトライアスロン 

ワールドシリーズ。グランドファイナルトライアス

ロン 

エリート 

ワールドカップ。スタンダードまたはスプリントト

ライアスロン 

エリート、パラトライアスロン 

ワールドカップ。ウィンタートライアスロン エリート 

ワールドシリーズ。スタンダードまたはトスプリン

トデュアスロン 

エリート 

ワールドシリーズ。ロングトライアスロン エリート 

コンチネンタル選手権。スタンダードトライアスロ

ン 

エリート、U23、エイジグループ 

コンチネンタル選手権。スプリントトライアスロン エリート、U23、ジュニア、エイジグループ、パ

ラトライアスロン 

コンチネンタル選手権。ロングトライスロン エリート、エイジグループ、パラトライアスロン 

コンチネンタル選手権。チームリレートライアスロ

ン 

エリート、ジュニア、ユース 

コンチネンタル選手権。スタンダードデュアスロン エリート、U23、エイジグループ 

コンチネンタル選手権。スプリントデュアスロン エリート、U23、ジュニア、エイジグループ、パ
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ラトライアスロン 

コンチネンタル選手権。チームリレーデュアスロン エリート、ジュニア 

コンチネンタル選手権。ロングデュアスロン エリート、エイジグループ、パラトライアスロン 

コンチネンタル選手権。ウィンタートライアスロン ジュニア、U23、エリート、エイジグループ、ミ

ックスリレー、パラトライアスロンの PTS2、

PTS3、PTS4 と PTS5 

コンチネンタル選手権。アクアスロン ジュニア、U23、エリート、エイジグループ、パ

ラトライアスロン 

コンチネンタル選手権。クロストライアスロン ジュニア、U23、エリート、エイジグループ、ミ

ックスリレー、パラトライアスロンの PTS2、

PTS3、PTS4 と PTS5 

コンチネンタルカップ（全大会） エリート、 

コンチネンタルツアー大会 エリート、 

ジュニアコンチネンタルカップ。トライアスロン ジュニア 
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附則 K: 違反と罰則 

このリストは最も一般的な違反と罰則の用例である。この附則と競技規則の主要部分と解釈が異

なる場合、競技規則の本文が適用される。 

 

下表におけるエリートという表記にはエリート、U23、ジュニア及びユースが含まれる。 

一般  

違反事例 罰則 

1.間違った年齢カテゴリー許可されない距離、又はそれらの大会に３６時

間前に参加した選手 

-この期間のすべての競

技において失格（DSQ）と

される。 

2.定められたコースに従わないこと -警告で同じ地点から競

技に再参加 

- 改 め な い 場 合 ： 失 格

（DSQ） 

3.安全上の理由でコースから外れ、外れた箇所から競技再開始できず、

アドバンテージを得られた場合は 

- もしアドバンテージを得

たならタイムペナルティが

適用される 

 

  

5. Using unsportsmanlike behavior;  

スポーツマンシップに反する行為 

-失格（DSQ）で ITU 仲裁

裁判所に資格停止処分

にされうるとして報告。 

6.ブロッキング、チャージング、妨害、又は他の競技者に対する前進妨害 - 非意図的：警告と是正 

-意図的：失格（DSQ） 

7.不当な接触。競技者間で接触が起こるという事実は違反を構成しな

い。限られたエリアで複数の競技者が移動している際に接触は発生す

る。均等に有利な位置取りをしている競技者間の偶発的接触は違反で

はない。 

-非意図的：警告と是正 

-意図的：失格（DSQ） 

8.審判、競技役員や他競技者以外からの援助を受けること -修正して元の状態にも

どることができれば警告

と是正 

- 改 め な い 場 合 ： 失 格

（DSQ） 

9.審判や競技役員の指示に従うことを拒否すること -失格（DSQ） 
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10.レースナンバーが実行委員会から提供され、技術代表によって適切

な方法での着用が指示され、そして競技説明会で発表された場合に、提

供されたままのレースナ ンバーを着用しないこと 

- 警告と是正 

- 改 め な い 場 合 ： 失 格

（DSQ） 

11.ウェットスーツ禁止レースでスイム中レースナンバーを身に着けた場

合 

警告と是正 

- 改 め な い 場 合 ： 失 格

（DSQ） 

12. 明確に設置されたエイドステーションやゴミ捨て場所以外で、ゴミや

用具をコース周辺に捨てた場合 

 

- 警告と是正 

- 改めない場合、タイム

ペナルティ 

13.アドバンテージを得たり、他人に危険となりえる違法、危険又は非許

可用具を使用すること 

- 警告と是正 

- 改 め な い 場 合 ： 失 格

（DSQ） 

14.競技で特別に決められた交通規則に違反したとき -非意図的：可能であれ

ば警告と是正 

-改めない場合または意

図的：失格（DSQ） 

15. ITU 公認競技大会で、エリート、U23、ジュニア、 ユース選手やパラト

ライアスリートによる不自然、あるいは意図的な同着; 

-失格（DSQ） 

16.競技中や表彰時に、チェックイン時と異なるユニフォームを着用したと

き 

-警告と是正 

- 改 め な い 場 合 ： 失 格

（DSQ） 

17.競技中や表彰時に、競技規則に適合しないユニフォームを着用したと

き 

-失格（DSQ） 

18.天候状況を判断し技術代表から要請されたにもかかわらず、競技中

に腕を覆っていなかった場合 

-競技前：警告と是正 

- 改 め な い 場 合 ： 失 格

（DSQ） 

19.ミドルやロング大会で、競技中にユニフォームの前ジッパーを胸骨の

下の位置以下に開いていた場合 

-警告と是正 

- 改 め な い 場 合 ： 失 格

（DSQ） 

20.ミドルとロング大会で、ランコースの最終 200m のところでユニフォーム

の前ジッパーを下げたままの場合 

-警告と是正 

21.いかなる類の政治的、宗教的又は人種的プロパガンダを誇示したとき - 警告と是正 

- 改 め ない 場合 ：失 格

（DSQ） 

22.偽名や年齢詐称での入力、宣誓供述書の偽造、または虚偽の情報を

与えるなどの不正行為 

- 失格（DSQ）かつ  ITU 

仲裁裁判所に資格停止

処分として連絡。 

23.資格なしでの出場行為 - 失格（DSQ）かつ  ITU 

仲裁裁判所に資格停止
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処分として連絡。 

24. I TU 諸規則に対する度重なる違反行為; - 失格（DSQ）かつ  ITU 

仲裁裁判所に資格停止

処分として連絡。 

25.薬物の濫用 -罰則は WADA 規程に

準じて適用される。 

26.スポーツマン精神に反する異常かつ暴力的な行為 - 失格（DSQ）かつ  ITU 

仲裁裁判所に報告され資

格停止処分に として連

絡。 

27.上半身裸で競技する。 - 警告と是正 

- 改 め ない 場合 ：失 格

（DSQ） 

 

28.不適切な露出行為または全裸 - 警告と是正 

- 改 め な い 場 合 ： 失 格

（DSQ） 

29.アウトサイド・アシスタンス（外部支援）：他の選手に、バイク本体、フレ

ーム、ホイール、ヘルメット、バイクシューズ、ランニングシューズ、及び

競技を続行するために他の用具を与え、結果として競技を続行可能せし

めた場合 

- 両 方 の 選 手 が 失 格

（DSQ） 

30. （ドラフティングを除いて）車両から不正なアドバンテージを受けるこ

と 

 

失格（DSQ） 

31. 停まらなければならない次のペナルティボックスで停止しなかった場

合 

失格（DSQ） 

32.他の競技が進行中のコースでウォーミングアップを行うこと - 警告と是正 

- 改 め な い 場 合 ： 失 格

（DSQ） 

33.資格停止処分中の競技参加 -失格（DSQ）かつ ITU 仲

裁裁判所に資格停止処

分延長 か追放として報

告。 

34.表彰式でのアンブッシュマーケティング行為 - 当該競技大会での獲

得賞金を没収 

 

 

35.疑いがあり技術的な詐称を見る検査を意図的に欠席した場合。 -失格（DSQ）かつ ITU 仲

裁裁判所へ仮出場停止
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として報告 

36.人力以外のバイクの装置を使い、結果的に技術的詐称をした場合 --失格（DSQ）かつ ITU 仲

裁裁判所へ仮出場停止

として報告 

37.周りに十分に注意を払う選手に妨害する装置を使用した場合 - 警告と是正 

-改めない場合：失格 

38.選手が他の選手を進行する方向に身体的支援をした - DSQ 失格 

 

 

競技説明会（エイジグループには適用されない）  

違反事例 罰則 

39. TD に通知することなく、競技説明会を欠席した 場合 TD に通知せず、説明会に出席し

なかった 選手は、今大会のスター

トリストから削除され、かつ今後 30

日間競技大会の全てのスタートリ

スト及びウエイティングリストから削

除される。 

40. 競技説明会開始後に入室した選手あるいは TD に 欠席

する旨を伝えた選手 

距離に応じて定められているタイム

ペナルティに従ってスタートを遅ら

せる。 

41. ワールドカップまたはワールドトライアスロンシリーズの競

技説明会に、同一シーズンに 3 回以上 欠席している選

手は、TD に連絡していたか否かに係らず、 

その後の大会の競技説明会に欠

席する度にスタートリストから削除

される。 

 

Start スタート  

違反事例 罰則 

42.スターターの合図の前にスタート -タイムペナルティ 

43.選手が指定より早いウェーブでのスタート -失格（DSQ） 

44.入水するまで前進しない。 -タイムペナルティ 

45.一度選択したスタート位置を変更する。 - 警告と是正 

改めない場合：失格（DSQ） 

46.一つ以上のスタート位置を邪魔する。 -  

警告と是正 

改めない場合：失格（DSQ） 

 

スイム  

違反事例 罰則 



 -91- 

47.ウェットスーツ禁止レースで、肩から下の腕及び /または、膝

から下の脚の一部を衣類でおおう。 

-  

警告と是正 

-改めない場合：失格（DSQ） 

48.整列の時までに公式スイムキャップを身に着けていない場合 -  

意図的：警告と是正 

-改めない場合：失格（DSQ） 

49.他の選手と接触したのち、離れようと努めることなく、その進

行を妨げ続けること。 

-タイムペナルティ 

50 一人の選手を標的にわざと競技の邪魔をし、アンフェアなアド

バンテージと潜在的に不都合をもたらす 

-失格（DSQ）かつ ITU仲裁裁判所

へ仮出場停止として報告 

51.ウェットスーツ着用が義務付けられた時、上半身を覆わない

ウェットスーツを着る 

- 警告と是正 

-改めない場合：失格（DSQ） 

52 選手の整列から第 1 トランジションまでの間に、ブランド名の

入った第 2 スイムキャップを着用すること 

-タイムペナルティ 

 

トランジション  

違反事例 罰則 

53.自分の定められた場所以外に、また他の選手の進

行を妨げるようにバイクをラックに不適切に置く。 

-競技前：警告と是正 

-競技中：-  

エイジグループ：警告と是正 

エリートドラフティング禁止およびエリートパ

ラトライアスロン：タイムペナルティ 

-エリートドラフティング許可：タイムペナル

ティ  

54. 最初の競技が完了するまでの間、第 1 トランジショ

ンにてヘルメットのストラップを締めておくこと。 

 

-エイジグループ：TO 審判がストラップを外

す。 

- エリートとエリートパラトライアスロン：:審

判がストラップを外しタイムペナルティ 

-  

55.トランジションエリア内で、バイクに手をかけている

間、ヘルメットのストラップを緩める行為又は締め方が

不十分である。 

- エイジグループ：警告と是正 

-エリートとエリートパラトライアスロン：:タイ

ムペナルティ 

56.乗車ラインの手前での乗車 -エイジグループ：警告と是正 

-エリートとエリートパラトライアスロン：:タイ
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ムペナルティ 

57.降車ラインを過ぎて降車 -エイジグループ：警告と是正 

-エリートとエリートパラトライアスロン：:タイ

ムペナルティ 

58.指定エリア外に選手用具を投棄もしくは設置 - エイジグループ：警告と是正 

-エリートとエリートパラトライアスロン：:タイ

ムペナルティ 

59.トランジションにおいて目印としてマー キングするこ

と 

-  

警告と是正 

-改めない場合、マーキングとその為に使

用された物体は除去され当該選手には通

知されない。 

60. バッグドロップシステムのある大会で実行委員会

が用意した預託バッグに、全ての用具（終日バイクの

ペダルにバイクシューズを装着している場合を除き）を

預けなかった場合。 

 

-エイジグループ：警告と是正 

-エリートとエリートパラトライアスロン：タイ

ムペナルティ 

61.トランジションエリアで他の選手の用具に干渉する - エイジグループ：警告と是正 

エリート、エリートパラトライアスロン：タイム

ペナルティ 

 

バイク  

違反事例 罰則 

62. バイクコース試走及び/又は公式バイク練習時のヘルメ

ット未装着 

 

-その練習から除外される。 

63.バイク競技中に、バイクなしで前に進む。 - 警告と是正 

-改めない場合：失格（DSQ） 

64.スプリントとスタンダードディスタンスのドラフティング禁止

競技でのドラフティング行為 

- 1 回目の違反：タイムペナルティ 

- 2 回目の違反：失格（DSQ） 

  

65.スプリントとスタンダード大会で、20 秒以内に追い抜かれ

た選手が、追い抜いた選手のドラフティングゾーンから外れ

ず、追い抜いた選手のドラフトゾーンに居る 

1 回目：ドラフティングタイムペナルテ

ィ 

2 回目：失格 

66 スプリントとスタンダード大会で、追い抜かれた選手が、追

い抜いた選手のドラフティングゾーンから外れることなく、抜

き返す行為 

- 1 回目：ドラフティングタイムペナル

ティ 

2 回目：失格 

67.ミドル又はロングディスタンスのドラフティング禁止競技で

のドラフティング行為 

- 1 回目と 2 回目の違反：ドラフティン

グタイムペナルティ 
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-3 回目の違反：失格（DSQ） 

68.ミドルとロング大会で、25 秒以内に追い抜かれた選手が、

追い抜いた選手のドラフティングゾーンから外れず、追い抜

いた選手のドラフトゾーンに居る 

- 1､2 回目：ドラフティングタイムペナ

ルティ 

3 度目回：失格 

69.ミドルとロング大会で、追い抜かれた選手が、追い抜いた

選手のドラフティングゾーンから外れることなく、抜き返す行

為 

-1 度目､2 度回目：ドラフティングタイ

ムペナルティ 

3 度回目：失格 

70.ドラフティング許可レースにおいて、異なる性別の選手に

対するドラフティング行為 

- 1 回目の違反：警告と是正 

2 回目の違反：失格（DSQ） 

71. 周回遅れの選手が先行選手にドラフティングする 

 

-警告と是正 

改めない場合：ドラフティングタイムペ

ナルティ 

72. 車両やモーターバイクにドラフティングをした場合 - 警告と是正 

-改めない場合：ドラフティングタイム

ペナルティ 

73.ドラフティング禁止競技におけるブロッキング -タイムペナルティ 

74. バイク競技中に、ヘルメットのストラップを外す又は締め

方が不十分である。 

 

警告と是正 

改めない場合：失格（DSQ） 

75. 停止中であっても、バイクコースにおいてヘルメットを脱

ぐこと。 

警告と是正 

-改めない場合：失格（DSQ） 

76.バイク競技中にヘルメットを身に着けない。 失格（DSQ） 

77.チェックイン時に持ち込んだ又はチェックインで許可を得

た後に異なる（改造含む）バイクで競技に参加する。 

失格（DSQ） 

78.バイクペナルティボックスで、選手が他の選手や人の食べ

物や水を摂取する 

- 警告と是正 

改めない場合：失格 

79.バイクペナルティボックスでペナルティを課されている間に

トイレを使用する 

-ペナルティ中断 

80.ペナルティを課されている間に、用具の調整をしたりバイ

クメンテナンスの行為 

- 警告と是正 

改めない場合：失格 

 

 

ラン＆スキー  

違反事例 罰則 

   

81.周回遅れとなった選手が先行選手と並走すること。（エリ

ート、 U23、ジュニア、ユース選手やパラトライアスリートに適

用する。） 

- 警告と是正 

-改めない場合：失格（DSQ） 
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82.コース上やコースに沿って、競技不参加選手、チームメン

バー、チームマネージャー又は他のペースメーカーと並走す

る 

- 警告と是正 

改めない場合：失格 

83.ヘルメットを着用してのランまたはスキー - 警告と是正 

-改めない場合：失格（DSQ） 

84.柱、木、他の固定物を利用してカーブ地点を曲がること。 -タイムペナルティ 

85.フィニッシュ手前の直線で競技に無関係の人を連れてフィ

ニッシュする行為 

失格（DSQ） 

 

チームリレー関連  

違反事例 罰則 

86.チームリレーで、交代ゾーンの外での交代 タイムペナルティ 

87.チームリレーの交代が未完了もしくは意図的に交代ゾー

ンの外での交代 

失格（DSQ） 

 

 

パラトライアスロン関連  

違反事例 罰則 

88.カテーテルまたは他の尿路変更機器具を利用するパラト

ライアスリートが、トレーニング、競技、クラシフィケーション時

に液を流出させた。 

-警告と是正 

-改めない場合：失格（DSQ） 

89. （プレトランジションエリアに置くことを許可されている）義

足にクリートをむき出しにしてクリートやバイクシューズを装

着している状態や、クリートがカバーされていなかったり、滑

りにくい素材で包まれていなかった場合 

- 競技前：警告と是正 

-改めない場合：失格（DSQ） 

90.規定の時間内に「暫定」、「再検討」や「確定」のクラスステ

ータスを受けていないパラトライアスリート 

-失格（DSQ） 

91.正式承認されていない義肢や特別補助用具を着用または

使用 

-  

競技前：警告と是正 

-改めない場合：失格（DSQ） 

92.保護されない剥き出しの鋭い物体、ねじ、義肢ライナーや

人に危害を与える恐れのある義肢を使用するパラトライアス

リート 

-  

競技前：警告と是正 

-改めない場合：失格（DSQ） 

93.クラシフィケーションが未確定で検討中のパラトライアスリ

ート 

-スタートリストから削除 

94.パラトライアスロンのクラシフィケーションの要件を満たさ

ないとされたパラトラスリート 

-スタートリストから削除 

95.予定されたクラシフィケーション・セッションに出席できなか

ったパラトライアスリート 

-合理的な説明がある場合：2 度目

のチ ャンスを与える。 
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-合理的な説明がない場合：失格

（DSQ） 

96.意図的に技量や能力を不正確に伝えたパラトライアスリー

ト 

- 初めての行為：失格（DSQ） 

-二度目の行為：失格（DSQ）かつ ITU

仲裁裁判所に仮出場停止か追放とし

て報告。 

97.競技説明会で登録していないガイドとパーソナルハンドラ

ー 

-競技エリアへのアクセス権を保持で

き ない。 

98. LOC か ITU が発行する特別な資格証を持参していない

パーソナルハンドラー 

-警告と是正 

-改めない場合：ハンドラーが受け持

つパラトライアスリートは失格（DSQ） 

99.登録したパーソナルハンドラーより多くのパーソナルハンド

ラーの援助を受けたパラトライアスリート 

-失格（DSQ） 

100.選手を前進させる、パーソナルハンドラーのあらゆる行

為 

-ハンドラーが受け持つパラトライア 

スリートは失格（DSQ） 

101.競技中に、選手のトランジションやホイールステーション

以外でパラトライアスリートのバイクを修理したパーソナルハ

ンドラー 

-失格（DSQ） 

102.パラトライアスリートの未登録の用具をプレトランジション

エリアに置いた場合 

-競技前：警告と是正 

-改めない場合：失格（DSQ） 

103. PTS2,PTS3,PTS4 及び PTS5 のパーソナルハンドラー

が、プレトランジションエリア内にいた場合 

- 競技前：警告と是正 

-改めない場合：ハンドラーが受け持

つパラトライアスリートは失格（DSQ） 

104. 下肢切断のパラトライアスリートが、プレトランジション

エリアからトランジション 1 まで、義足や松葉づえを使用せず

に片足でホッピングした場合 

-競技前：警告と是正 

- If not corrected: DSQ  

改めない場合：失格（DSQ） 

105. PTWC1 と PTWC2 のパラトライアスリートが自分の割り当

て場所以外でトランジションを行う 

-タイムペナルティ 

106. PTWC1とPTWC2の選手が乗降者ラインで完全に止まら

なかったり、審判がゴーという前に競技を再開した場合 

 

タイムペナルティ 

107.PTWC1 と PTWC2 の選手がラン競技中に車両やモーター

バイクにドラフティングした場合 

- 警告と是正 

-改めない場合：ドラフティングタイム

ペナルティ 

108.プレトランジションエリアから出た際に、用具を置きっぱな

しにしたパラトライアスリート 

- 警告と是正 

-改めない場合：タイムペナルティ  
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109. PTVI1、PTVI2、PTVI3の選手のガイドが必要条件を満た

していない場合 

-失格（DSQ） 

110.スイムやラン競技中に、PTVI1、PTVI2、PTVI3 の選手が

ガイドとつながれていない場合 

- 警告と是正 

-改めない場合：失格（DSQ） 

111.スイム競技中に PTVI1、PTVI2、PTVI3 の選手がガイドに

ペース配分されたり、ガイドから 1.5m 以上離れた場合 

-1 回目の違反：タイムペナルティ 

- 2 回目の違反：DSQ（失格） 

112.スイムイグジット後の競技中に、PTVI 1 、PTVI2、PTVI3

の選手がガイドにペース配分されたり、先導されたり、ガイド

から 0.5m 以上離れた場合 

- 1 回目の違反：タイムペナルティ 

-2 回目の違反：DSQ（失格） 

113. PTVI1、PTVI2、PTVI3 の選手が、ガイドに引っ張られた

り押された場合 

-失格（DSQ） 

114. PTVI1、PTIV2、PTVI3 の 選手のフィニッシュの際に、並

走又は背後にいるべきガイドとの距離が 0.5m の最大分離距

離より離れていた場合 

失格（DSQ） 

115.パラトライアスリートが、ガイドドッグ（盲導 犬）と競技エリ

アに入った場合 

-競技前：警告と是正 

-改めない場合：失格（DSQ） 

116. PTVI 1 選手がラン競技の際、完全遮光グラスをしてい

なかった場合 

-失格（DSQ） 
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35. 附則 L；リザルトとスタートリストサンプル 

リザルトとスタートリストサンプルは ITU ウェブサイトで確認できる 

 

 

36. 附則 M：選手同意書 

選手同意書は ITU ウェブサイトの以下のリンクに概要されている 

https://www.triathlon.org/about/downloads/category/athletes_agreement 

 

 

37.附則 N：技術的不正 

 

1.場所と時間 

1.1.大会で技術的詐称チェックは選手のバイクチェック時（選手ラウンジやトランジションゾーン）

に行われる。 

 

1.2.理想的には２つのテントが実行委員会から提供される（１つのテントは壁がない） 

 

1.3.レース前の技術的詐称チェックは、選手からランダムに選出して行われる。レース後は、選

手のパフォーマンスに従ってターゲットの選手に対して行われる。 

 

2.関わる人 

2.1. １人から２人の ITU に認定されたバイクチェック審判がこの過程を担う。 

 

2.2.資格を持つバイクメカニックは実行委員会が提供する。バイクメカニックは大会に参加して

いる選手に使用されているバイクに詳しく、短時間でバイクを分解したりバイクを組み立て

ることができる。 

 

3.手順 

3.1.選出された選手は第一テントへ彼らのバイクを移動することを求められる。ITU に認定され

たバイクチェック審判は選手に過程を説明し、目視でチェックしフレームとホイールを含む

バイクをスキャンすることを実行する。 

 

3.2.スキャンの読み取りが低い場合、選手とバイクは解放される。 

 

3.3.スキャンの読み取りで何かあれば、二番目のバイクチェック審判がいる場合は、調べた結

果の確認を求められる。それでも読み取りで何かある場合、選手は次のテント（壁のある）

へバイクを移動することを求められる。もし、読み取りで何かあって、二番目のバイクチェ

ック審判が居ない場合は、選手は壁のあるテントへ移動することを求められる。 

 

3.4. ITU は選手のバイクチェックのために技術的人工物を使用する場合がある。 
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3.5.壁のあるテントに、ITU 認定バイクチェック審判、ITU 審判長（または審判長の代理として割

り当てられた他の審判）とバイクメカニックが来る。このテントは公開されないしメディアに

も公開しない閉鎖した形式でなければならない。 

 

3.6.選手はシートポストやチェーンホイール車軸を外すための道具を渡される。代わりに、選手

の代理人がそれらの用具で外すことが出来る。もし選手や選手の代理人がそれらを外す

ことを希望しない場合、ITU に承認されたバイクメカニックが取り外している最中にバイク

に何らかの損害を与えることの権利放棄の誓約書にサインしなければならない。 

 

3.7.バイクメカニックや選手がチェーンホイール軸を外す。もし動力源が存在したなら、選手は

決定を審判長から言及される。審判長は選手を失格にし、さらに重い処罰の可能性があ

るとして ITU 仲裁裁判所にケース報告する。 

 

3.8.もし選手が誓約書にサインを拒否したなら、検査を拒否したとみなされ、審判長は選手を失

格にし、さらに重い処罰の可能性があるとして ITU 仲裁裁判所にケース報告する。 

 

3.9.選手は資格停止が終了するまでどの ITU 大会にも他のバイクを利用して大会に参加するこ

とはできない。 

 

 

38. 附則 P：非伝統的、または非日常バイク承認過程 

 

1.製造者はバイクフレームの承認のために（イラストのある絵で）製作過程記述書を提供する 

2.製造者は ISO4210:2015 の実際のバイクの安全標準の全ての基準を満たしているフレーム

（販売している全てのサイズ）だと明らかにする。この宣言は承認のために提出される文

書類の一部になる。 

 

3.製造者は消費者に安全であるか、メカニックテスト分野のテストに従っているか、

EN/ISO/IEC 17025 の必要要件を満たしているかを含んだ独立した第三団体実験で集め

られたテスト結果と共にフレームの ISO4210：2015 に従った実証をしなければならない。テ

スト報告は購入可能な全てのフレームサイズ（48、50、52 など）の提供が必要である。これ

らの報告は承認のために提出される文書類の一部になる。 

 

4.認可されている実験テストの EN/ISO/IEC 17025 に従っているという証明書は承認のため

に提出される文書類の一部になる。 

 

5.承認委員はこれらの文書を検討し、申請の許可の決定を行う。 
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39. 附則 Q：PPE－事前参加評価 

 

1. PPE は以下から構成される。 

 

1.1.医学調査票に答えてください：この調査票は機密書類であり医学検査前にチームドクター

に提出しなければならない。この医学調査票は ITU ウェブサイトでダウンロードできる。 

 

1.2.身体検査：スポーツ中の心臓突然死についてローザンヌ推奨として掲載されており IOC 推

奨に従ってドクターにより行われる。 

a.)心臓聴診 

・脈拍とリズム 

・雑音：心臓収縮時/ 拡張時 

・収縮時駆出音 

b.)血圧 

c.)橈骨と大腿動脈拍 

d.)マルファン痕跡 

 

1.3. 12 誘導心電図（ECG）。ドクターはリズム、伝導、再分極の異常をみる。 

 

1.4.それぞれの国内競技団体はそれぞれのシーズンの始めに、シーズン中の ITU 大会に参加

する全ての選手が PPE の受診が完了したことを示す、国内競技団体代表がサインをした

文書/証明書を送らなければならない。この文書は手順通りに提出されなければならない、

もし提出されないならば、国内競技団体に属するジュニア(今年から全ての)選手はどの

ITU 大会にも参加することができない。 
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